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「探さがせ！　そう遠くには逃にげられないはずだ！」

「子こ供どもだからって油ゆ断だんするな、奴やつらは化け物だぞ！」

　ＳＭＧで武ぶ装そうした男達の声に、無地のパジャマに身を包んだ少女はぎゅっと膝ひざを抱かかえ小さくなっていた。伸のびっ放しで切り揃そろえられてすらいない黒くろ髪かみに隠かくれた目は、恐きよう怖ふ一色に染そまっている。

　彼らは殺気立っている。見つかったら確かく実じつに殺される──追われるまま咄とつ嗟さに隠かくれたコンテナの陰かげは、命がけのかくれんぼの隠れ場所としてはあまりに簡かん単たんすぎる。複ふく数すうの鬼おにの目を欺あざむききれるとは到とう底てい思えなかった。

「……しかし、本当に殺していいのか？　やっと安定した貴き重ちような検けん体たいだろ？」

「上がいいって言ってんだからいいんだろうよ。いちいち詮せん索さくしないほうが利口だと俺おれぁ思うがね」

　こちらに向けられたライトがコンテナの影かげを濃こく浮うき出させる。走って逃げ出そうとする少女をここに留とどめているのは、同じ黒髪、同じ年とし頃ごろの少年だ。まだ幼おさない身体からだつきの少年は、細い腕うでで少女を守るように抱だきしめている。この小さなナイトこそが少女の唯ゆい一いつの心の支ささえだった。

（ねえ……早く逃げようよ……）

（しっ、静かに！　見つかっちゃうよ……）

　ひそひそと言葉を交かわし、少年は少女の肩かたに両手を置いた。

（μミユー、あれ……あれを使えないかな）

　μと呼よばれた少女は、少年の視し線せんを涙なみだで霞かすむ目で追う。

　二人の目に映うつったのは、Ｈの文字の中心から大きく外れて停とめられた一機の小型ヘリだった。ヘリの周りには今のところ誰だれもいない。

（エルタブリス社製せいＳＣ─２……データにある。飛ばせるよ……）

　子供の会話にしては内ない容ようが異い常じようだった。十二歳さいの子供がここから逃げ出すための手しゆ段だんとしてヘリに目を付け、さらにそれを平然と『飛ばせる』と言う。二人とも見た目通りの子供ではないらしい。

（じゃあ、あれで一いつ緒しよに逃げよう）
















（でも動かしたら人が来るよ……）

（僕ぼくが引きつけるから、その間に、ね）

　言うと、少年の姿すがたは闇やみに溶とけるように透すけていく。光学迷彩Ｏ・Ｓ──自分の身体の光の屈くつ折せつ率りつを限かぎりなくゼロにする、つまり透とう明めい化かする能のう力りよくだ。完全に、とはいかないが、夜であればほぼ人の目には映らなくなる。

（αアルフア……！）

　μは姿の見えないはずの少年を呼び止め、震ふるえる声で囁ささやく。

（気をつけてね……）

　泣きそうな顔をするμの頭をくしゃっ、と撫なで、少年の気配が遠ざかっていく。姿を消したまま、こちらに向かって来る二人組に無む造ぞう作さに近づき──

「……ここにいるよ」

　距きよ離りを置いた二人の間に入り、はっきり聞こえる声で告げると光学迷彩Ｏ・Ｓを解かい除じよした。

　お互たがい意外な方向からの声を聞いた二人は、突とつ然ぜんそこに現あらわれた小さな人影に驚おどろき反はん射しや的に銃じゆう口こうをそちらに向ける。

「いたぞ！」

　目の前に転がり込こんできた標的に、二人はどちらからともなく歓かん喜きの声をあげた。標的を仕し留とめた者にはボーナスが支し払はらわれるのだ。組そ織しきから見れば微び々びたるものだが、下したっ端ぱの者達にとっては決して安くない額がくである。そして、そのことが二人の、いや、少年達を追ってきた男達から冷静な判はん断だん力りよくを欠けつ如じよさせていた。

　二人がもう少し冷静だったなら、或あるいはプロの傭よう兵へいだったなら絶ぜつ対たいにありえない行動だったろう。

　タタタッ

　銃口の先には、標的の子供だけでなく、味方もいる。当たり前のことが頭からすっぽり抜ぬけ落ちたまま、二人の男は引き金トリガーを引いていた。

　弾だん丸がんが疾はしった先に既すでにαの姿はない。二人は互いに撃うち合い、胸むねを撃ち抜かれ向かい合ったままその場に倒たおれた。

　迷めい彩さいを行ったまま、αはむくりと身を起こした。一いつ瞬しゆん姿を見せた後、逃げると見せかけてその場に伏ふせ再ふたたび姿を消していたのだ。狙ねらってはいたが、まさか同士討うちにまでなるとは思わなかった。

　どちらか一人を残せば他の追っ手を呼び寄せてくれると思ったのだが、仕方ない。恐おそる恐る倒れた男の手から取ったマシンガンを両手に持ち、コンテナから大きく離はなれた場所まで走り一丁を漆しつ黒こくの空に向けてフルオートで乱らん射しやした。

　バラララララララッ！

　一ひと際きわ派は手でな銃声があたりに響ひびく。弾倉マガジンが空になったマシンガンを捨すて迷彩を解除して、連射で痺しびれた手を握にぎったり閉とじたりしながら呼こ吸きゆうを整える。

「こっちだ！」

「埠ふ頭とうのほうに逃にげやがったか！」

　銃声を聞きつけ、散らばっていた男達が駆かけつけ集まってくる。

「二人殺やられてた！　奴やつら武ぶ器き持ってやがるぞ！」

「けっ、ガキが撃つタマが当たるかよ！」

　自分が同士討ちさせた二人のことだろうか。痺れた手をじっと眺ながめながら男達の声に耳を傾かたむける。確たしかに、銃など持ったこともない。構こう造ぞうのことなら学習済ずみなのであの男達より詳くわしい自信はあるが、実じつ際さい撃つとなると話は別だ。怪け我がをしないように引き金トリガーを引くことぐらいしかできない。何かを狙って撃つなど論ろん外がいである。

　ずらっと積み上げ並ならべられたコンテナの陰かげから男達の様子を窺うかがい、迷彩をかけて銃を構かまえ、特に狙いもせず軽く引き金トリガーを引く。

　タタッ

　あらぬ方向へ飛んでいった弾丸がコンテナに当たり跳はねる。

「クソガキがっ！　ぶっ殺してやる！」

　跳ちよう弾だんに身を屈かがめた男の一人が罵ば声せいと共に拳けん銃じゆうを乱射する。狙ってすらいなかったが、自分の隠かくれたコンテナの端はしを弾たまが掠かすめ、αは震ふるえた。

　踵きびすを返し、狭せまいコンテナの間をすり抜け場所を変えては数発空に向けて発はつ砲ぽうする。逃げていながら自分の位置を銃声で暴ばく露ろする矛む盾じゆんを感じながら、αは必死で逃げ回る。

　迷彩で姿を消しては男達の後ろに回り姿を見せ、わざと見つかってはまた姿を消す。大きな足音を立てたりコンテナの上に石を投げ上げて上にいるように思わせたり。単たん純じゆんな陽動だが、それで男達はここに複ふく数すう標的がいると思い込んでいた。

「ガキ共！　出てきやがれ！　もう逃げられねぇぞ！」

　たった一人の少年に翻ほん弄ろうされているとも知らず。普ふ通つうではないと知っていながら、やはり子こ供どもだと思って甘あまく見ているのだ。

（そろそろいいかな……）

　弾の切れたマシンガンを躊ちゆう躇ちよなく放ほうり捨すて、迷彩をかけて堂々と男の前に出る。気づかずきょろきょろと周囲を見回す鈍にぶい男の目の前を静かに通り抜けようとしたその時──

　何の前ぶれも無く振ふり向いた男の持っていた銃の先が、αのゆったりしたパジャマに軽く引っかかったのだ。

「………………!?」

　それがどういったことなのかはわからなかっただろう。ただ、異い変へんに対して敏びん感かんになっていた男は訳わけのわからないまま指に力を込めていた。

　銃じゆう声せい──

「いた……いたぞ、見つけた！」




　　　　＊




　人の気配を注意深く探さぐりながら、μはコンテナの陰かげから陰へ少しずつ移い動どうしていた。激はげしく撃ち合うような銃声に誘さそわれ、ほとんどの──何人いるのか知らないが──男達はそれを追っていったようだ。今なら見つからずにヘリに乗り込める──

（……よしっ……！）

　がたがたと震える足に走れと胸きゆう中ちゆうで言い聞かせ、ヘリまでの十数メートルを一気に走り抜ける。

　機体の大きさを見ても躊躇はない。何の気負いもなくドアを開き、操そう縦じゆう席せきに身体からだを滑すべり込ませる。

「……………………」

　よく知っているタイプだ。目をつぶってでも操そう作さできる。シートが身体に余あまるのは仕方ないが。

　汗あせばむ手をこすり合わせエンジンを始動する。いつでも飛び立てるが、エンジン音だけはどうしようもない。誰かが聞きつけて来るかもしれない。膝ひざに肘ひじをつき顔の前で祈いのるように手を組む。

（α、早く戻もどってきてよぅ……）

　身体が成せい熟じゆくしていないので今まで実際に発はつ揮きされることはなかったにしても、自動車や飛行機、船、もちろんヘリにおいても並なみ外はずれた操縦技能オペレーテイング・スキルを持つとされる少女のこと、飛び立ちさえすればどんな追つい撃げきが来ても振り切る自信はある。だが今の状じよう態たいはといえば単なる鉄の棺かん桶おけでしかない。

　タタタッ！

　間近での銃声に、μはしゃっくりのような悲鳴をあげてシートの下にしゃがみこんだ。無む意い識しきに足元に突ついた手のひらに小さな痛いたみ。見るとごく小さな四角いガラス片へんが数個、手に浅く刺ささり血が滲にじんでいる。

　頭上、ヘリのガラスに指が通るほどの穴あなが開けられ周囲が罅ひびで曇くもっていた。

「そこから出てきなお嬢じようちゃん！　もう逃にげられねぇぜ！」

（見つかった……！）

　絶ぜつ望ぼう的な表ひよう情じようで頭を抱かかえる。

　足音が近づいてくる。うまく嚙かみ合わない歯がかちかちと鳴っている。

　あと数秒で、男はこのヘリのドアを開け自分に銃弾を撃うち込むだろう。そう、あと五歩、四歩、三歩──

　がっ！

「ぐっ！」

　二歩、と数える前に、鈍い音と低い呻うめき声が耳に届く。それきり外はしんとなった。

　どこっ。

　再さい度どの打だ撃げき音に、μはドア越ごしにそっと外を覗のぞき見る。

　マシンガンを持った男が倒たおれ、その側そばにレンチを持った半はん透とう明めいの子供が佇たたずんでいた。

「うぐ……」

　もそりと動く男の背せにレンチを打ち下ろし、中ちゆう途と半はん端ぱな迷めい彩さいを解かい除じよするとレンチの替かわりにマシンガンを拾い上げ、μの覗くドアを引き開ける。

「α……」

　少年のために操縦席の隣となりを空け、泣き笑いのような表情で呟つぶやく。

「お待たせ」

　静かに答え、隣のシートにぽすりと沈しずみ込む。

　彼が戻ってきたなら長なが居いは無用だ。素す早ばやく離り陸りく操作に入る。

　ローター、テイルローターが高速回転し、機体がゆっくりと浮うき上がっていく。五十センチほど浮かせた状態ですぐ水平飛行に移うつる。高空を飛ぶより見つかりにくいということも承しよう知ちの上だ。

　やっとヘリポートに追いついた男達がヘリに向けて撃っているが、もう彼らの銃で狙ねらって当たる距きよ離りではない。μは闇やみ夜よに紛まぎれさらに速度を上げる。

「やった、ね」

　慣なれた手つきで操縦しながら言うが、αは微ほほ笑えんで小さく頷うなずくだけ。

「…………？」

　何か言ってよ、と言おうとしたμの顔を見返し、αはぼそぼそと小声で呟いた。

「僕が、行かなきゃ……μはずっとあそこで、待って、ると思ったから」

　不自然な息いき継つぎを繰くり返すαにμは眉まゆをひそめ、

「どうしたの？　どこか痛いたいの？」

　心配げなμの問いに、αは青白い顔で答える。

「大だい丈じよう夫ぶだよ……大丈夫……だい……じょ……」

　何度か同じ言葉を繰り返したαの手が、ぽとりと膝の上に落ちた。

「α？」

　返事が返ってこない。

「αってば！」

　嫌いやな予感は現実になっていた。彼の身体からだを受け止めていたシートが、赤黒く染そまっていたのだ。

　腕うでに隠れて見えなかった右の脇わき腹ばらがぐっしょりと濡ぬれている。撃たれた傷きずだということは見なくても想そう像ぞうがついた。それに、この出血が致ち命めい的なものだということも。

「α……返事してよ。ねえ、喋しやべってよ！　いつもみたいに面おも白しろい話してよ！」

　μの泣き声は嗚お咽えつに変わっていた。返ってくるはずのない声を求めて。

「うそつきっ……一いつ緒しよに逃げようって言ったのに……」

　一人では意味がない。一緒だったから、懸けん命めいになれたのに。ここまで来れたのに。

　これ以上逃げる意味があるだろうか。たった一人、この世界で……

　独りとり残された少女は、すぐ側そばにある海面に視し線せんを移うつす。

　──吸すい込こまれるような暗い静かな海が、そこに流れていた──
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　タッ、タッ、タッ、タッ！

　両手で構かまえられた銃じゆうが立て続けに火を噴ふき、一番遠い五十メートル先の標的ターゲツトを精せい確かくに射い抜ぬく。装そう塡てんされた弾だん丸がんの半分を使ったところで左手一本に持ち替かえて残弾の半分を、右手に持ち替えて残り全弾を撃うち尽つくす。その間十秒とかからない。

「……っし」

　スライドが下がったままの銃とイヤーカバーをテーブルに置き、手元のキーを操そう作さして的を手元まで呼よび寄せる。

「ん……ん～……」

　ゴーグルを外しながら、眼鏡めがねの奥おくの目を細めて感かん嘆たんとも不満とも取れる呻うめき声を漏もらす。

　的の中心の赤い円の中にほとんどの弾だん痕こんが集中し、二発だけ赤丸から十センチほど外れている。

「おうトーヤ。どうだった？」

　図抜けた射しや撃げきセンスを見せた眼鏡の青年に、背はい後ごから無ぶ骨こつそうな声がかけられる。

「照準調整サイト・インもバランスもほぼ完かん璧ぺき。これで当たらない訳わけねーんだけどな」

　さっきまではそこにいなかった大男に振ふり返りもせず答え、鳶とび色いろの髪かみをかき上げた。

「だろうな。やっぱりベインの野や郎ろうがヘボなだけか」

　無ぶ精しよう髭ひげを撫なでながらけっ、と吐はき捨すてる男。

「いいんじゃねーか？　あんたにはそのほうが商売になるんだし」

　ベインといえば、見るたび持っている銃が違ちがうことで有名な男である。的に当たらないことを道具のせいにし、たびたび買い換かえているからだと知っている者は意外に少ない。

「俺おれが不良品を売っているみたいで気分が悪い」

　ぴっちりと張はったシャツの胸むねポケットから葉は巻まきを取り出し、口にくわえる。

「……ダン。そいつは？」

　葉巻のことではない。男──ダンが無む造ぞう作さに傍かたわらの丸テーブルの上に置いているつやの無いハンドガンのことだ。

　横にも縦たてにも大きいダンを見た後だと小さく見えるが、一いち応おう標ひよう準じゆん的てきなサイズである。

「ああ、シグの新製せい品ひんだ。今け朝さ入荷したんだが」

「へぇ……」

　血けつ圧あつの低そうな──実じつ際さいにはそうでもないが──声で生返事をし、手にとってしげしげと眺ながめる。外観は従じゆう来らい品ひんと変わらないようだが……

「……撃うってみていいか？」

　弾倉マガジンは入っているが、空だろう。

「弾たま代だいだけサービスしといてやる。無む茶ちやすんじゃねぇぞ」

　やはりぴっちりのジーンズから新しい弾倉マガジンを取り出し、放ほうってくる。

　二十メートルの標的ターゲツトの前に入り、弾倉マガジンを新しいものに挿さし替えると後ろのダンの視線を感じながら呟つぶやく。

「葉巻やめてくれ。集中力が落ちる」

「なら集中するな」

　にべも無く言い放ち、マッチを擦すって火を点つけると美う味まそうに煙けむりを吸すい込む。

「連射するぞ」

「壊こわしたら弁べん償しような」

　先の射撃もかなりの速射だったが、それでもかなり抑おさえていたのだ。本気でやると銃が壊れかねないので、手加か減げんを心こころ掛がけているぐらいである。

　イヤーカバーとゴーグルを身に着け、左手一本で構えて二十メートルの標的ターゲツトを狙ねらう。

　タタタタタタッ！

　リコイルを最小の動きで吸きゆう収しゆうし、続けざまに引き金トリガーを絞しぼった。

「無茶すんなって言っただろうが！」

　聞こえないふりをして、マシン・ピストルもかくやという速さで全弾を撃ち尽くす。

　ちりん……

　最後の薬やつ莢きようが床ゆかに落ちる。

「……おいこら……」

　イヤーカバーを外すトーヤに押おし殺した声でうめく。

「……イマイチ。グリップが角かど張ばってて痛いたい。それに軽すぎて頼たよりない」

　淡たん々たんと感想を述のべて安セ全フ装テ置イをかけると、険けん悪あくな形相で詰つめ寄ってきたダンがごつごつした拳こぶしをトーヤの顔面目め掛がけて放ってきた。

「うぉっと！」

　身体からだを反らして紙かみ一ひと重えでかわすと、脇わきを抜けるように大男の後ろに回りこむ。

「へっへー、はっずれ」

「こっのクソガキ……」

「このクソオヤジ」

　こんなやりとりは日にち常じよう茶さ飯はん事じである。クソガキ、クソオヤジは二人の定番の台詞せりふともいえる。

　ただ、ダンがトーヤの実の父親というわけではない。孤こ児じだったトーヤに血けつ縁えん者しやはいないし、父親と息子むすこというには少し実年ねん齢れいが近すぎる。小さな孤児院から独どく立りつしたトーヤが一番初めに世話になった、そして現げん在ざい進行形でも世話になっている──トーヤの言うオヤジとは『おやじさん』の意なのである。

　今トーヤは彼の経けい営えいする『Ｄ・Ｓ銃じゆう砲ほう店てん』の二階の空き部屋に間借りしている身だ。しかも相場の半分にも満たない額がくで。それはダンの厚こう意い──ではなく、本業を休んでいる間は無む報ほう酬しゆうで店の手伝いをすることが条じよう件けんなのだが。

　トーヤの本業とは、簡かん単たんに言うと『賞金稼かせぎ』、正式には『掃除人スイーパー』と呼よばれるものである。

『司法組そ織しき外犯はん罪ざい抑よく止し力補ほ助じよ法ほう』──各国政せい府ふか司法組織が定めた犯罪者に限かぎり、民間人が独どく自じに（司法組織の妨ぼう害がいにならない程てい度どに）捜そう査さ、逮たい捕ほを行うことを認みとめ、協力者に褒ほう賞しよう金きんを支し払はらう──といった内ない容ようだが、実際には犯罪の抑止効こう果かは薄うすく、検けん挙きよ率りつだけが跳はね上がった。事実上の『賞金首制せい度ど』である。

　後に何度も改定が為なされ、今では『民間人』ではなく『資格ライセンスを所持する者』となり、特別なライセンスが必要になった。『掃除人スイーパー』と呼ばれるその資し格かくはそのまま職しよく業ぎよう名めいでもあり、現げん在ざいでは無資格で『掃そう除じ』を行うと懸けん賞しよう金が支払われないどころか犯罪になる。

　また、掃除人スイーパーだからといって政府や司法組織から直ちよく接せつ的な支し援えんが受けられるわけではないので、リスクを考えればそう割わりの良い職業でもない。なにしろ、実費も全すべて個人持ちであるうえ、掃除人スイーパーの追う相手は当局が認める凶きよう悪あく犯に限られるのだから。個々の差は激はげしいが、平へい均きんして懸賞金の額が大きいのが救いだが。

　トーヤはその『掃除人スイーパー』の中でもそれなりに成功している部類に入るだろう。実力不足で食い詰めたり、標的ターゲツトに返り討うちにされ命を落とす者は多いのだ。

「ったく……店に並ならべる前に壊されてたまるか。返せ」

　削けずるだの交こう換かんするだのとぶつぶつ呟くトーヤの手から銃をむしり取り、異常がないか慣れた手つきで簡単に確かく認にんする。

「お、そういえば……」

　閑かん散さんとした射しや撃げき場じようから出ていこうとして、ダンははたと立ち止まった。

「Ｍ16が二丁整せい備びに入ってる。やっとけ」

　一方的に告げると階かい段だんを上がっていく。商売を手伝わせるのに遠えん慮りよする人間ではない。

　あのダンも、元掃除人スイーパーだったのだ。犯人追つい跡せきの最中、自分に恨うらみを持つ別の犯人に撃うたれて引いん退たいを余よ儀ぎなくされ、掃そう除じで稼かせいだ金を元手にこの店を始めた。昔の話はあまり聞かないが、よほど腕うで利ききだったのだろう、でなければ地下にこんな施し設せつを作れる土地が確かく保ほできるわけがない。

「へいへい……」

　めんどくさげに返事を返す。

　レッグ・ホルスターから愛用の拳けん銃じゆうを抜ぬき、眼鏡めがねを外してまた二十メートルの的を狙ねらう。単射、バースト、フルの切り替かえ可か能のうな銃だが、今回は単射、右手で。

　タンッ！

　手に馴な染じんだ反動が返ってくる。

　タン、タン、タンッ！

　撃つたびにトーヤの端たん整せいな顔が険けわしくなっていく。別に不満があるわけでも怒おこっているわけでもないのだが……

「……はぁ……」

　半分撃ったところで、溜ため息いきをつき撃つのを止める。

「……眼鏡なし、しかもウイークハンドで当たるわけないじゃない」

　女じよ性せいの、僅わずかに呆あきれのこもった声がかけられる。

「余計なお世話だ」

　振り返り睨にらむが、相手の姿すがたはぼんやりとして輪りん郭かくがはっきりしない。しかも二ふた重え、三重にブレて見える。超ちようド近きん眼がんの上乱らん視しありなので、実は二十メートル先の的など見えてすらいない。眼鏡を外す一いつ瞬しゆん前に見た的だけを参考に、イメージのみで狙いをつけていたのだ。

「眼鏡眼鏡」

「わかってるよ」

　かけ直して改めて相手を見る。

　タイトミニの黒いスカートにハイネック、大きめのレザージャケットを羽は織おった、長い黒くろ髪かみを頭の斜ななめ後ろでまとめた美女の姿がはっきり目に映うつる。左こめかみのあたりに垂らしている、一房ふさだけ薄い紫むらさき色いろに染そめられている髪は、他に飾かざり気のない彼女の唯ゆい一いつともいえるアクセサリーだ。

「なんだ、ティファか」

「誰だれだと思ってたの？」

　ダンと入れ替わりに入ってきたのだろう。とことこと歩み寄ると、ティファ・バートランドはトーヤを押し退のけて的の操そう作さキーをいじる。

「へたくそ」

　的を見るなり、容よう赦しやなく言う。

「いや、一発当たってる。ほら。たいした進歩だぜ」

　的には、旧きゆう地球で流行した『黄色い丸に点のような目とむやみに笑った形の口を書いたマーク』に似にた図形が弾だん痕こんで大おお雑ざつ把ぱに書いてある。人間技わざではないが、トーヤが注目したのはそっちではなく的の隅すみの気持ち程てい度どに削けずられた部分だった。

「これは当たったじゃなくてかすったっていうのよ」

「人が素す直なおに喜んでいるところに水を差すなよ」

「そんな大おお袈げ裟さなもんじゃないと思うけど……」

　五十メートル先の的の中心に必中できる人間の言うことにしては悲しいほどレベルが低い。例えでもなんでもなく、眼鏡はトーヤの生命線なのだ。

「……で、何か用か？」

「あ、そうそう。トーヤにメール来てたわよ。仕事みたいな」

「みたいな？」

「うん」

　自分の目で見て判はん断だんして、と言いたいらしい。

「つーか……人に届とどいたメール勝手に読むなよ」

「いいじゃない、他人じゃないんだし」

　返答に窮きゆうするようなことを言い、無む邪じや気きに笑う。

　実じつ際さいには他人である。同じ孤こ児じ院いんで姉きよう弟だいのように育ち、一歳さい年上の彼女が少し遅おそく、トーヤが少し早く、つまりほぼ同時期に独どく立りつした。同じように掃除人スイーパーを志こころざしていた二人は程ほどなくして再さい会かいし、その後はなんとなくチームを組んでいる。ようするに仲間だ。

　トーヤが神かみ業わざ的な銃の腕うでを持つのに対して、彼女は肉体を駆く使しする格かく闘とう戦せんに長たけている。生まれ持っての才さい能のうもあるだろうが、二人とも肉体能力が普ふ通つうではないのだ。

　あくまで体たい質しつ的なものなので意い識しきして鍛きたえなければ意味がないし、当人が自覚しにくいということもあり一いつ般ぱんにはあまり認にん知ちされていないが、専せん門もん家かや裏うら社しや会かいの人間は彼らのように特とく殊しゆな肉体を持つ人間をＩＳＯＮと呼んでいる。

　自分達がそうだと知っても、トーヤはなんとも思わなかった。優ゆう越えつ感もまったく無い。ティファのことはどうかといえば──仮かりにＩＳＯＮでなくても、彼女は充じゆう分ぶん強いはずだ。涼すずしい顔して車の後輪を浮うかせたのにはさすがに辟へき易えきしたが。

「ま……仕事なら仕方ねーよな」

　他人云うん々ぬんの話題を避さけるように、銃じゆうをホルスターに収おさめ後頭部を搔かく。

　彼女とこの手の話をすると、一いつ緒しよに風ふ呂ろに入っただの一つのベッドにひっつき合って寝ねただの、十年以上も昔のことを最近までそうだったかのように言うので恥はずかしいのだ。

「本業のほうが優ゆう先せんだもんな。うん、残念だけど」

　言っていることとは裏うら腹はらに表ひよう情じようは輝かがやいている。

「んじゃ行くか。さっさと」

　軽けい快かいな足取りで階かい段だんを駆かけ上がるトーヤの後に音も無くティファが続く。

　カウンターで葉は巻まきをふかすダンに、

「ダン、オレ仕事入ったから。そゆことで、じゃっ！」

　早口で告げ、二階の自室に向かう。ダンが何か文もん句くを言っているようだが、そんなものは無む視しである。

（あー、そういうことね……）

　整せい備びを手伝うのが嫌いやだったのだ。ティファはなるほどと納なつ得とくして微ほほ笑えんだ。

「待ってよトーヤ！」




　　　　＊




『トーヤ・フェニックス様　掃除人スイーパーのあなたにビジネスの話があります。詳くわしいことは直ちよく接せつ会ってお話ししますので、興きよう味みがおありなら十二日、午後一時にカフェ『イマージュ』にお越こしください。お待ちしています』

　……………………………………

「……これは、どう受け取ったらいいんだろうな」

　ＤＭなどであればアポイントメント・セールスだと割わり切って相手にもしなかっただろうが、Ｅメールでしかも受取人の名前入りとなると判断に困こまる。差出人の名前はないが、この送り主はトーヤをよく調べている。職しよく業ぎようはもちろん、居きよ住じゆう地ちまで。恐おそらく直接訪たずねて来ることも可能だろう。セールス目的でそこまでやるとは考えにくい。なんらかの罠わなである可能性も低い。ここまでわかっているならわざわざ外に呼び出す理由がない。

「これ見てなんで仕事だと思ったんだ？」

「え、だって掃除人スイーパーのビジネスっていったら……」

「あからさまに怪あやしいだろーが、こんなもん」

　抜けたことを言うティファに半はん眼がんでうめく。

「……怪しいけど、とりあえず危き険けんはなさそうよ、これ」

　少し考えるような仕草をしてから、反はん論ろんしてくる。一いち応おうトーヤと同じことを考えているらしい。

　しかし、同じことを考えていても言うことはそれぞれ違ちがう。

「行くんでしょ？」

　彼女はもう行くつもりになっている。

「気味が悪いから嫌いやだ」

　本音とは少し違う。こういう不思議なことをする相手に興味はある。一言で否ひ定ていするほどのことでもないと思ってはいる。

「じゃあイマージュにゴハン食べに行こ。ちょうどお昼だし、そのついでにメールの人と会う、とか」

「……ま、そんなとこかな」

「やったっ。実はイマージュの新ランチメニューまだチェックしてなかったのよね」

「ええと……指定は一時だったっけ」

　壁かべ掛かけ時ど計けいに視線を移うつす。

　十二時四十五分。

　ちなみにＤ・Ｓ銃じゆう砲ほう店てんからイマージュまでは車で飛ばしても十分以上かかる。昼時で車通りが多いことを考えると──

「なんでもっと早く言わねーんだよ！」

「えぇっ、あたしのせいっ!?」

　二人は慌あわただしく部屋を飛び出した。




　　　　＊




　十二時五十八分、カフェ『イマージュ』駐ちゆう車しや場じよう。

「来ませんねぇ、掃除人スイーパーさんたち」

　助手席の少女が、窓まどに張はり付くようにして店の入り口を凝ぎよう視ししている。のんびりというか、聞いていると欠伸あくびが出そうな声だ。

　外を見るにしても露ろ骨こつすぎる──やめろと言えば少女は即そく座ざに止やめるだろうが、敢あえて止めさせるほどのことでもない。運転席に座ざする女は黙もくして煙草たばこをくわえた。

「煙草は身体からだによくないですよぉ」

「……くわえてるだけよ」

　くすんだ金きん髪ぱつに手て櫛ぐしを入れてぼそぼそと答える。火を点つけてもいいが、一度も煙草が美う味まいと思ったことはない。付き合いで吸すうことはあったが、理り解かいできない。隣となりの少女が言うように著いちじるしく健康を害してまで欲ほつするほどの快かい感かんがこれのどこにあるのか。

「ならいいですっ」

　何が楽しいのか、にこにこと笑って言う。

（……まあ……無理はないけど）

　この時間にこの場所で掃除人スイーパーを待っている──トーヤ達をメールで呼よび出したのは、彼女達に間違いないようだ。

（やっぱり直ちよく接せつ会うべきだったかしら）

「あ、来ましたよぉ」

「え？」

「ほらぁ、オンナの人も一いつ緒しよ一緒」

　予想以上に大だい胆たんかつ不ふ敵てきな男らしい。

（大事なのはこれからね……）

　うまく乗せれば期待通りの働きをしてくれるに違いない。

「それじゃあ、言ってきま──」

「待ちなさい」

「えー？」

　出番を待っていたらしく車から降りようとする少女を、言葉だけで引き止める。指し示じしたことがこれだけテキパキとこなせるなら、普ふ段だんから倍速で動いてほしいと思う──なぜ私が彼女のペースに合わせなければならないのだ。

「少し待たせましょ。こっちも待たされたんだし」

　時計を見ながら思う。あの店の売上に少し貢こう献けんしてやるのも悪くない。今け朝さ食べたモーニングセットも美お味いしかったことだし。

「はぁ～」

　返事も間ま延のびしていてイライラする。

「あ」

　少女が自分の手元を見て小さく声をあげ、顔色を窺うかがうようにおどおどとこちらを見ている。半分だけ開けた目でちらと見やると、真白い封ふう筒とうが少女の手の中でくしゃくしゃに潰つぶされていた。思わず握にぎりしめてしまったようだ。

「……いいわよ、別に」

　その一言で少女の表ひよう情じようが輝かがやく。どうでもいい、のいいだったのだが、赦しや免めんだと勝手に受け取ったらしい。それこそどうでもいいことだったが。彼女が自分の言葉をどう解かい釈しやくしているかなど。




　　　　＊




「もう来て待ってっかな……」

　店内に入るなり、トーヤはウェイトレスの声を聞き流しながら席を埋うめている客をざっと見回した。時間帯的に男女共スーツ姿すがたが多い。メールの丁てい寧ねいな文面からスーツを着こなしたキャリアウーマンを漠ばく然ぜんと想そう像ぞうしたが、あんなものそのつもりがあれば誰だれにだって書ける。そういう目で見れば誰がそれらしいとも言えるし誰もらしくないとも言える。

「あ、あの……」

　学生らしいバイトのウェイトレスがおろおろしている。

「あ、二人だけど席空いてる？」

「は、はい、こちらへどうぞ」

　代わりに答えたティファにほっとした様子で案内するウェイトレス。窓まど際ぎわ奥おくの日差しがきつい席だ。他の席はほとんど客がいるので仕方ないが。

「怒おこって帰っちゃってるかもねぇ」

「いや、それはねーだろ……待ってるって言った奴やつが相手が時間通り来なかったからってさっさと帰るか？」

　席に座すわりメニューを取る。

「……トーヤ、標ひよう的てきが取引の場所に時間通り来なかったからって待ち伏ぶせ放ほう棄きしたことあったよね。あの後あたし取引相手に見つかって──」

　泣きそうな顔をして口元を覆おおい、俯うつむいて洟はなをすする。

「──仕方ないから出ていって取引に現あらわれた奴ら全員半殺しにしたんだったな」

「病院送りって言ってよ、人聞き悪い」

　けろっとした顔で訂てい正せいしてくる。

「同じだ、同じ」

「標的の賞金が５万ＮＥドル、取引相手の賞金が総そう額がく20万ＮＥドル！　トーヤ何もしてないのに20万山分けしたじゃない！　ズルいわよ！」

「後で捕つかまえた標的のほうの賞金全部やったじゃんか」

「轢ひき逃にげに遭あって意い識しきなかったの偶ぐう然ぜん見つけただけでしょ！　結局楽して10万丸まる儲もうけ。全部とは言わないけど、半分ぐらい返してよ！」

「ちょっと待て、話がズレてる」

「誤ご魔ま化かさないで」

「メールの相手が待ってるかどうかって話だろ？」

「騙だまされないわよ」

　騙すつもりなどない（誤魔化すつもりではあったが）のだが、食事ついでに、という気で来ているティファにはメールの相手などどうでもいいことらしい。

「あのー……」

　会話の途と切ぎれた間を狙ねらってさっきのウェイトレスが注文を取りに来た。

「あ、注文ね。あたし新登場のヘルシーランチセット三人前、飲物はアイスティーね」

「ハーブ鶏どり胸むね肉にくの蒸むし焼きとペペロンチーノ」

　レストランではないのだが、かなり本ほん格かく的てきな料理を出すので人気がある。トーヤ達も、ここに来たのは一度や二度ではないのだ。

　にこやかに早口で復唱するウェイトレスを上目づかいに眺ながめる。

（彼女がそうでも、別に意外じゃねーよな……）

　ぼんやりとそんなことを考える。

「……なにやらしい目で見てんのよ」

　ウェイトレスがいなくなった後、ティファが険けんのある声で呟つぶやく。

「ふーん、トーヤってあーゆー娘コもアリなんだ。あたしん家ちの隣となりのエリーさんとか、角のペットショップの店長とか、年上が好きなんだと思ってたんだけど」

「なんの話だっ!?」

「共通点を挙げるとすると、みんな細身ってとこね。そっか、スレンダーなほうがいい、と。はいはい、よーくわかりました」

　あながち間違った指し摘てきでもなかったが、根本的なところで誤解されているようだった。

「オレは単に彼女が例の相手かと思ってただけだぜ？」

「そうかしら。それだけならあんなにじろじろ見る必要ないじゃない」

「じろじろって──あ、あれは顔がよく見えなかったから。ほら」

　眼鏡めがねを下にずらし、レンズ越ごしでない目でティファを見る。視し力りよく４・５の彼女はこちらの瞳どう孔こうの微び妙みような動きまで見えているのだろうが、生あい憎にくトーヤからは彼女の表情さえ見えていない。

「……まあどうでもいいけど……とりあえず彼女でないことは確たしかね」

「なんで？」

「知り合いだもん。ただの学生。あんなまどろっこしいことしないわよ」

「なら最初からそう言えよっ！」

　手に持ったままだったメニューをばん、とテーブルに叩たたきつける。無む駄だな緊きん張ちようによる疲つかれがトゲのある言葉に転化していた。

「聞かなかったじゃない」

「『アレハアナタノトモダチデスカ～？』なんていちいち聞くかっ！」

「そーね、これからは聞いて。いちいち答えたげるから」

　くすくす笑いながら席を立ち、雑ざつ誌しを取りに入り口側へ向かう。

　彼女のペースにはまり込こんでいることに気づき、トーヤは頰ほお杖づえをついて溜ため息いきをつく。落ち着け、と言われたような気がしたのだ。

「…………………………」

　何気なく窓まどの外を見る──色素の薄うすい瞳ひとみには日差しが強すぎた。

　丈たけの短いジャケットの内ポケットからケースを取り出し、眼鏡を度付きのサングラスにかけ換かえる。かけていた眼鏡を丁てい寧ねいにケースに収おさめ、ポケットに戻もどそうとして──

　コトンッ

　手元が狂くるって床ゆかに落とす。

　小さく鼻で息をし、テーブルの下に手を伸のばしてケースを拾い上げる。

「……お？」

　す、と身を起こした瞬しゆん間かん、自然と外に向いた視線に不意に何かが絡からみ付いた。街中で見知らぬ人と目が合った時の気まずさ──感覚としてはそれに近い。普ふ段だんならば気のせいで片かた付づけても構かまわないことだ。ただ、それが自分に向けられたものだとはっきりわかってしまった。今もまだ、視線の主はトーヤに注目している。トーヤが見ているのは一台の赤いスポーツカー、スモークで中は見えないようにされているが、その奥おくにいる彼か彼女か。

（フェアじゃねーな、くそ……）

　あっちからはトーヤが見えているはずだ。ドア越しにしばらく見つめ合い、毒づきながら視線を逸そらした。

「どしたの？」

　ファッション雑誌を持って席に戻もどったティファがトーヤの様子に疑ぎ問もんを漏もらす。

「別に。オレのファンがいただけ」

「あっそ」

　聞き流し、ページをぱらぱらとめくる。手を止めたのはアクセサリー、小物のページ。不思議なことに、服のところはまったく見ないでこういうところだけじっくり見るのだ。服よりそっちに金をかけていながら、なぜか身に着けているところは一度も見たことがない。買った物をどうしているのか訊きいてみたところ、『買ったら着けるのもったいなくなっちゃって』と妙みようなことをのたまった。つまり全部家に置いてあるということだ。

「また買うのか？　使いもしねーのに」

「うーん、どうしようかな……」

　そこに載のっている物なら値ね段だんを見ないで買えるはずだが、そこは選せん択たくの楽しみというやつだろう、真しん剣けんに悩なやんでいる。

　とんとん。

　軽く肩かたを叩たたかれ、トーヤは視線だけを横に移した。

「……なんだ？」

　そこにいた人物は、座っているトーヤと目の高さが同じ、つまり子こ供どもだった。見るからに生意気そうな、だがどこにでもいそうな少年だ。トーヤに用事のありそうな人種ではなさそうなのだが……

「兄ちゃん、トーヤって名前か？」

　声変わりもしてない高い声で、無ぶ遠えん慮りよに聞いてくる。

「ああ、そうだけど？」

「これ。渡わたしたら小こ遣づかいもらえるって」

「は？」

　差し出された封ふう筒とうを受け取る。

「渡したよ」

　どうやら封筒の中身とこの少年は無関係のようだ。少年の頭にあるのは、何者かの用事をこなしたことへの小遣いの要求か。

「そか。サンキュ」

　20ＮＥドル硬こう貨かを投げてやる。宙ちゆうでそれを受け止め去っていこうとする少年に、

「……あ、ちょっと訊きたいんだけどな」

　立ち止まって振ふり向く少年。

「どんな奴やつだった？　こいつ渡せって言ったの」

「え？　知り合いじゃないの？」

「よく知らねーんだ。会ったことないしな」

「ふーん」

　頷うなずき、両の握にぎり拳こぶしを頭の横に当てた。

「ええと、金きん髪ぱつの、ここらへんで髪かみくくったお姉ちゃん」

「姉ちゃんか……こいつよりどうだ？　若わかいか同じか老ふけてるか」

　ティファを親指で指し、尋たずねる。

「うーん……若い……と思うよ。多分。中学生か高校生ぐらいかなぁ」

　唸うなりながらじーっとティファの顔を眺ながめ、自信なげにそう答えた。

　ティファよりは若い──まだ十七、八に見られることもある彼女より若く見えるということは、ほとんど少女なのではないだろうか。やはり掃除人スイーパーと縁えんがあるような人物だとは思えない。

「むぅ……あ、いいぜ行っても」

　軽い足取りで去っていく少年を見送り、封筒を日に透すかしてみる。

「えらく皺しわになってんな……あのガキ……」

　ぶつぶつと呟つぶやく。濡ぬれ衣ぎぬを着せられた少年の姿すがたは既すでにない。

「ヤバい物は入ってなさそうだけど」

　中には封筒より一回り小さい紙が入っているようだ。紙し幣へいか何かだろうか。

　封筒の端はしを破やぶり、中を改める。

　封筒と同じく皺になった紙切れ──一見して航こう空くう券けんだとわかった。最も寄よりのシーク・イミダ国こく際さい空港からイースト・イオニア国際空港まで、ビジネスクラスでの往おう復ふく便。

「……二枚まいあるぜ。オレと……」

「あたしの分……かな？」

「ダンの分か」

「なんでっ!?」

「冗じよう談だんだよ。……イオニアに来い、ってことなんだろうな、こいつは」

「親切ねぇ、飛行機の予約までしてくれるなんて」

「……てーか、その前におかしいと思えよ」

「思ってるわよ。けど、ただのイタズラでないことははっきりしたわね、これで」

　こんな手の込んだ悪戯いたずらもなかろう。足代は全すべてあちら持ちならば、行っても損そんは無い。行くだけ行ってビジネスとやらの話を聞いて、気が乗らなかったら断ことわればいい。イオニアにはまだ賞金首がごろごろしているだろうし、あっちで稼かせいでくるのも悪くない。

「ますます興きよう味みあるね……オレの勘かんじゃ、デカいぜ、このヤマは」

　掃除人スイーパーにと持ち掛かけられたビジネスなら、当然賞金首が絡からむはずだ。それも、危き険けんも賞金も安くない大物が。だからこそビジネスが関かかわる余よ地ちがある。

　ただ、なぜわざわざ自分なのか──実じつ績せきがあるから、では理由として弱い気もする。まあそれは直ちよく接せつ聞いてみればよかろう。

「……あのさ、ちょっといい？」

「なんだよ」

「その眼鏡めがねで『このヤマはでかいぜ』とか言うとマフィアみたいよ」

　……確たしかに、サングラスに半笑いで今の台詞せりふは客観的にどう見えるか考えるべきだったかもしれない。

「オレの目はデリケートなんだよ」

　強い光を受け続けると気分が悪くなるのだ。ひどい時は数秒ほどブラックアウトしてしまうこともある。昔罹り患かんした病気の後こう遺い症しようだとトーヤは思っているが、もしかしたらそれ以前から目は悪かったのかもしれない。

「んで……オレ達はこの誰だれかさんのお誘さそいに乗る、○マルか×バツか？」

　二枚のチケットを指に挟はさみ、ティファの前にかざす。

「もちろん○マル、でしょ？」

「決まりだな。行くぜ、イオニア」
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　無む味み乾かん燥そうの白い部屋に、心しん拍ぱく計けいの音だけが規き則そく正しく響ひびく。

　──今日は何月何日？

　日付の感覚が薄うすれている。頼たよりは壁かべに掛かけられたカレンダーだけ。

　することも、されることも、いつもと同じ。単調な毎日。

　望めば大たい抵ていのものは与あたえられるし、三食も保ほ証しようされている。ただ生きていく分には整った環かん境きようだといえたが……その代わりに、ここには自由がなかった。

　ベッドに寝ねかされ、いつもの検けん査さと採さい血けつ。少量ずつとはいえ毎日のこと、これまでに何リットル血を抜ぬかれただろうか、と漠ばく然ぜんと思う。

　ここ数日投薬の量が増ふえたのは、先日暴あばれたせいだろう。情じよう緒ちよ不安定だとか、錯さく乱らん状じよう態たいだとか、そういう『いつも通り』から外れたことをしないように。

　女医の気き色しよく悪い猫ねこ撫なで声に素す直なおに応おうじ、腕うでの力を抜く。

『おい、最近妙みような噂うわさが流れてるの知ってるか？』

『噂？』

　雑音ノイズ──外の声がだんだん鮮せん明めいに聞こえてくる。

『ああ。なんでも、例の病気に罹かかった患かん者じやは化け物になるって話だぜ』

『はぁ？　どこの三流誌しの記事だよそりゃ。マンガの読みすぎだっつーの』

　普ふ段だんは聞こえないように──聞かないように常つねに大音量で音楽やテレビを聴きいているのだが、今はそれがない。

（うるさい）

『まぁなぁ。けどよ、単なる与よ太たでもねぇんじゃねぇか？　見ろよこれ、こないだあのガキにいきなりボールペンで刺さされたんだぜ？』

『マジかよ。けどいきなりなんて、お前何か言ったんじゃねーの？』

『何も言ってねぇって。痛いって……クソっ、狂きよう犬けんみてーなガキだぜ』

　何も言っていない？　噓うそだ。今言っている。自じ業ごう自じ得とくだ。

（化け物）

　自分に対して当たり前のように使われる表ひよう現げん。

　こんな『声』が聞こえること自体が、普通の状態ではないのだろうか？

（化け物？）

　化け物だから、こうして生かされているのか？　これからもずっと、そう思われながら生きていかなくちゃならないのか？

（うるさい、うるさい）

『ちょっと！　やめてくださいそんな言い方！　聞こえてたらどうするんですかっ！』

　なおも続く騒そう音おんに、新たな声が混まじる。

『おやおやセンセイ。お早いお着きで』

『まさか。聞こえるはずないでしょう？』

『聞こえなくても！　あなたたちがそう思ってるっていうニュアンスは伝わるんです！　今後二度と、あの子のことそんなふうに言わないでください！』

（うるさい、うるさい、うるさい）

　消毒された皮ひ膚ふに注ちゆう射しや針ばりが刺し込こまれる。小さな注射器に吸すい出されていく血けつ液えき。いつもの単調な作業が、ひどく忌いまわしいものに思えた。『自分』を否ひ定ていされている気がした。

　もう限げん界かいだ。いいかげんにしろ──お前らの実験動物になんかならない！

「……ぅるさい……！」

　採血中の女医の腕を摑つかむ。飛び起きた拍ひよう子しに針が折れた。

「うるさい、うるさい、うるさい、うるさいっ！」

　悲鳴をあげて倒たおれた女医の襟えり首くびを捻ひねる。

　ずっと静かだった部屋でいきなり『うるさい』と喚わめき始めたのだ。尋じん常じようではない様子に何人もの医い師しが部屋に駆かけ込んでくる。

「──くん！　一体どうし──」

　真っ先に駆けつけた主治医を床ゆかに引き摺り倒し、落ちていたペンを拾い上げる。

　意味不明なことを叫さけびながら、尖とがったペン先を──自分の腕に突つき刺した。

　何度も、何度も。真白いシャツが朱あけに染そまり、赤い雫しずくが飛ぶ。

「錯乱してる！　鎮ちん静せい剤ざいを──」

「よせ！　薬で黙だまらせるのは駄だ目めだ！」

　主治医の腕の中で暴れ、疲つかれては大声で下品な言葉を叫び罵ののしる。

　──どれぐらいの時間そうしていただろうか──気がついた時には傷きずは丁てい寧ねいに処しよ置ちされていた。左手には、誰かの温かい手が添そえられている。狂くるったように暴れ、自身を傷つけた手を。

『──ヤ？　トーヤ？』




　最悪の目覚めだった。

　眠ねむりが浅かったせいで夢ゆめを見た。頭にしつこく纏まとわりついてくる眠ねむ気けは抜ぬけておらず、眼鏡めがねの奥おくの双そう眸ぼうを険けわしくしている。

「……おーい、大だい丈じよう夫ぶ？」

　隣となりの席からティファが顔を覗のぞき込んでくる。

「恐こわい夢でも見た？」

「……ガキかよオレは。別にそんなんじゃ……オレ、何か言ってたか？」

「んーん、そうじゃないけど……なんか寝ね顔がおが苦しそうだったから」

　悪あく夢むではない。あれは現げん実じつにあったことだ。あの手の感かん触しよくがまだ残って……

「って、何してんだよっ!?」

　実じつ際さいに自分の手に重ねられていたティファの手を撥はね除のける。

「……悪い夢は人に話すと忘わすれられるんだってさ。あたしでよかったら、聞くよ」

「いや……いい。大したことじゃないから、すぐ忘れるさ」

　泣き言は言いたくなかった。それに、もう自分の中で納なつ得とく済ずみのことだ。忘れる必要もない。

　半分だけ開いた目で飛行機の窓まどの外を見やる。雲一つない快かい晴せいで地上の風景が眼下に広がっている。といっても見えるのは荒こう野やを平らに均ならしただけの更さら地ちがほとんどだが。

　人間が死に瀕ひんした母星に代わる新天地を求めて地球を離はなれてから約一五〇〇年（正せい確かくには一四九三年）、この惑わく星せいにたどり着き『ネオ・アース』と名付けて開かい拓たくを始めてから一〇七八年（この数字は旧きゆう地球で言うところの『西せい暦れき』のようなもので、『到とう星せい新暦』と呼よばれる）、地球生まれの生物は遍あまねくネオ・アース各地に広がった。希望と絶ぜつ望ぼうを抱かかえてひたすら宇う宙ちゆうを進み、僅わずか五〇〇年足らずで母星に酷こく似じした惑星を発見できたことは大変な幸運といえよう。ネオ・アースの人間はその幸運な人間達の子孫ということになる。同じ思いで宇宙に飛び立った他の人間達がどうなったのか、それを確かく認にんする術すべはない。未いまだどこにも到達せず宇宙を飛び続けているかもしれないし、ネオ・アース人と同じようにどこか遠い星で文化圏けんを築きずいているかもしれない。地球がどうなったのかさえ、今のところ確認できてはいない。生きた人間はもうここにしか残っていないのかもしれないのだ。

　生せい存ぞんすることにさえ全人類が努力を強しいられた時代はすぐ終わり、今では人間が地球を離はなれる数十年前──二〇ＸＸ年代と大差ない文明をここに再さい建けんしている。トーヤらネオ・アース人にしてみれば、地球は古い映えい像ぞう記録の中にしか存そん在ざいしない人類発はつ祥しようの地、という以上の意味はない。

　カーテンで日光を遮さえぎり、再ふたたび目を閉とじる。

　あと二時間はこの眠れない時間を過すごさなくてはならないのかと思うとうんざりだった。

「それじゃっ、あたし荷物取ってくるから。トーヤの分も取ってきたげるね」

　寝たり起きたりを繰くり返していたトーヤとは違ちがい、ティファは目覚めすっきりの様子だ。乗り物に乗っていてあれだけぐっすり寝られるという神しん経けいがトーヤには理り解かいできない。

　そして普ふ段だんにも増まして活動的だ。

「いいって、オレも行く」

「まあまあ、目つきの悪い寝不足さんはおとなしくしてなさいって」

　笑う気にもなれない。

　男として悔くやしい時もあるが、どちらがより力仕事に向いているかといえば、それは間違いなく彼女である。単たん純じゆんな筋きん力りよくの時点で、ティファのほうが遥はるかに優すぐれているのだ。一度試ためさせてみたが、アームレスラーと笑いながら互ご角かく以上に戦い、『えい。』などと冗じよう談だんのような声をあげて勝利する。

　腕うでだけではない。全身がそうなのだ。彼女の本気とはどれほどになるのか。

　しかしそれでも、見た目は普通に人目を引く美女なので、彼女一人が荷物を持っていたりなどすると一いつ緒しよにいるトーヤは居い心ごこ地ちが悪い。

「そういうわけにいくか。お前一人に持たせられねーだろ」

「きゃ、嬉うれしっ。気き遣づかってくれてるんだ」

「いや、むしろお前がオレを気遣ってくれ」

　ティファは子こ供どもっぽく小首を傾かしげるが、強きよう硬こうに来なくていいというわけでもなく先行して荷物の搬はん出しゆつ口に向かう。

「……メールの相手が接せつ触しよく取ってくるとしたらここだな」

「男か女か賭かける？　今日の夕食オゴるの」

「ヤだね。お前タダ飯だと底無しに食うし」

「む～」

　即そく答とうするトーヤに口を尖とがらせ、振ふり返った勢いきおいそのままに前方に向き直る。

「あ、来てる来てる」

　メールの相手ではなく自分達の荷物のことだ。巨きよ大だいなジュラルミンケースとスポーツバッグが並ならんでターンテーブルを流れてくる。

「……あれ？　一つ足りない……」

　ちなみに、ジュラルミンケースがティファの、スポーツバッグがトーヤの荷物である。

「おかしいなぁ……？」

　眉まゆ根ねを寄よせて搬出口を覗のぞき込むティファ。

「それは危あぶないと思うぞ」

「だいじょぶだってば」

　いくら待っても目当てのものが出てこない。何かトラブルでもあったのだろうか。

「……係員に聞いてこいよ」

「うん、そうする」

「先に出るからな」

　バッグを肩かたから背せ負おい、出口に歩を進める。

「あれ？　メールの人待たないの？」

「待たない。ここまで呼よびつけといて遅ち刻こくするようなヤツなら用はない」

「短気……」

　呆あきれた口調で呟つぶやくティファ。

（さあ、早く来いよ……出てっちまうぞ、オレ達……）

　誰だれにともなく心中で急せかす。このまま空港から出たら、その後のトーヤ達の行動までは予想できまい。となると尾つ行けるしかないはずだ。それはトーヤとしては気分が悪い。

　出口から吹ふき込んできた強風に闇やみ色いろのコートがばさばさと鳴る。

「こんにちはぁ」

　と、外に出た途と端たん背はい後ごからいきなり声をかけられる。

　振り返るとそこにあったのは心底楽しそうな──というより、それ以外の感かん情じようを知らないかのような笑え顔がお。ぴくりとも動かなかったので置物かと思った。

　適てき当とうな返す言葉もなく、ただそちらに視し線せんをやる。

　つやつやした金きん髪ぱつを二つに分けてピンクのリボンで結んだ、碧へき眼がんの少女だった。明るい色のゆったりしたトレーナーに短いプリーツスカート、無意味に笑顔を垂たれ流していることとなぜか生気が感じられない以外はいたって普通の女の子である。

　航こう空くう券けんを届とどけに来た少年の言葉と合がつ致ちするが、実際会ってもやはり自分に用がありそうには見えない。

「気づかないんじゃないかと思ってたんですけどぉ」

「アディア、もういいわ。ちょっと黙だまって」

「はぁい」

　その後ろから現あらわれた（といっても、突とつ然ぜん現れたのではない。ずっとそこにいたのだがあまりに存そん在ざい感が希き薄はくだったので気に留とまらなかったのだ）女じよ性せいにぴしゃりと言われ、少女はぴたりと黙りこくった。

　こちらは少女と対照的に黒一色。胸むねを強調するレザーベストにタイトパンツ、足を包むブーツまで黒だった。それだけにくすんだ金髪と白い肌はだが目立つ。ティファとはまったく正反対のタイプの美女だ。

「……来てくれたのね。嬉うれしいわ」

　わかりにくいが、一いち応おう笑顔を見せたつもりなのだろう。これほど破は顔がんして笑う姿すがたが想そう像ぞうできないのも珍めずらしい。

「オレを呼んだのはあんたか」

「そうよ」

　溜ため息いきの延えん長ちようのような気の抜けた返事を返す。

「……会ったら一番に言ってやろうと思ってたんだけどよ……」

「何？」

「オレに用があるならコソコソするな。気分悪いんだそういうの」

　女性はくす、と息だけで笑い、右手で左ひだり腕うでを抱だいた。

「ごめんなさい。こっちにも事情があってね」

　言葉少なに謝しや罪ざいし、静かな口調で答える彼女に、トーヤは漠ばく然ぜんと感じた。憎にくんだり嫌けん悪おしたりといった感情を、彼女に対しては抱いだけないだろう、と。

「……で、ビジネスってのは？」

「せっかちね」

「そのためにわざわざ来たんだぜ」

「自じ己こ紹しよう介かいもさせてくれないの？」

「あんたはオレのことを知ってる。なら今度はそっちの番だろ」

「……それもそうね」

　耳の付け根をなぞって髪を除のけ、とろんとした眼まな差ざしで言う。

「……マリアよ。マリア・シェアレイン。こっちはアディア・Ｆθ・ＣＳimprovement。アンドロイドとか機械知性体とか呼ばれるものね」

「マリア……あんど……」

　不思議なことを聞いたような気がして、トーヤは口の中でその言葉を反はん芻すうした。

「……アンドロイドだ？　この──ええと、その子が？」

　人間型アンドロイドの実用はまだ数年先の話だと聞いていたが。とりあえずそれなら生気が感じられなかったのは頷うなずけるが──

「ええ。そうよ」

「聞いたことないけどな、そんな話」

「まだ秘ひ密みつだもの。サイバネックス社から試作品のモニターを兼かねてしばらく預あずかってるのよ。助手も欲ほしかったし……」

「人間にしか見えねーけど」

「ここの一部と皮ひ膚ふだけよ、人間なのは」

　頭を指差して言う彼女の声から一いつ瞬しゆん、もともと乏とぼしかった感情が完全に消える。お、とトーヤが思った次の瞬間には、彼女のトーンは元に戻もどっていた。

「……人間とは、比くらべられない」

「……で、マリア・シェアレイン……てのは、冗じよう談だんか偶ぐう然ぜんか？」

「どっちでもないわ」

「死んだって話なんだがな」

　トーヤの知っているマリア・シェアレインという人物は、『生け捕どりに限かぎり』２００万ＮＥドルの賞金をかけられた大泥どろ棒ぼうだったが、約一年前に交通事じ故こで死し亡ぼうしたはずだ。死体に不自然な点はなかったし、確認した者も多かろう。それで死を疑うたがうほうが難むずかしい。実際、それ以来マリア・シェアレインは確たしかに姿すがたを消している。

「今までに三度は死んだことになっているわよ。そのたび復ふつ活かつだの不死身だのって騒さわぎ立てて……」

「今度もそうだってのか？」

「そういうことになるわね」

　にわかには信じにくい話だ。死んだ者の名を騙かたって、この女は何をしようというのだろうか？

「ま、疑っても結けつ構こう……わたしが何者でも、ビジネスの話が消えてなくなるわけじゃないしね」

「そう、それだ……あんたが本当にマリア・シェアレインなら、あんたの言うビジネスってのは泥棒のことじゃねーのか？　これでもまっとうに掃除人スイーパーやってんだ、犯はん罪ざいに荷か担たんしろって話なら聞けねーぜ」

「ご心配なく、れっきとした掃そう除じの仕事よ。ある賞金首を標的にした、ね」

　髪をかき上げる仕草がはまっている。自分を美しく見せる方法を熟じゆく知ちしているといった感じだ。

「トーヤっ、お待たせっ」

「おおっ！」

　肩かたにのしかかってきた重みに、トーヤは危あやうくバランスを崩くずした。

「だからっ、気配消していきなり飛びつくのはやめろっ！」

「だってそーしないとトーヤ避さけるし」

「当たり前だっ！」

　首に巻まきついた腕を乱らん暴ぼうに引き剝はがす。

　ティファはジュラルミンケースに加え、安っぽいエメラルドグリーンの長いバッグを肩かたに提さげている。荷物は無事見つかったらしい。全国的に気候が安定しているネオ・アースでは雪が降ふる場所がごく限かぎられているため、そのスポーツ自体がマイナー化していて需じゆ要ようが少ないが、旧きゆう地球であればスキーケースを連想しただろう。中身はスキー板などよりずっと危き険けんな物だが。

「他の人の荷物と一いつ緒しよに中で引っかかってたみたい」

「あっそ」

「……何、いきなりナンパ？」

　自じ称しようマリアの姿すがたをきっかり二秒観察し、形だけで本ほん質しつ的には笑っていない眼まな差ざしを向けてくる。

「するかっ！」

「トーヤの好きそうなタイプだもんねぇ、なんていうの、セクシー系けい？」

「しつこいっ！」

「……面おも白しろいわね、あなたたち」

「あ、いえそれほどでも……」

「照れるな、嫌いや味みで言われてるんだ」

　ティファの顔面を押おし、横に除どける。

「悪い、こいつはティ……」

「知ってるわ。ティファ・バートランドさんね。マリア・シェアレインよ、よろしく」

「よろしく。ティファでいいよ」

　恐おそるべき力でトーヤの腕うでを締しめつけながら、マリアの手を握にぎり返す。

「私も、マリアでいいわ」

　和なごやかな自じ己こ紹しよう介かいを終えた後、軽く血管の浮うき始めたトーヤの腕を解かい放ほうする。

「それで、差し支つかえなければすぐにでも話をさせてほしいけど……どう？　何か他に用事あるかしら」

「いや、べ……」

「あるよ」

　トーヤの言葉を遮さえぎり言うティファ。

「そう。じゃ一いつ旦たん別れましょ。後でウェインストンホテルに来てくれる？　話はそこで」

「あ、ああ」

「行くわよ、アディア」

　ずっと直立不動だった少女はこくりと頷うなずいてマリアの後をとてとてとついていく。

「……あれ？　マリア・シェアレイン？　あれ？」

　今いま更さらになって首を捻ひねるティファ。

「……死んだんじゃないの？」

「遅おせーよ、気づくの。……で、なんだよ用事って」

「メイフォンさんに挨あい拶さつしとかなきゃまずいでしょ。それに、荷物も置きたいからアジトにも行かなきゃ」

「そうだな。こっち来てなんの連れん絡らくもしなかったらうるせーしな、あの人」

　掃除人スイーパーがあちこちに活動の拠きよ点てんとなる場所を持つのは珍めずらしいことではない。各地を転々とするため決まった住すま居いを持たない者もいるぐらいだ。トーヤも『Ｄ・Ｓ銃じゆう砲ほう店てん』以外に二つ、アジトと呼よべるような場所を作っている。それぞれ信しん頼らいできる人間にいくばくかの維い持じ費ひを払はらって管理してもらい、いつでも使えるようにしてあるのだ。この維持費というやつが実は結けつ構こう馬ば鹿かにならなかったりするのだが、その都度ホテルを使うよりはお得だし、常つねに仕事道具を用意しておけるというメリットを考えれば、高い買い物でもない。

　イオニアのアジトを任まかせているメイフォンという人物は、実は孤こ児じ院いんにいた頃ころ最年長組として年少のトーヤ達の面めん倒どうを見ていた、いわば彼らの姉のような存そん在ざいである。今はこっちで花屋を営いとなんでいる、一児の母だ。

「トーヤが薄はく情じようなのよ。メイフォンさんあれで結構寂さびしがりやなんだから」

「へーへー」

　適てき当とうに頷き、バッグを肩に提さげる。

「それじゃ、タクシー代はジャンケンね。負けたほうが払う、あいこなら割わり勘かん」

　嬉き々きとして拳こぶしを突つき出すティファ。

「ついでだ、晩メシも負けたやつ持ちな」

「上等！　いくよー、ジャーンケーン──」




　　　　＊




　キュッ

　かすかな高い摩ま擦さつ音を鳴らし、フラワーショップ『ブランニュー』前にタクシーが停車した。ドアが開き先に出てきたのは、活発そうな黒くろ髪かみの女のほうだ。

「それじゃっ、支し払はらいよろしくね」

　車内のトーヤに手を振ふって言うと、荷物を提げて軽い足取りで店内に入っていく。

　運転手に紙し幣へいを二枚まい渡わたし、

「つりはいらねっから。ご苦く労ろうさん」

　サングラスを中指でくいと上げ、同じく小さな衣きぬ擦ずれの音を伴ともなって下車する。

「いらっしゃいませー」

　耳ざとく客の気配を感じ取ったか、花の陰かげから真白いエプロンの女じよ性せいが笑え顔がおを覗かせる。メイフォンではない──口に出すとびしびしどつかれるだろうが──メイフォンよりずっと若わかい。トーヤと同じくらいだろうか。

「どんな花をお探さがしですか～？」

　笑顔まで作ってもらって申し訳わけないが、今は花に用はない。

「花じゃなくて店長お探しなんだけど。メイフォンさん、いる？」

　と言ったティファの声を聞きつけ、女性が呼ぶまでもなくナチュラルメイクの女が奥おくから現あらわれる。化け粧しようのおかげで二十代に見えなくもないが、実じつ際さいは──これも言ったら蹴けりが入るだろうが──三十をいくらか過すぎている。

「ん、あんたらか」

　メイフォン・リンは指でトーヤ達を店の奥に招まねくと、

「ユカ、ちょっと店見てな」

「はーい、店長」

　元気な返事を聞き、満足したように頷うなずいてドアをくぐる。

「……娘むすめいたっけ？」

「あ？　バーカ。バイトに決まってるだろ。あたしはそんな年ト齢シじゃないよ」

　座すわって待ってな、と言うとその足で台所に向かう。

「……メイフォンさん、やっぱ嬉うれしそう」

「そぉかぁ？」

　孤児院で一いつ緒しよに過すごしていた頃からこんな感じだったような気がするが、そうでもないのだろうか。ティファは彼女の何を見てそう思ったのか、聞いても多分『なんとなく』などという答えが返ってくるのだろう。

　勝手にソファーに腰こし掛かけ待つこと数分──

　テーブルに二人分の紅こう茶ちやカップが置かれた。長く感じた待ち時間はメイフォンの真心の賜たま物ものだろう。

「随ずい分ぶんと顔を見せなかったじゃないか。ドジって死んだかと思ってたよ」

　伝法な口調とは裏うら腹はらに表ひよう情じようは柔やわらかい。

「しぶとくてね。そう簡かん単たんにゃ死なねーんだ」

「なら時々の連れん絡らくぐらいするんだね。あんたらの仕事場の面めん倒どうも大変なんだからね。それから、家の中ではサングラスは外しな。そのコートも脱ぬげ。見てて暑苦しい」

　１mgの煙草たばこに火を点つける。特別迫はく力りよくがあるわけでもないが、とりあえずサングラスを普ふ通つうの眼鏡めがねに掛け替かえた。コートも脱いで脇わきに置く。

「……こっちで仕事かい？」

　他に考えられないというようにずばりと聞いてくる。

「ああ、まーそんなとこ」

　詳くわしい話はこれからだが。

「……そういや、旦だん那なは？」

「例の如ごとく」

　そっけなく答え、細く煙けむりを吐はき出す。

　フリージャーナリストだというメイフォンの夫は、世界中をあちこち飛び回っていてめったに家にいないという。トーヤも会ったことがないのだ。

「ちったあ家にいてガキの面倒でも見ろっての。ったく、人の腹でガキまで作っといて、男ってのは幾いくつになってもああなのかねぇ？」

　ぞんざいな言い方だが、メイフォンは実はなかなかの親バカだったりする。

「っと、あの馬ば鹿か男のことでグチってもしゃあないね」

　煙草を一息吸すい、ガラスの灰はい皿ざらに灰を落とす。

「あたしが心配するこっちゃないとは思うけど……あんたら、こっちでちょっとデカいヤマ踏ふもうとか考えてんじゃないか？」

　トーヤとティファの顔を交こう互ごに見る。孤児院にいた時そのままの、静かで真まっ直すぐな眼まな差ざしで。

「……まあ、いつもよりはちょっとデカい、かな」

「ちょっと、かい？　ホントに？」

　言い終わると同時に煙草をくわえ、軽く吸ってから灰皿でもみ消す。前ぜん傾けいになったまま静止してティファの顔に視し線せんを固定する。

　凝ぎよう視しされたティファは石に──なったりはもちろんせず、きょとんとして見返すだけ。

「……あんたらって──ほんっとお気楽だね！　見てると心配すんの馬鹿馬鹿しくなってくるよ」

　心底おかしそうに肩かたを震ふるわせ、ふと真しん剣けんな顔になって続ける。

「けど、ね……ここらで今デカい標的っていったら兵器商のギールとかってのとテロ組そ織しきの幹かん部ぶゼム・クライツェンあたりだろうけど……そいつらはヤバい相手だよ。軽い気持ちで手を出そうと思ってるなら、考え直しな。これはあたしからの忠ちゆう告こく」

　忠告されるまでもなく、そう手出しできる標的ではない。賞金はかかっているが、掃除人スイーパーの仕事としては大きすぎるのだ。堅けん実じつに考えるなら、組織関係は避さけて逃とう亡ぼう犯はんをひたすら追いかけるほうがリスクはずっと少ない。

「聞いとくよ。オレだって命は惜おしいし」

「素す直なおだね。ちょっとおとなしくなったんじゃないか？　似に合あわないよ」

「ちぇ、たまに人生の大先せん輩ぱいの話聞いてみりゃそれだもんな。どうしろってんだよ」

「大は余よ計けいだ。……昔っから、あんたが素直な時は悪いもの食べたかとんでもないことやらかす前ぶれだからね」

「そうそう、普ふ段だんヒネクレてるから素直な時って勘かんぐっちゃうよね」

「そういう目でしかオレを見れないお前らのほうがよっぽどヒネてると思うぞ」

　──こうしてひとしきり何気ない会話を続け、カップがほとんど空になる頃ころ、リン家の家庭電話が上品に鳴り響ひびいた。

　２コールでメイフォンが電話を取り、

「はい、フラワーショップ『ブランニュー』で──おう、ユウマ。終わったか？」

　若作りの声から一転、さっきまでと同じ素の口調に戻る。息子むすこかららしい。

「おし、すぐ迎むかえに行くからな。待ってな」

　受話器を置くと、そのまま側そばに置いてあったキーホルダーを取り上げ二つあるキーのうち一つを外しトーヤに放ほうる。

「あんたら、まだアジトに行ってないよな？」

「ああ、これからだけど」

「あたしも一緒に行くよ。ユウマが待ってるし」

「待ってるって──オレ達のアジトにか？」

　今日は学校は半日で終わっているはずだ。家にいないのはどこかに遊びに行っているからだと思っていたのだが。

「あんたらの仕事場の掃そう除じ、誰だれがやってると思ってるんだい？」

「……ガキにやらせてんのかよ!?」

　アジトには銃じゆう火か器きを始めとする危き険けんな物品が保ほ管かんしてある。子こ供どもに任まかせるのは少し軽けい率そつすぎると思うのだが。

「時々ね。最さい低てい限げん必要なことは教えてるし、ただ小こ遣づかいやるってのは良くないからね。何か問題があるかい？　それとも何か、あたしのガキが信用できないってのかい？　そこらのボンクラよりよっぽどしっかりしてるよ」

　身内のひいき目というやつはあるだろうが、彼女がそう言うなら信じてもいいだろう。──妙みようにきれい好きで大人びてると思ったら、そういうことだったのか。

「それっていつから？」

「去年からだよ。欲ほしいものがある、でも小遣いが足りない、なら働け、ってね」

　道理ではある。メイフォンがやっているものと信じて疑うたがわなかったということは、ユウマがよくやっているということだろう。問題さえ起こらなければ、メイフォンでもユウマでも構かまわない。

「……あんたらしいよ」

　肩かたを竦すくめ、トーヤはカップの中の最後の一滴てきをきれいに飲み干ほした。




　　　　＊




「スパイラルメガキーックっ！」

　頑がん丈じようだけがとりえのドアを開けるなり、何かの必殺っぽい技わざ名を叫さけびながら子供が飛び出してくる。

　ぱしっ。

　子供特有の手て加か減げんなしの飛び蹴げりを、横手から無む造ぞう作さに差し出されたティファの手は難なんなく受け止めていた。
















「ふふーん、まだまだね。そんなんじゃあたしどころかお母さんも倒たおせないよっ」

　片かた手てでその少年を逆さかさにぶら下げ、同レベルで勝ち誇ほこるティファ。

「ティファ姉も、まだまだ甘あまいね」

　逆さに吊つられたまま、悪戯いたずらっぽくユウマも笑う。

　宙ちゆう吊づりという極きわめて不利な状じよう態たいにありながら、ユウマは恐おそるべき手段で反はん撃げきしてきた。ほぼ目の前に位置していたティファのスカートの裾すそに手をかけ、一気に引き上げたのだ。

「え？　きゃっ！」

　慌あわてて両手で裾を押おさえ、危あやういところで少年の攻こう撃げきを回かい避ひする。

　こういう命知らずなことをする人間は、この少年以外にはそういないだろう。以前彼女に痴ち漢かん行こう為いを働いた男が、半殺しにされたうえ油ゆ性せいマジックで額ひたいに『この者痴漢につき』と書かれ繁はん華か街がいの街灯に縛しばり付けられていたこともあるのだ。

「トーヤ兄、久ひさしぶりっ！」

　ティファの手から逃のがれたユウマはトーヤに駆かけ寄よると拳こぶしを突つき出してくる。

「聞いたぜ、ここの掃除お前がやってんだってな？」

　差し出された小さな拳にトーヤも拳を合わせる。

「カンシャしなよ。気合入れてんだからな」

　母親の伝法な口調が子供にも継けい承しようされている。さすが親子だ。

「仕事で来たんだろ？　どんな仕事？」

「そいつは職しよく業ぎよう上じようのヒミツってやつだ。終わったら教えてやるよ」

　まだ知らない、などと言うのはなんとなく格かつ好こう悪かったので、そう答える。

「ユウマ、帰るよ。ヤクザ仕事が感う染つるからね」

「うん」

　そんなもん感染るかい、と思いながらユウマの背を押す。

「またな」

「おぅっ！」

　元気に拳を突き出し、メイフォンの車に乗り込こむ。

「カタがついたらまた顔見せな。勝手に帰るんじゃないよ」

　窓まどから身を乗り出して言うと、乱らん暴ぼうなアクセルワークで急発進する。ユウマがシートに激げき突とつしたように見えたが、あの母親にしてあの息子むすこ、慣なれているだろう。

「荷物置いたらすぐ出発だ。……どした？」

「あの…………」

　目が挙動不ふ審しんである。どことなく顔も赤い気がする。

「……見た？」

　スカートの裾を撫なでつけながら、真しん剣けんな眼めで訊きいてくる。返答次し第だいでは殺意の眼まな差ざしに変わりかねない──少し考えた後、

「いや。ちょっと惜おしかったけど」

　そういうところは普通の女なんだな、と思いながら、トーヤは首を横に振ふった。




　　　　＊




　ウェインストンホテルは、イオニアを中心に各地に高級ホテルを展てん開かいする世界随ずい一いちのホテルチェーンである。各国政府の高官にも利用者が多く、そこのスイートルームに宿しゆく泊はくしただけでひとつのステータスになるほどだ。

　そんなところを待ち合わせ場所に指定されると、悪意を感じずにはいられない。いわゆるハイソな空気漂ただよう場所とは無む縁えんの人生だったので、いざ踏ふみ入れるとなると変に緊きん張ちようしてしまうのだ。

「……泥どろ棒ぼうってのはそんなに儲もうかるもんなのかねぇ？」

　こんなホテルに宿泊できるということは、少なくともしっかり金だけは持っていることになる。

「この際さい、転職でもする？　どろぼーに」

　冗じよう談だん混まじりに言うティファの言葉に、一いつ瞬しゆん真剣に考え込んでしまう。そっちのほうが適てき職しよくかもと少し思わないこともない。倫りん理り的な是ぜ非ひはともかくとして。

「……駄だ目めよ。絶ぜつ対たいダメ！」

　自分で言っておいて力いっぱい否ひ定ていする。僅わずかでも黙だまり込んだトーヤに不安になったらしい。

「わあってるよ。掃除人スイーパーやってるほうが性しようにあってるしな」

「とかなんとか言って、彼女に色気で迫せまられたらころっと流されちゃったりして」

「流れねーよっ！」

　ついいつものように叫さけんでから、ここが高級ホテルのロビーだということを思い出し慌てて周囲を見回す。

「……はずかしーなーもう、大声出さないでよ」

「……ほう、無む責せき任にんに良い子ぶるのはこの口か、ん？」

　ティファの頰ほおを摘つまみ、引っ張りながら上下に動かす。

「おお、意外と伸のびるもんだな」

「いひゃいって、ばっ！　もー、肌はだたるんじゃうじゃない」

「たるんだらガキっぽく見られなくなるぜ。よかったなあ」

「老ふけて見られるよりましよっ！」

　声を荒あららげるティファから目線を他に移うつし、口を笑えみの形に歪ゆがめる。

「……さっき誰かさんが言ってましたねぇ、大声がナントカって」

「う～……」

　反はん論ろんの言葉もなく、恨うらめしそうにうめく。

「同類」

　眼鏡めがねのブリッジをくいと持ち上げ、追い打ちをかける。

「……あのあの」

　ひょっこりとそこに現あらわれた金きん髪ぱつに、二人は同時に振り向いた。

　二人の間に流れる空気ぐらいは読めるのか、少女──アディアは少し居い心ごこ地ち悪そうに切り出す。

「マリアさんの部屋に案内しますぅ」

　マリアがこのアンドロイドの何をモニターしているのかは知らないが、とりあえず語ご尾びがいちいち延のびるのは改かい善ぜんしたほうがいいのではないだろうか。

　初対面の時と同じ姿すがたのアディアは、場ば違ちがいという点ではトーヤ達といい勝負だった。三人揃そろうとさらに際きわ立だってくる。

「……ねぇ、ホントにあの子がロボットなの？」

　分けた金髪をぴょこぴょこ揺ゆらしながら歩く少女の後ろをついて行きながら、ティファがトーヤに耳打ちする。実物を見ても実感が湧わかないらしい。

「アンドロイドですぅ」

　振り向き、頰を膨ふくらませて訂てい正せいしてくる。

「あーはいはい、アンドロイドね……」

　適当に返事し、声を抑おさえても無む駄だだと思いティファには普ふ通つうに応おうじる。

「見てもわからんし皮剝はいで確かく認にんしたわけでもねーけどな」

「まーね。あんまり違い和わ感ないし」

「違和感はあるだろ、あの喋しやべりは」

「どっちよ」

「違和感はあるけど気にしないってこと」

「なんですかぁ？」

　エレベーターの前まで来て立ち止まり、エレベーターを呼んでから振り向いて首を傾かしげる。人間らしさが売りなのだろう、こういった細かな仕草は本当に豊ゆたかだ。

「いや、いいんだ。気にせず案内してくれ」

「はぁい」

　素す直なおというより、疑うたがいや疑ぎ問もんを抱いだくこと自体がないのだろう。そう考えると、まだまだ人間にはほど遠い。

「来ましたねぇ」

　製せい作さく者しやの意図か機き能のう上の問題か知らないが、ひたすらのんびりしたこの口調は和なごむより先にストレスが溜たまりそうだ。

「どうぞぉ」

　エレベーターが止まると、アディアが先に乗り込みボタンを押おす。二十八階。ほぼ最上階に近い。

　始動のプレッシャーもなく、エレベーターが静かに動き出す。階かい層そう表ひよう示じを見るとかなりの速度で昇のぼっているようだが、ほとんど気にならない。

　妙みような視し線せんを感じそちらを向くと、ティファが無言でなにやら訴うつたえかけていた。

『…………………………』

　トーヤはこくりと頷うなずくと、人差し指でおもむろにアディアの右頰を突ついた。ほぼ同時に反対側をティファも突いている。

　ぷに。

　人間のそれと変わらぬ普通の弾だん力りよく。

　ぷにぷにぷに……

　何度か押すと、さすがに気になったのかアディアが訊きいてくる。

「……何やってるんですかぁ？」

「本当にロボットなのかなと思って」

「単に触さわってみたかったの」

「アンドロイドですぅ。金きん属ぞくの骨こつ格かくと電でん磁じ筋きん肉にくを、生きた皮ひ膚ふ組そ織しきでコートしてあるんですよぉ。触しよつ感かんは人間のものを忠ちゆう実じつに再さい現げんしてますぅ」

　よどみのない口調で（間延びはしているが）聞いていないことまですらすらと説明する。もしかすると喋りたがりなのかもしれない。

　ピーン

　止まったことにさえ気づかないほど静かに停止し、厚あつい扉とびらが開く。

「着きましたぁ。二十八階ですぅ。どーぞぉ」

　とふとふと絨じゆう毯たんを鳴らし、促うながす。

「……どの部屋だ？」

「この階全部で一部屋ですぅ。マリアさんはシャワー浴びてると思いますからぁ、リビングで待っててくださいぃ」

「全部……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。まさかウェインストンホテルでも最高級のロイヤルスイートルームとは。ＶＩＰ以外が宿しゆく泊はくすることはめったにないという、一泊10万ＮＥドルは当たり前の狂きよう気きの部屋である。もちろん一泊だけという使い方はされないだろうから、総そう費用は数十、場合によっては１００万を超こえることもあるだろう。

「なんつーか……すごいとかどうとかより、正気を疑うな……」

「そお？　あたしは一度は泊とまってみたいな、こーゆーとこ」

　物珍めずらしそうにきょろきょろしながら歩を進める。

「それで、リビングってどこだろ」

「こういうふうに無む駄だにスペース独どく占せんしたがるのが金持ちなんだろうな。くっそ腹はら立たつ～……」

　単なるやっかみでしかないことはわかっているが、高こう価かそうな調度品を見るたびに、気分がささくれ立っていく。会ったら嫌いや味みの一つも言ってやらないと気が済すまない。

「ねー、広い部屋っていっぱいあるけど、どのリビングだと思う？」

　手近の扉とびらを開けて中に入ったティファに呼ばれ、トーヤも続いて中に入った。

「どうでもいいさ。どこも同じに見えるし」

　入った部屋のソファーの中心にどかっと腰こし掛かける。

「……高い金出して借りた部屋で迷まよったら笑えるよな」

　右う往おう左さ往おうするマリアの姿すがたを想そう像ぞうし、独り勝手にウケるトーヤ。

　無意味に部屋をうろついていたアディアは、大きな水すい槽そうの前に椅い子すごと移い動どうしてちょこんとそこに落ち着いた。何をするのかと思えば、水槽の前に頰ほお杖づえを突いて中の熱帯魚をじっと覗のぞき込こんでいる。

（ロボットでもああいうの見て癒いやされたりすんのかな？）

　背せもたれに両りよう肘ひじを載せて背せ筋すじを伸のばしながら、そんなことを考える。脇わきに吊つってある大型拳けん銃じゆうがちらりと見えていることに気づき、自然にコートの襟えりを直す。

「この子たちってぇ、実はペットロボットなんですよぉ。わたしとそっくりさんですぅ」

　唐とう突とつに振り向き、嬉うれしそうに語る。

「あ、でもわたしはアンドロイドですからぁ、似にてるだけなんですぅ」

　自分をアンドロイドだと自覚しているからこそ、他のものと混同されないようこだわるのだろう。自じ己この確かく立りつ──創そう造ぞう主しゆと同じことをしているのだ。

「勝手にルームサービスとか頼たのんでいいかな？」

「お、いいな。やったれやったれ」

　受話器を持って今にもフロントに電話しそうなティファを煽あおる。

「……構かまわないけれど……ビジネスの話が終わってからにしてくれるかしら」

　ばたん、とドアの閉しまる音が奥おくからし、血けつ圧あつの低そうな冷たい声が静かに静止する。

「奥で話しましょ。来て……」

　幽ゆう霊れいのようにゆらりと奥の部屋から顔を出したのは、バスローブ姿のマリアだった。まだ濡ぬれたままの金きん髪ぱつに、丁てい寧ねいにタオルを押おし当てている。

　それを目まの当たりにしたティファからなぜかちりちりと焦こげ付くような敵てき意いのようなものが発されているのを感じ取り、トーヤはすっと立ち上がってティファの視線からマリアを隠かくした。

「アディア」

「はぁい」

　ロボット熱帯魚から目を離はなし、ぱたぱたとマリアの側そばに寄より添そう。

「……どうぞ、座すわって……」

　胸むな元もとを直しながら先に座り、二人に勧すすめる。アディアはその横に直立して、微び動どうだにしない。

「……たいした豪ごう遊ゆうっぷりだな、泥どろ棒ぼうさんよ」

　座るなり長い足を組み、予定通り嫌いや味みの先せん制せいパンチ。

「大仕事の前の休息ってやつよ。これぐらいの遊びは惜おしくないわ」

「へっ、言うねぇ。オレらはここ一泊分の金稼かせぐのに死ぬ思いしてるってのに」

「あら……それなら今日から私と組んで泥棒する？　あなたなら歓かん迎げいするわよ」

　とろんとした眼めで妖よう艶えんに微ほほ笑えむ。

「そういう相談なら、邪じや魔ま者もののいないベッドの中で──うぉっ！」

　びしゅっ！

　一いつ瞬しゆん前まで頭のあった場所に突き出された拳こぶしが、鼻先を掠かすめた。

「……泥棒になるなら、今この場で彼女とセットで掃そう除じしてあげるけど──どうする？」

　殺意の炎ほのおがティファの背はい後ごで闘とう気きのように燃もえ上がっている。いかん、殺される。この女マジだ。

「……ビジネスの話をしようか」

「ええ、そうしましょ」

　落ち着き払はらった声でテーブルの下から大きな茶ちや封ぶう筒とうを取り出し、中から写真二枚と数枚の資し料りようらしき書類を取り出した。

　写真を並ならべ、書類をトーヤに手て渡わたす。

「……単刀直入に言うわ。あなた達の今度の標的、この二人にして欲ほしいの」

「この二人って──」

　知らない顔ではなかった。直ちよく接せつ会ったことはないが、高こう額がく賞金首リストで何度となく見る顔だ。兵器商人ギール・フレイド、そして国こく際さいテロ組そ織しき『ドルイド』リーダー、ゼム・クライツェン。共に『生死を問わずデツド・オア・アライブ』指定。

「まいったね……ビンゴじゃねーか」

「何？」

「いや、こっちの話……ん？　『ドルイド』リーダー……こいつ幹かん部ぶじゃなかったっけか」

「一週間前、内部抗こう争そうでリーダーが死んだのよ……後こう任にんってわけね。賞金も１００万上乗せされてるわ。こっちが最新情じよう報ほう」

　資料のほうはネット公開の情報をそのままプリントアウトしたものだ。目新しい情報はゼムが幹部からリーダーに昇しよう格かくしたことぐらいで、特に珍めずらしいものではない。

「二人は、明後日あさつてからこっちのギールの屋や敷しきにしばらく滞たい在ざいする予定よ。二人合わせて賞金は８５０万以上。どうかしら」

「えらくデカい話を持ってきてくれたな……それで、オレらがこいつらを掃除するとして、あんたのビジネスと何の関かかわりが？」

「明後日の午後、ギールの開発した新兵器が港から運び出されるの。私はそれを盗ぬすみ出して彼の利り益えきを横取りしようと思ってるわけ。売るところを選べばもっと高たか値ねがつくしね。そこで、あなた達には運び出しが終わるまで、万一私の盗みがバレたとしても、それどころじゃない状じよう況きようを作ってほしいのよ」

「……聞いてる限りじゃ、オレ達の身の保ほ障しようが全然無い気がするんだが」

「そうね。なら、こう言えばいいかしら──あなた達はこの二人を掃除する、どうせやるなら明後日にして、私はそのどさくさに紛まぎれて仕事をする、とか」

「おんなじじゃない」

「あら、同じじゃないわよ。やってくれるなら私からも礼金を出すわ。一人当たり１００万、二人で２００万。掃除の成せい否ひにかかわらず、ね」

『！』

「掃除の結果なんて関係ないもの。ただ奴やつらの目から私を隠し、奴らを引っかき回してくれさえすれば、それでいい」

「一人１００万か……てことは、あんたの儲もうけはそれよりずっと大きいってことだよな」

「物が物だから……何も考えずに売っても億近くにはなるでしょうね」

「おく……あ、まあ新兵器だからだと思うけど──大だい丈じよう夫ぶなの？　どんな兵器か知ってるんでしょ？」

「核かくや細さい菌きん兵器の類たぐいでないことは確たしかだと思うけど、詳くわしいことまでは……手に入れてから確かく認にんするつもり」

「いいかげーん」

「時間が無かったのよ……決行前までにはと思ったんだけど、重要機き密みつだからヘタに調べて勘かん付づかれる訳わけにはいかないし。でもとりあえず、あなた達に必要なのはそっちの情報だけのはずよ」

　標的二人の資料を一番後ろに差し替かえると、ほぅ、と感かん嘆たんの笑えみをこぼした。

「……お屋や敷しきの見取り図か。確かにな」

　屋敷への襲しゆう撃げきをかけるなら、前もって間取りを頭に入れておくことが重要なのは言うまでもない。暗殺と大差ないが、侵しん入にゆうから退たい却きやくまでを相手が対たい応おうする間もなく迅じん速そくに終えるのが理想なのだ。生きて戻もどり掃除完かん了りようの報ほう告こくをしなければ、掃除人の仕事は終わらないのだから。

「……どう？　仕事がやりやすいように、最さい大だい限げんの協力をしているつもりだけど」

「……この見取り図は本当に信用できるのか？」

「少し古いものだけれど、今までに大規き模ぼな改かい装そうが行われたという記録はないから、そう間ま違ちがってはいないはずよ。……随ずい分ぶんと疑うたがうのね。私そんなに信用ないかしら」

「死活問題だからな。それに、オレは元々疑り深い性た質ちでね。ここであんたを警けい察さつに引き渡わたして、賞金が支し払はらわれるかどうかってのもさっきから考えてんだよ」

「それは恐こわいわね。……賞金の件けんなら、先にそれは無理だってことを言っておくわ。もう死んだことになってるんだもの、私にかけられた賞金は既すでに失しつ効こうしてるから。警察に引き渡されたら、私は否ひ定ていするわよ。マリア・シェアレインじゃない、って。私がマリア・シェアレインだって証しよう拠こは何もないし」

　しゃあしゃあと言うマリアに、トーヤは思わず絶ぜつ句くした。彼女はマリアを騙かたっているんじゃないかというトーヤの疑いを逆ぎやくに利用したのだ。

「荷が重いならそう言ってくれても構かまわないわよ……もともとは一人でやるつもりだったことだし。過か剰じような期待はできないものね」

　ばんっ！

　写真に叩たたきつけられた手のひらに、マリアはぴくりと肩かたを震ふるわせた。

「……言ってくれるじゃねーか……いいぜ、そこまで言われちゃ引き下がるわけにいかねーからな」

「やっぱりこーなった……」

　獰どう猛もうな笑みを浮うかべるトーヤに、ティファは額ひたいに手を当てて頭かぶりを振ふった。重い溜ため息いき。

　マリアが口の前で手を組んで吐と息いきを漏もらした。目を見れば、笑っているのがわかる。

「交こう渉しよう成立ね」

「ひとつ聞かせろよ」

「なにかしら。……礼金の値ね上あげはしないわよ」

「なんでオレ──オレ達なんだ？　腕うでのいい掃除人スイーパーなら他にいくらでもいるだろ」

　細い指を複ふく雑ざつに組み替えながら、マリアは視し線せんを外して半分だけまぶたを下ろす。

「……確かく保ほした賞金首の数が多いわけでもない、キャリアも浅い……だけど、記録を見て驚おどろいたわ。あなた達の掃そう除じ、高こう額がく賞金首と『生死を問わず』の割わり合あいがあまりにも大きいんだもの。まるで──敢あえて危き険けん度どの大きい掃除を選んでいるような……私の気のせいでないとしたら、それは……なぜかしら？」

『…………………………』

　掃除人の記録は、はったりだけで作れるようなものではない。逆に言えば、そこに残される経けい歴れきは隠かくし様のない実力の証明である。

　ただ、トーヤ達の場合、自身の特とく異いな体たい質しつに因よるところが大きいのは否定できない事実であり、あまり触ふれてほしくないことなのだ。

「……それが理由よ。納なつ得とくしてもらえた？」

　彼女がＩＳＯＮ云うん々ぬんを知っているかどうかはともかく、それだけのことが可か能のうであろう人選をしたと言いたいのだろう。

「それじゃあ……同どう盟めいを組んだってことでお祝いよ。好きなものを頼たのんで頂ちよう戴だい。ご馳ち走そうするわ」

　無言だったのを肯こう定ていと取り、気前良く言う。

　ちくちくと刺ささるティファの視線を受けながら、トーヤは夕食代が浮ういたと気楽に思うのだった。
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「だあぁ～っ！　飲んだ～っ！」

　無む駄だな気合のこもった声で、ガンッ！　と空のグラスがテーブルに叩きつけられた。反動で透すき通った氷の塊かたまりがグラスから飛び出し、床ゆかに落ちて割われる。

「……見事な酔よっ払いぶりだな」

「酔ってな～い！　怒おこってんの！」

　強ごう引いんにトーヤの襟えりを引き寄せ、鼻先で囁ささやく。酒さけ臭くさいが、実じつ際さいにはまだ酔うほど飲んではいない。両者共アルコールには相当強く、めったなことでは酔わないのだ。

「あーんな見え見えの挑ちよう発はつにあっさり乗っちゃってさ、なによ、あのカッコだって思い切り計算じゃない！　やらしーことやらしーこと」

　……まあ多少ご機き嫌げんになってはいるようだが、酔ってはいないのである。

　マリアの部屋で豪ごう勢せいな夕食を堪たん能のうした後、アジトに車を置いて飲みに入ったのがここ。騒そう々ぞうしいうえにガラの悪そうな連中もたむろしているが、とりあえずまだトラブルは種のままおとなしくしているようだ。

「あれこれ言ってたけど、結局自分のことしか考えてないし。すごい性せい格かく悪いわよあれ」

　おつまみの剝むき胡桃くるみを一摑つかみ皿から取り、一口でほおばってぼりぼりと咀そ嚼しやくする。

「お前……なんか荒あれてんな。なんなんだよ一体」

「だって腹はら立たたないの？　あんな自じ己こ中にいいように利用されるなんて！」

「別に……気にしてねーし」

「美人だから許ゆるせるってわけ？　あれほど言ったのに、やっぱり色気に転んだのね。みっともない」

　論ろん点てんが微び妙みようにずれたような気がし、眉まゆ根ねを寄よせて訊きき返す。

「……そっちで怒ってんのか？」

「え……あ、ち、違う違うっ！　性格がよ、性格！」

　ぶんぶん首を振って否定する。

「うっ……」

　頭を振ったせいで気分が悪くなったらしい。

「酔わないからって飲みすぎなんだよまったく……」

　もう小一時間ほどになるが、ティファはかなりのペースでグラスを空けていたような気もする。少なくともトーヤの倍は飲んでいるはずだ。

「言っとくけど、オレは利用されるつもりはねーぜ。彼女も言ってたが、あっちがオレらに合わせて動くんだ。彼女の手のひらで踊おどってるわけじゃない」

　気持ち悪いからかただの沈ちん黙もくか、ティファからの返事はない。

「それに、だ……彼女はまだオレ達を甘あまく見てる。いくら儲もうけが億になろうと、ただの布ふ石せきに２００万はちょい多過ぎる。つまりオレらが死ぬと思ってるんだ。だったら意地でも生きて戻もどって、ついでに掃除も成功させてハナ明かしてやろーじゃねーか」

「……そ、か……それもそーよね。なんか変なものがくっついてるオマケ付き高額賞金の掃除だと思えばいいんだ。うん」

「そういうこと」

　気分は良くなったのか、笑え顔がおで──アルコールのせいでほんのりピンク色だが──ウインクするティファに頷うなずく。

　数億を狙ねらう泥どろ棒ぼうを変なオマケ呼よばわり。本人が聞いたらさすがに怒るだろう。

「……飲み直すか」

「うん、今度はワインがいいな」

　言うティファの足元には、ウイスキーの空ボトルが転がっていた。
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　それより少し前──二人の掃除人スイーパーにほどほどにアルコールが回った頃ころ、店内に長身の男が入ってきた。着き崩くずしたスーツと緩ゆるめたネクタイ、ベージュのコートに薄うすいマフラーをぶら下げた、いたって普ふ通つうの男だ。歳としの頃は二十代半ばから三十前。十人が見れば十人とも仕事帰りのサラリーマンが帰き宅たく前に一いつ杯ぱい飲やりに来たものと答えるだろう。

　手に提さげた異い様ように大きな革かわのケースさえなければ。

　何か楽器でも入っているのだろうか。トロンボーン──いや、それ以上だ。楽器では考えられない。旧きゆう式しきのロケットランチャーほどもあるケースからは、中身が想そう像ぞうできない。

　男はケースをカウンターに立て掛かけると、黙だまってストゥールに座すわる。

「水割り」

　これ以上ない簡かん潔けつさで注文を済すませ、煙草たばこをくわえて火を点つけた。バーテンが気を利きかせてクリスタルの灰はい皿ざらを置く。一いち見げんではないらしいことは少し注意して見ればわかる。

　目の前に置かれたグラスにもすぐには口をつけず、黙もく々もくと煙草を吸すい続ける。時折睨にらむようにグラスの中の氷に注目していたりするが、その真意は摑めない。敢あえて話しかけるような者もいないようだ。

　やがて、煙草を灰皿に押おし付けると、初めてグラスの液えき体たいを口にする。一口が大きい。半分以上中身を減げんじたグラスをテーブルに戻すとまた煙草に火を点ける。雰ふん囲い気きに従したがって酒を頼たのんでいるだけで、楽しんで飲んでいるようには見えない。

　ある種近寄り難がたい空気を発している彼の周りには、誰だれも座らない。話し相手が欲しそうな女さえも、声を掛けるのを躊躇ためらっているようだ。

「おい」

　またしばらく煙草だけを味わっていたかと思うと、唐とう突とつに男が口を開く。意外なことだったようで、バーテンはマニュアルも忘わすれて慌あわてて応おう対たいに当たる。店に来るようになって以来『水割り』『同じのを』以外ろくに喋しやべりもしない客だったのだから無理もないが。

「カウンターの奥おくに伏ふせていろ。他の奴やつにも伝えてやれ」

「は？」

「早いほうがいい」

　繰くり返すつもりはないらしい。独り言のように呟つぶやくとまた沈黙してしまう。

「あ、あの、どういう──」

　店のドアが破やぶられ、銃じゆうを持った男達がなだれ込こんできたのは、そのときだった。




　物ぶつ騒そうな音とともに入ってきた男達を見た瞬しゆん間かん、トーヤは反はん射しや的にテーブルの端はしを叩たたいてテーブルを倒たおし、その陰かげに伏せた。

　ドンドンドンドンドンドンドンドン！

　警けい告こくもなく、男達はいきなり店内で銃を乱らん射しやする。銃声に混まじり悲鳴や絶ぜつ叫きようが店内にこだまする。

「なんなんだよ一体っ！　おいティファ、あれ知り合いか!?」

「そんなわけないでしょ！　あ、もう少しそっち行って。あたし背せ中なか出ちゃってる」

「行けるかっ！　こっちも一杯一杯なんだよ！」

　ワインボトル片かた手てに無む茶ちやを言うティファに怒ど鳴なり返す。

「誰か知らねーけど、正当防ぼう衛えいだ、全員ぶっ潰つぶす！」

　銃を抜ぬき飛び出すタイミングを計る。相手は五人、トーヤの早撃ちクイツクシヨツトなら一瞬で片が付く数だ。

　銃じゆう撃げきが収おさまると、男達は惨さん状じようを呈ていする店内にずかずかと踏ふみ入ってくる。賞金の有う無むに関係なく、今なら現げん行こう犯はんで捕つかまえられる。善ぜん意いの掃そう除じになってしまうが構わない。これは商売度ど外がい視しの人間的な問題である。

　男達は変わらぬ姿し勢せいで座る男の周りを囲み、銃を突きつけている。そこだけが惨状と隔かく絶ぜつされているようにしんと静まり返っている。

「こんなところに隠かくれてたのかよ、ええ？」

「やっぱりよぉ、逃にげられちゃ困こまるんだとよ、うちのボスは」

　完全に囲まれていながら、スーツの男は動じるそぶりさえ見せない。傍かたわらの巨きよ大だいなケースの取っ手をいじりながら、落ち着き払って煙草をくわえている。

「正式に辞やめる旨むねを伝えたはずだが」

　低く鋭するどい声で答える男。

「はいそうですかって辞めさせるわけにゃいかねぇんだよ。わかってんだろ？」

「ボスはまだあんたの力が必要なんだとよ」

「今なら水に流すって言ってる。組そ織しきに戻もどってこねぇか？」

　ここで男達が求める答えはひとつだ。ここまでやっている以上、応じなければ次の行動は目に見えている。

「哀あわれだな」

「あん？」

「お前達は貧びん乏ぼうクジを引いた。俺おれを連れ戻すことも殺すこともできなければ、制せい裁さいを受ける身だ。そして、俺はお前達が喜ぶ回答は用意していない」

　男の余よ裕ゆうに、聞いているトーヤは危あやうさを覚えた。気味が悪いほどの落ち着き様。それが嵐あらしの前の静けさのように思えるのだ。

「おいおい、こいつが見えてねぇのか？　考え直せよ、なあ。俺達もあんたのことは惜おしいと思ってるんだぜ？」

　唇くちびるピアスの男がカウンターに肘ひじをつき自分の銃を示しめす。

「何度も言わせるな」

　一度煙けむりを吐はき出し、煙草をくわえ直して火勢を強める。

「そうかい。最後のチャ──」

　にやにや笑う唇ピアスのまぶたに、男はいきなり煙草の先せん端たんを押おし付けた。

「あぎゃっ!?」

　悲鳴をあげる唇ピアス。容よう赦しやなく突つきつけられた指が、まぶたに深くめり込んでいる。

　突とつ然ぜんのことで何をされたのか唇ピアスが理り解かいする前に、男はケースの取っ手を摑つかみ無む雑ぞう作さに腕うでを振ふった。

　ごぐっ。

　相当重量があるはずの大きなケースを、座すわったまま──つまり腕の力だけで軽々と振り回したのだ。

　目にも留とまらぬ速度で迫せまったケースに側頭部を強打され、左端に立っていた男がもんどりうって倒れる。今の鈍にぶい音は、首が折れた音らしい。

「てめぇっ！」

　あっという間に二人が倒され、残る三人が男に銃を発はつ砲ぽう。

　ばばすっ、ばすっ！

　至し近きん距きよ離りからの弾だん丸がんが、ぐるりと旋せん回かいしてきたケースの中心に当たる。

　タタタッ！

　高速で吐き出された銃声が、男達の手からほとんど同時に銃を弾はじき飛ばした。

「動くな！　今度は銃だけじゃ済すまねーぜっ！」

　テーブルを足で除のけながら、トーヤが前に出る。

「……余計なお世話だったかい？」

「手間は省けた」

　男は淡たん白ぱくに答えると、ケースを開かい封ふうして中に手を突っ込む。

　ごとっ。

　ケースが落ち、中身が露あらわになる。男の手に携たずさえられていたのは、巨大な銃身を持つ見たこともない重量級の大型ライフルだった。

「ひっ……」

　銃口を向けられ怯おびえる男達。撃うつ気の有無に関係なく、こんなものを向けられて冷静ではいられまい。この男なら丸まる腰ごしの相手でも何の躊躇ためらいもなく撃つような気もするが。

「俺はお前達のことを惜しいとは思わない」

　やっぱり。殺す気だ。止めるべきだろうか。

「……余計ついでに言うけど、弾たまの無む駄だだと思うぜ。これ以上は正当防衛も成り立ちにくいだろーし」

　そんなことを気にする人種でもないだろうが、これ以上の殺しは無意味だということぐらいプロならばわきまえるだろう。

　十数キロはあるであろうライフルをゆっくり下ろし、男達を睨にらみつける。

「次は殺す」

　直ちよく接せつ的な強きよう制せい力を持つわけでもない一言だが、機き嫌げんを損そこねた瞬しゆん間かん無む造ぞう作さに形を成す殺気に当てられた三人は先を争って出口に向かう。自分達が手を出したのは、人間の姿すがたをした死神だということに今になって気がついたのだ。

　だが、彼らは自分達が予想していたよりもずっと早く不幸に見み舞まわれることになった。

「……次はないわよ。このまま逃にがす理由なんてないもん」

　いつの間にか店の出口に移い動どうしていた人間凶きよう器きの拳こぶしが一瞬ブレたかと思うと、まず先頭にいた無ぶ精しよう髭ひげの男がきりもみしながら元の位置に戻ってきた。原形がわからなくなるほど凸でこ凹ぼこになった顔でびくびくと痙けい攣れんしている。

「ひぇ──」

　仲間に何が起きたのかわからないまま次の男が最後に見た光景は、目の前に迫せまる靴くつ底ぞこだった。折れた前歯が赤い放物線を描えがく。

「うあぁ……」

　ライフルの男とはまた異い質しつな、獰どう猛もうな獣けものと対たい峙じしたような感覚に襲おそわれ、残った男は混こん乱らんする。どっちが安全なのかわからなくなったのだ。

　宙ちゆうを彷徨さまよっていた男の手を、ティファはぎゅっと握にぎり締しめる。

「あれ？」

　美女に手を握られるというのは本来喜ぶべき状じよう況きようなのだろうが、男にはそれがとんでもなく不幸な出来事のように感じられた。

　握られた手が無造作に──しかしものすごい力で捻ひねられたかと思うと、男の身体からだは空中で一回転半して顔面からテーブルに叩たたきつけられた。捻り折られた腕うでを痛いたいと思う間もなく、男は動かなくなった。

「ひでーな、そこまでやるか普ふ通つう」

　手首を鳴らすティファに呆あきれた口調で言う。

「いきなり相手の首折った人もいるんですけど」

　無表情で平然とライフルをケースに納おさめている男に視し線せんを投げる。

「……迷めい惑わくをかけたな」

　カウンターの奥おくで震ふるえているバーテンに札束を投げると、トーヤ達には一いち瞥べつもくれずケースを提さげて店のドアをくぐる。

「……あの人……」

「追いかけるぜ」

「本気でっ!?」

　嫌いやがる気持ちもわからないではない。改めて言われるまでもなく、あれは積極的に関かかわってはいけない種類の人間だ。

「オレは冗じよう談だんも全力で言うタイプだぞ」

「やめといたほうがいいって～……」

　後を追っていくトーヤを止めようとして、ふと思い立ったように財さい布ふを取り出す。

　数枚まいの紙し幣へいを取り出し、律りち儀ぎにカウンターに置いてワインボトルで重しをしておく。

「掃除人スイーパーです。あとの処しよ理りは警けい察さつによろしく」

　目を潰つぶされた男を踏ふんで悶もん絶ぜつさせてから、ティファはトーヤを追った。
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「何か用か？」

　騒さわぎのあった店から２ブロックほど離はなれた並木道で、男は立ち止まり口を開いた。

「……ジョウ・グラース──元ローデリア政せい府ふの特とく殊しゆ部隊員で、除じよ隊たい後はフレイド・カンパニー──いや、『グレイゾーン』お抱かかえの暗殺者。破は壊かい工作と狙そ撃げきのスペシャリスト──だったっけか」

『グレイゾーン』はフレイド・カンパニーを隠かくれ蓑みのにした武ぶ器き密みつ売ばい組そ織しきで、賞金はこちらの頭目としてのギールにかけられている。

　履り歴れき書しよでも読み上げるように並ならべ立てるトーヤ。ここには三人しかいない。誰だれも聞いている者はいないはずだ。

「一年前『グレイゾーン』からも失しつ踪そう。裏で２４０万の値ねがついた賞金首、か……」

　個人や私的組織から賞金がかけられた賞金首ということである。彼の場合生け捕どりには２４０万、死体なら半分の１２０万が『グレイゾーン』から支し払はらわれることになっている。賢かしこい掃除人スイーパーは絶ぜつ対たいに手出ししないだろうが。

「俺の賞金が目当てか……無駄だ。やめておけ」

「違ちがうよ。今んとこあんたの賞金には興きよう味みない……ちょっと聞きたいことがあるだけさ」

　コートから折り畳たたんだ紙切れを取り出し、男──ジョウに放ほうる。

「ちょっと見てくれよ、そいつ」

　警けい戒かいは解とかず、視線だけはこっちに向けたまま拾い上げる。

「あんたに訊きくのが一番かなと思って」
















「…………ギールの屋や敷しきか。よく手に入ったな」

　目を通してすぐに気づいたらしく、煙草たばこに火を点つける手を止めた。

「もらいもんだよ。ま、あんたが見てすぐわかったんなら本物か。とりあえず安心だな」

　彼なら『グレイゾーン』の内部にもいくらかは通じていたはずだ。思っていた通り、屋敷の間取りも知り尽つくしている。組織にしてみれば、敵てきに回したらこれ以上に厄やつ介かいな相手もいない。だから早々に連れ戻もどすか消すかしなくてはならなかったのだ。先ほどの男達も、そういった目的でジョウを追ってきたのだろう。

「ほぼ正せい確かくな見取り図だ。少なくとも俺が雇やとわれていた間はこうだった」

　見取り図を元のように折り直し、トーヤの足元に投げ返す。

「ほ、ほら。もういいでしょ。行こ」

　ティファは前に出てそれを拾うと、トーヤの手を引く。

「ギールを掃そう除じするつもりか」

「そ。『ドルイド』の大たい将しようもセットで。言っとくけどマジだぜ」

「あーもう、余よ計けいなこと言ってないでっ！」

　この男の持つ空気が精せい神しん的に耐たえられないのか、一いつ刻こくも早くここから立ち去ろうと今度はトーヤの襟えり首くびを摑つかんで引っ張ぱり始める。動物並なみに鋭するどい彼女のこと、敵かどうかといった概がい念ねんを超こえた、相対してはいけないものに対しての警戒がそうさせているのだろう。

「なんなら、手伝ってくれてもいいぜ？　味方は多いほうがいいし」

「だっ……なぁにを馬ば鹿かなこと言ってんのよっ！　そんなの駄目に決まってるじゃない！　ううん、それ以前に無理！　無理なのっ！」

　途と端たんに身体からだの前後がぐるりと反転し、襟を支し点てんに激はげしく前後左右上下に揺ゆさぶられる。たっぷり数秒シェイカーの気分を味わい、そろそろ朦もう朧ろうとしてきた意い識しきに身の危き険けんを感じてかすれる声でうめく。

「落ち、っつけっ、冗じようっ、談だんっ、だてっ……」

「……俺は構かまわんが」

　ぴた、とティファの手が止まり、トーヤの頭が惰だ性せいでゆらゆらと回転する。

「……はい？」

　首だけをジョウのほうに向け、間の抜ぬけた声を発するティファ。だらんと前方に垂たれたトーヤの頭はティファの腕の間を抜けて胸むねの中へ。

　ばちんっ！

「どスケベっ！」

　相当に手加減された平手がトーヤの頰ほおに炸さく裂れつした。

「しゃ、洒しや落れにならん……」

「目、覚めた？」

　壁かべに手をついて苦く悶もんするトーヤに、何事も無かったように訊きく。

「アホかっ！　永えい眠みんするとこだったぞ！」

　首をくきっと鳴らし、冷めた目で煙けむりを吐はくジョウに向き直る。

「……構わんって……なんでまた突とつ然ぜん……」

「お前が手伝えと言ったんだろう」

「冗談──っつーか、言ってみただけなんだけど……」

「ギールが掃除されるなら俺にとっても都合がいい。連中の相手もそろそろうんざりしていたところだ」

　どこまで本気なのかわからない口調で淡たん々たんと言う。彼の言ううんざりには殺人行こう為いの是ぜ非ひが含ふくまれていない。ただ同じ作業を繰くり返しているのが面めん倒どうになったという程てい度どの感覚しかないのだ。まあ、そうでなければ殺し屋など務つとまらないだろうが。

「……あんたがいりゃ確かに心強いけどよ」

「ただし、俺おれと組む以上それなりの実力を見せてもらう」

　協力するに値あたいするかどうか、気になるのは当然といえば当然だ。

「理想高そうだな」

「俺を納なつ得とくさせるか、金かだ」

　金で雇うなら実力はいらないということか。となれば、トーヤの答えは一つしかない。

「んじゃ……こいつで証しよう明めいしますか」

　脇わきから大型の銃じゆうを抜き、掲かかげて見せる。

「あんたを雇ってたら俺らの稼かせぎ無くなっちまうからな」

　ハーネスに戻し、ティファを見る。彼はトーヤ達二人と組むのだ。トーヤだけでは意味がないだろう。

「え、えーと、じゃああたしは──」

「お前はいい。手並はさっき見せてもらった」

　あっさり言うジョウに拍ひよう子し抜けし、二人はそっくりな動きで肩かたをコケさせた。

「え……い、いいの？　あんなことで？」

「あれが全力ではないだろう」

「はぁ……」

　見る者が見ればＩＳＯＮだとわかってしまうのだろうか。複ふく雑ざつな思いで返事を返す。

「ならオレは？」

「あの程度なら俺にもできる」

　不公平なものを感じ、憮ぶ然ぜんとして言う。

「わかったよ。じゃあ場所変えようぜ。ここでどかどかぶっ放すわけにゃいかねーし」
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　そこは、アジトから車を飛ばして十分、都市部から少し離はなれた場所にある。

　草木もまばらな、茶色い乾かわいた平へい坦たんな更さら地ち。整地されていながらイオニアの都市計画から見放された、今や持ち主さえ定かではない広いだけの土地だ。

　関係ないが、来た道をそのまま真まっ直すぐ行けば、トーヤ達の先せん祖ぞが初めてネオ・アースに足を下ろした場所がある。そこには、今は完全に機き能のうを停止した母船五隻せきのうち一つの足そく跡せきとネオ・アース記念館、宇う宙ちゆう基き地ちが建てられている。母船は当時ほとんど余よ裕ゆうの残されていなかった先祖によって地上の拠きよ点てん──今のイオニアを創そう建けんするためにほとんど資し材ざいとして解かい体たいされ、記録と僅わずかな部品しか残されていない。他の四隻も、別の場所で同じ運命を辿たどっている。

「ティファ、こいつ頼たのむわ。そうだな……あれ。あの木がいいな」

　車から降おりると、ティファに的紙を貼はられた板と釘くぎを渡わたす。投光器代わりに車のライトは点つけっぱなしにしてある。

「うん、わかった」

　百メートル弱といったところか。ティファはつや消しの黒い棒ぼうを携たずさえてトーヤの指し示しめした木に走っていく。トーヤは見み慣なれているが、尋じん常じようではない速度で。

　木の幹みきに的を当て、板の穴あなに釘を通して指で固定する。

「はっ！」

　かんっ！

　ティファの手が釘から離れた瞬しゆん間かん、黒い棒が一いつ閃せんして寸すん分ぶん狂くるわず釘の頭を打つ。乾かわいた音一つで、釘は太い木の幹に根元まで打ち込こまれていた。

「すごいんだろうけどムダ技わざだよな、あれ……」

　アジトから持参してきた木もく製せいストックのライフルをがちゃつかせながらぼんやりとトーヤは呟つぶやいた。釘ぐらい素す直なおに金づちかそこらの石でも使って打てばいいのだ。

「中心に近かったほうが勝ち。単たん純じゆんだろ？」

　足で地面に線を引きながら言う。敢あえて相手の得意分野で勝負しようというのか。

「子こ供どもの遊びだな」

　ケースから例のライフルを出し、肩かたに担かつぐ。確たしかに、彼にしてみれば百メートルの狙そ撃げきなど児じ戯ぎに等しいだろう。時間帯が深夜近いことなど問題にもするまい。

「まあそうだけど……あれ以上遠くすると確かく認にんすんの面めん倒どうだろ？」

　何の変へん哲てつもない尖とがったライフル弾だんを出し、尖せん端たんで眉まゆを搔かく。むず痒がゆかったのだ。

「お待たせ」

　ジョウが手早く準じゆん備びを整えると、そこにティファが戻ってくる。

「……ねえ、本気でこんなので勝負する気？」

　トーヤの不利を知るティファが心配げに耳打ちしてくる。長い付き合いだが、トーヤが狙撃をするところなど数えるほどしか見たことがない。それさえ、決して一流の腕とは言えなかったはずだ。

「大だい丈じよう夫ぶだって。あ、準備できたんなら先にどーぞ。ウォームアップは──いらねーよな」

「ああ……」

　トーヤの引いた線の前に立ち、相当重いはずのライフルを立ったまま構かまえてスコープを覗のぞき込む。

　じっくり見るのは初めてだが、かなり豪ごう華かな武ぶ器きのようだ。スコープ、レーザーサイトは言うに及およばず、折り畳たたみの二脚きやく、ライフルの銃じゆう口こうの下にもう一つ、ショットガンか何かだろうか──用の大きな銃口が開いている。後付けではない──最初からそうらしい。完全に一体になっているのだ。

　トーヤもかなり銃火器には詳くわしいほうだが、こんな型は見たことがない。いや、あるとしても、この男以外にまともに使える者などそういまい。

「……見たことない銃だな。どこで手に入れたんだ？」

　時計を見ながら、張はり詰つめた空気を発するジョウに問う。

「自分で作った」

　気息を整え、抑よく揚ようの無い声で答え──

　空気までもがその活動を停とめた瞬間、無む造ぞう作さに引き金トリガーを絞しぼった。

　タァン──！

　微び動どうだにせず、ライフルが口こう径けいの大きいライフル弾を吐はき出した。

「……中心だ」

　呟いてライフルを下ろすジョウを見て、ティファが的に目を凝こらす。

「……ど真ん中よ。文もん句くなしに」

「……どうする」

　勝ち目はない、とでも言いたいのだろう。だがトーヤはまったく気にした様子もなく、

「続けるさ。同じ穴あなに通せば文句ないだろ？」

「なっ……」

　ティファが息を飲む。できるはずない。いや、ジョウ自身にさえ難むずかしいだろう。最初に開けた穴と同じ所に当てるなど。

　ライフルに弾たまを込めるトーヤの袖そでを引き、

「自信あるの？　今からでも他のに変えてもらったほうが……」

「信用しろよ」

　横目で見るトーヤの表情には、臆おくする様子などまるでなかった。

「んじゃ、行くか。よく見てろよ」

　自分が引いた線の前にしゃがみこむと、呼気が聞こえるほど大きく深しん呼こ吸きゆうしてライフルを足元に置いた。確かに腰こしを据すえて撃うったほうが多少命中させ易やすくはなるだろうが……

　目を閉とじたトーヤの口元を見て、ティファは唇くちびるに指を当て、あ、と小さく声を発した。あれは──悪どいことを考えている笑えみだ。

「位置について……よーい──」

　場ば違ちがいな単語を呪じゆ文もんのように呟つぶやく。

　ザッ──！

　目を見開くと同時、前方に身を投げ出しトーヤは一気に地を蹴けった。

　自分が定めたはずの距きよ離りを無む視しし、獲え物ものを射しや程ていに捕とらえた獣けもののように一直線に標的に突とつ進しんしていく。的に到達する直前に腰から銃を抜き出し、ジョウの開けた弾だん痕こんに直接銃口を押おし当て、引き金トリガーを引いた。

　タッ、タッ、タッ！

　当然、三発ともジョウの開けた穴を通り抜け、木にめり込んだジョウの弾丸に命中する。

　宣せん言げん通り、同じ穴に通した。腕うで時ど計けいを一いち瞥べつし、満足げな表ひよう情じようで小走りに帰ってくる。

「……どういうつもりだ」

　マイペースに自分の古いライフルを拾い上げて弾を抜くトーヤに、押おし殺した静かな怒ど声せいがかけられる。

「何が？　言った通り同じ場所に当てただけだぜ？」

「当たるに決まっているだろう。ふざけているのか」

「ふざけてなんかいないさ。オレはここから撃てなんて一言も言ってない、だからルール違い反はんじゃないぜ」

　そう、地面に線を引いたのも、狙撃ライフルを用意したのも、全部フェイクだ。そして、ジョウが構えた時の何気ない質しつ問もんも。

「それに、計ってたんだけど、あんたは一発当てるのに十三秒弱かかってんだ。オレはそれより早く三発同じ所にぶち込んだ。精確さも速さもオレの勝ちだろ」

　あの質問は、ジョウが引き金トリガーを引こうとしたまさにその瞬間を狙ねらってされたものだったのだ。たった一言の質問で撃つタイミングを狂くるわされた──それは誰だれより彼本人が自覚しているはずだ。プライドの高い彼なら自分の油ゆ断だんを証しよう明めいするようなことを言げん及きゆうしはしないだろう。

「……これがオレのやり方さ。納なつ得とくしてもらえたかい？」

　不要になったライフルを無造作に助手席に放ほうり込む。目のハンデを無くす意味でも、トーヤがこういうやり方を得手とするのは必然と言えよう。

「あれはただの的だからなんとでも言える。実じつ際さいにはそこまで近づくのは、リスクが大きいだろう」

「まあ、な」

「狙そ撃げきを外さなければいいことだ。リスクも少なくて済すむ」

「百メートルだろうが二百メートルだろうが相手が同じ武ぶ器き持ってたら一いつ緒しよさ。こっちから狙えるところは相手からだって狙えるんだぜ？」

「だから自分の攻こう撃げき距離まで近づくのか」

「ああ。極きよく端たんな話、零ゼロ距離なら絶対外れないしな」

　それは今見た通りである。

「だが、言うほど簡かん単たんではない」

「そうでもないぜ」

「今までもそうしてきたか」

「これからも、さ」

　不ふ敵てきに言ってのけるトーヤ。

　相手の間合いに入ることを恐おそれない胆たん力りよくとそれを裏うら付づける身体能のう力りよく、加えて不利な条じよう件けんさえ味方につけて自ら作り出した好機を確実にものにする勝負強さ。これは実戦にこそ力を発はつ揮きする能力だ。

「そうか……まあいい、それが口だけならお前達が死ぬ、それだけだ」

「ん……てことは？」

「金はいらん。実戦で見せてもらうことにする」

　普ふ段だんの感情のない口調を思えばかなり爽やかに──言うと、手て際ぎわ良くライフルを片かた付づけにかかる。

「よろしくな。ジョウ──でいいか？」

「好きに呼よべ。それで、俺は何をすればいい？」
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　とあるバーで騒さわぎを起こした四人の重じゆう傷しよう者しやと死体一つが警けい察さつ病院に収しゆう容ようされた頃ころ、マリアはホテルを出て港近くの倉庫に来ていた。別段変わったところのない普通の貸かし倉庫で、マリアとアディア以外は誰もいない。

　倉庫内には大型のトレーラーが一台とシートを被かぶせられたヘリが一機だけ。特別大きな倉庫というわけではないが、スペースがかなり余あまっている。入り口近くの開いたスペースに乗ってきた赤のスポーツカーを停とめ、シャッターを閉しめる。

「……嚙かませ犬の準じゆん備びは済すんだわ。今度はこっちの準備よ」

　マグライトの頼たよりない明かりだけでトレーラーの荷台に歩み寄より、ドアを開けた。

　荷台には奥おくのほうにびっしりと木の箱が、手前に数箱の段ボールがガムテープの色で分けて置いてある。

「アディア。これとこれ、一つずつ出してくれる」

「はぁい」

　色いろ違ちがいの段ボールを指で示しめし、荷台から降おりる。入れ替かわりにアディアがぴょこんと飛び乗ると、笑え顔がおには一いつ切さいの曇くもりも見せず中身満まん載さいの段ボール二つを重ねて軽々と持ち上げる。なかなか異い様ような光景だが、マリアは無感動に倉庫の真ん中にテーブルセットのように設せつ置ちされた木箱に座すわり、スタンドライトを点つけてその横に降ろすよう指し示じする。

「落とさないでね。そっと降ろすのよ」

「わかってますぅ」

　両方合わせてマリアの体重の二倍近い重さになるはずのそれを、微み塵じんの苦労もなく降ろすアディア。さらに気を利きかせてマリアに見えやすいよう平積みにする。

「ご苦く労ろうさま」

「いいえぇ。大だい丈じよう夫ぶですぅ」

　ナイフを取り出し、乱らん暴ぼうに刃やいばを突つき入れ開かい封ふうした。半開きになった箱を、アディアが何気ない手つきで開く。

「……なんですかぁ、これ？」

　一いつ般ぱん的な知ち識しきは豊ほう富ふだが、これが何なのか見てわかるほどの専せん門もん知識は持ち合わせていないのだ。

「プラスチック爆ばく弾だんよ」

　バターのように紙に包まれた、手のひらサイズの直方体の塊かたまり。紙に書かれた記号が、それが爆薬であることを示している。

「へえぇ」

　言われても反はん応のうが全然変わらない。彼女が『死』というものを理り解かいしていないからだ。爆発物の性せい質しつは理解するが、それがもたらす死を理解していない。効こう力りよくが発揮されたら死ぬと思うから、爆弾を恐おそれるのだ。死をわかっていない者が爆弾を恐れるわけがない。

　もう片方の箱には、二種類の小箱がびっしり入っている。

「よく見て、一回で覚えなさい。いいわね」

　アディアが返事をするより早く、小箱をワンセット取り開封、中から二種類の電子装そう置ちらしき物を取り出す。会話の流れからいって起爆装置の類たぐいだろう。

　ちゃちなプラモデルを組み立てるように二つの装置を組み合わせ、ドライバーでカバーを外して雷らい管かんを爆薬にセットし装置の中に固定、カバーを閉とじて仕上げにビニールテープでぐるぐると縛しばる。プロにかかったら簡かん単たんに解かい体たいされてしまいそうな粗そ雑ざつな作りだが、それだけに楽に覚え──

「あのぉ～……」

「何！」

　大方予想していたことなのだろう。声を荒あららげるマリア。

「……もう一回お願いしますぅ……」

「……もう一回だけよ！」

　結局、マリアはもう一組作ることになった。一個目よりも丁てい寧ねいに、だが最後のビニールテープはさらに乱雑に。

「覚えたわね！」

「はいぃ」

「じゃあやってみなさい」

「はぁい」

　席を譲ゆずると、軽けい快かいな手つきで組み立て始める。一歩間違えれば倉庫丸ごと跡あと形かたもなく吹ふき飛ばしかねない物体を、玩具おもちやでもいじるように。

　マリアと同じぐらいの時間をかけて、アディアが爆弾を完成させる。嫌いや味みにも、テープの巻まき方だけは定じよう規ぎで測はかったように丁寧だ。

「どうですかぁ？」

「……上出来よ。続けて」

「はいぃ」

　リピート再さい生せいのようにまったく同じ動きを繰くり返す。慣なれて手際が良くなるといったようなことはない。自発的な判はん断だんの必要がない単たん純じゆん作業の場合、工業機械と同じで教えた（プログラムされた）以上のことはできないのだ。

「どっちかの箱の材料がなくなるまで続けて。爆弾のスイッチには絶ぜつ対たいに触さわらないこと、それから、なるべく静かに作業するように」

「わかりましたぁ」

　徹てつ夜や作業になることは気にならないらしい。通つう常じようで四十八時間は連続稼か動どうが可能なのだから、当然だろう。

「……終わったらメールで連れん絡らくして。そうしたら、迎むかえに来るまで休んでていいから」

「はぁい。おやすみなさーい」

　ぱたぱたと手を振ふりマリアを送り出すと、また組み立て作業に没ぼつ頭とうする。

「ふぁ……ん……」

　色っぽく欠伸あくびしながらシャッターを操そう作さして開け、スポーツカーに乗り込こむ。

「……アディア」

　ウインドウから身を乗り出し、再ふたたび少女を呼よぶ。

「……私が出たらすぐシャッターを閉めるのよ」

　告げると、相変わらずの伸のび伸びした返事が返ってくる。

「完成予定時間はイオニア標準時で午前四時十六分ですぅ」

「……そう」

　欠伸に誘さそわれた涙なみだの雫しずくを指で拭ぬぐい、エンジンを始動する。目にも止まらぬ手さばきでギアを空操作してからローに戻もどし、発進。

（往おう路ろは十分五十五秒だったから──）

　復ふく路ろは十分を切ってみよう──何気なくそんなことを考えてみる。

　おとなしそうな風ふう貌ぼうの割わりに、マリアは意外と飛ばし屋だった。
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　日課にしている銃じゆうの手入れを終え、ジョウは腕うで時ど計けいに目をやった。普通なら寝ねに入っている時間だが、どうも目が冴さえて眠ねむくならない。部屋の隅すみの安物のテレビからは、つまらない通つう販はん番組が垂たれ流されている──効こう率りつ良く脂し肪ぼうを燃ねん焼しようさせる（らしい）フィットネス器具で鍛きたえたという男だん優ゆうの腹ふつ筋きんを、派は手でなスーツを着た司会者がグローブで殴なぐりながらわざとらしく驚おどろいてみせる。まったく素人しろうとのパンチだ。あれでは効きくわけがない。

「トーヤ・フェニックス、か……」

　掃除人スイーパー。アパートに送ってもらい別れる瞬しゆん間かんまで、隙すきも手の内もほとんど見せなかった。何ができるともできないとも言わなかった。実力が見えない。

　舌した打うちしてテレビを消し、スプリングの弱ったベッドに座すわる。ぎしりと軋きしむベッド。片手で自分の頭を摑つかみ、力を込める。必要以上に力が入ってしまい、鈍どん痛つうが頭に残った。精せい神しんが高ぶっているらしい。眠れないのはそのせいか。

　うんざりしていた──あの掃除人スイーパーに言ったことは確たしかに本心だ。刺し客かくといっても今日のようにチンピラに毛が生えた程てい度どの連中がほとんどで、怒いかりより虚むなしささえ感じる。くだらない理由で自分の命を狙ねらい、しかも殺すことへの覚かく悟ごができていない者ばかりだった。

　犯はん罪ざい組そ織しきとはいえ、所しよ詮せんはアマチュアの集まりだ。こちらから仕し掛かければ、一人でも組織を壊かい滅めつさせることはできるだろう──今まではそれさえ考えもしなかった。そういう意味では、行動を起こすきっかけになったといえる。トーヤとの出会いが深い眠りについていた死神を揺ゆり動かしたのだ。

　電話を取り、番号をプッシュする。単調な呼び出し音が数度鳴り──

「……俺おれだ……ああ。例の物はまだあるか？……そうか。明日取りに行く。……状じよう況きよう次し第だいだな。ああ、頼たのむ……」

　電話を切り、テーブルに投げる。

　灰はい皿ざらで燻くすぶる煙草たばこをもみ消し、ジョウはシャワーを浴びるべくタオルを手に取った。
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（マリアはコーヒーとアップルパイ、アディアは──ミルクティー。カムフラージュね）

　二人の席に置かれた品を目ざとく分ぶん析せきして、記き憶おくというメモ帳にそう書き留とめる。

「ケーキセット、チーズケーキとシナモンティーね」

　さっきから何度もずり落ちてくる薄うすいブルーの伊だ達て眼鏡めがねを直し、視し界かいの隅に二人を捉とらえたままウェイターに応おうじる。今日は髪かみを下ろしバイカールックで決めている。化け粧しようで少し顔を変えているし、ちょっと見ただけでは初対面時のティファとは結びつかないだろう。

　短気なトーヤに任まかせるよりはいいが、やっぱり尾び行こうは損そんな役回りだと思う。午前中はトーヤと交こう替たいだったが、トーヤはジョウに呼ばれ、午後からはティファ一人でマリアを見み張はっている。どうしようもなく退たい屈くつだ。ホテルで確かく認にんを取ったところ、夜明け前に一度外出したらしいが、それ以い降こう昼をかなり過すぎた今までどこにも出かけていないはずだ。なんとかホテルの入り口が見えるところでずっと待機していたティファは、徒と労ろう感かんからますますマリアへの印象を悪くした。逆さか恨うらみなのだが。

　なぜ彼女を尾行しているのかというと、不明なことがあるからだ。新兵器を盗ぬすみ出す手て筈はずも知らされていないし、何より、彼女は本当にマリアなのか……作戦の開始は明日、前日ともなれば何かしらの行動を起こすはずだ。それを監かん視ししていれば、彼女の目的や素す性じようもはっきりするかもしれない。

　そうしてつかず離はなれず尾行してたどり着いたのがこの喫きつ茶さ店。ティファなら完全に気配を絶たって同じ店内で平然とお茶することなど造ぞう作さもない。

　喫茶店に入ったマリアは、注文もそこそこに持参したノートパソコンをずっといじっている。遠くから盗み見たところ、どうやらフレイド・カンパニーの内部にアクセスしているらしい。じっくり見れば何をしているのかまでわかるだろうが、怪あやしまれては困こまる。情じよう報ほう面での偽ぎ装そう工作でもしているのだろう。周しゆう到とうなことだ。

「お待たせしました、ケーキセットです」

　ウェイターがケーキを運んでくる。丁てい寧ねいにフォークを置き、妙みように爽さわやかな笑え顔がおで、

「ごゆっくりどうぞ」

　離はなれた後もなぜかそのウェイターから視し線せんを感じる。尾行相手には気づかれないが、その外見から注目を浴びやすく、結果的に非ひ常じように動きにくくなる。隠おん密みつ接せつ敵てきは得意だが、そもそも尾行に不向きな体質なのだ。

（いただきまーす）

　無言で手を合わせ、フォークでチーズケーキを切った。

　口に運ぶ前に、目だけ動かしてマリアの挙動を確認する。

　──長期戦になりそうだ。

　もぐもぐと口を動かす。

（あ、おいし）

　隠れた名店を発見。記き憶おくにそう書き留とめ、ティファは監視を続行した。
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　行き交かう車の多い通りの脇わきで、しかも駐ちゆう車しや場じようが小さいという最悪の立地条件も相まって客入りが少ない。閉へい店てんの日は間近だろうと哀あわれむしかない寂さびれたファミレスの隅すみの喫きつ煙えん席せきで、トーヤとジョウが数枚まいの紙し片へんに目を落として話し合っていた。

「俺が覚えているのはこんなところだな」

「いや……充じゆう分ぶんだろこんだけ覚えてられるなら」

　二人が見ているのはギール邸ていの見取り図だ。庭や廊ろう下かのあちこちにペンで×バツ印と放ほう射しや状じようの線が引かれている。監視カメラの位置と監視範はん囲いを表しているらしい。

「ここにいた時に調べた。ギールは信用できなかったからな」

　恐おそろしく抜ぬけ目のない男だ。味方でいるうちはいいが敵てきに回すと恐おそろしい、『グレイゾーン』──ギールが必死になって彼を消そうとしたのも、わかる気がする。

「あんた、もしかして一人でもギールを殺やれるんじゃねーの？」

「……そうだな。お前達が失敗してもギールだけは確実に消してやる。安心しろ」

　掃除人スイーパーに捕つかまるか、死神の機き嫌げんを損そこねた報むくいを受けるか──ギールの末路は決まってしまったようだ。

「できれば殺さずに捕まえたいんだけどな……」

　捕まえた標的から他の犯罪に繫つながる証言が取れた場合、当局の査さ定ていによって賞金が増ふえることがある。『生死を問わず』だからといってむやみに殺すようでは腕の良い掃除人スイーパーとはいえないのだ。

「さて、じゃあ夜にでもちょっと行ってみますか」

　トーヤはアイスティーを飲み干ほすと紙片をまとめて折り畳たたみ、席を立つ。

「どこに行く気だ」

「ちょっと実物を見てこようかと。あんたも来るかい？」

　外から見るだけなら構かまわないだろう。ジョウは黙だまって頷うなずいた。
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　厚あつい倉庫の扉とびらに貼はり付くようにして、ティファは中の様子を窺うかがう。

　人の気配が一つ、かすかに聞こえる足音が二人分。

（ここね……）

　手に持っている紙かみ袋ぶくろを潰つぶさないよう抱かかえ、倉庫の外がい縁えんをぐるりと見て回る。空はかなり暗くなっているが、ティファの眼めはまだ明かりを必要としていない。

　マリアの車がどんどん人気のないところへ向かっていった時は焦あせったが、まだ気づかれた様子はない。尾び行こうに使ったバイクは、他の倉庫の陰かげに隠かくしてある。

　彼女の今日の最終目的地はここだ。そんな気がする。核かく心しんに近づく予感に、ティファの監かん視しにも熱が入る。

（こんな大きな倉庫借り切ってまでやってる準じゆん備びだもんね……）

　頭上の採さい光こう用ようらしき小こ窓まどから正面へ視線を移うつし、構造上のミスか大きく張はり出している壁かべから三角跳とびで桟さんに指先をかける。普ふ通つうなら三角跳びしても届とどく高さではないが、ティファは特とく殊しゆなのだ。紙袋を口にくわえ、懸けん垂すいの要よう領りようで小窓を覗のぞく。

「はえ？」

　暗い。障しよう害がい物ぶつがあるのだ。採光窓の意味なしである。

（ま、いっか……）

　ティファが通る隙すき間まはなんとかありそうだし、向こうから見えないのなら好都合だ。それに、多少音を立てても入り口に近い側にいるマリア達には聞こえないだろう。

　壁のボルトに足を掛かけ、片手を解かい放ほうして取り出したのはビニールテープ。窓の鍵かぎのそばにテープで四角を描えがき、輪の中にもまんべんなく貼り付ける。叩たたかず拳こぶしを瞬しゆん間かん的にぐっと押おし当てることで静かにガラスに罅ひびを入れ、べりべりとテープを剝はがす。割われたガラス片がテープに付いて窓から外れる。空き巣の常じよう套とう手段である。

　窓に開いた穴あなから手を入れ、静かに鍵を外す。

「ん、しょっ、と……」

　きゅるきゅると軋きしむ窓をそっとスライドさせ、するりと上半身を滑すべり込こませる。

（はあぁぁぁぁぁ…………）

　思わず出た溜ため息いき。

　つい口が開き、紙袋が口から離はなれる。

（ああああああっ！）

　ぴっ……！

　重力に従したがおうとする紙袋が落ちるより早く、後を追って疾はしったティファの指が紙袋の端はしを挟はさんで止めた。今度は安あん堵どの溜息をつき、口にくわえ直す。狭せまい隙間に頭から突つっ込んだ格かつ好こうだ。かなり無理な姿し勢せいから身体からだを反転させ、窓を隠しているコンテナの上に登る。

　一息つく間もなく、闇やみから闇に渡わたり歩いてこそこそとマリア達に近づいていく。

　マリアはともかく、一いつ緒しよにいるアディアには注意しなくてはならない。かなり小さな音でも聞きつけるだろうし、動体センサーや温感センサーなどを備そなえていたらいくらティファでもどうしようもない。

（それならもう見つかってる、か。よし、そんな機き能のうはない。うん）

　都合よく決めつけ、二人の姿すがたを見下ろせる作業通路に陣じん取どる。距きよ離りはかなり──ティファの眼めなら全すべての挙動を細かに観察できるほどに──近く、隠れられるだけの遮しや蔽へい物ぶつもある。監視には絶ぜつ好こうのポイントだ。

　マリア、アディア、木箱、車、シートを被かぶされているヘリ、大型のトレーラー。豪ごう華かな準備である。

「……で終わりよ。成功しても失敗しても、最後の夜になるわ」

（最後？）

　イオニアで過すごす最後の夜、ということだろうか。まあ、確かに組そ織しきに喧けん嘩かを売ればしばらくはイオニアにいられなくなるだろうが。ジョウのような特とく殊しゆな例は別として。

「全部リュックに詰つめて、ヘリに積んでおいて」

　トレーラーの助手席から大きなリュックを引っ張り出し、言う。中に詰めるのは、木箱の上にずらりと並ならんだアンテナ付きの箱か。ティファの感性に大きなズレがなければ、あれは恐らく爆ばく弾だんだろう。あんなに沢たく山さん何に使うつもりなのか。

　それを、恐ろしげもなくぽいぽいとリュックに放ほうり込むアディア。マリアはそれを特に注意もせず箱に座り込んで頭こうべを垂たれている。積もり積もった疲ひ労ろうを少しでも吐はき出そうとするように大きく息を吐つく声が、ティファのところまで聞こえてきた。実じつ際さい疲つかれているのだろう。貧ひん血けつ気味だった院長先生の娘むすめさんに雰ふん囲い気きがそっくりで、彼女もあまり健康そうに見えない。

　そのまま寝ねに入ったのかと思うほど微び動どうだにしないマリアの姿をしばらく観察し、ティファは欠伸あくび一つして紙かみ袋ぶくろを開けた。喫きつ茶さ店でテイクアウトしたツナサンドと野菜サンドだ。こういうところは準備がいいと自じ画が自じ賛さんしながら、ツナサンドを開かい封ふうしぱくつく。素す早ばやく咀そ嚼しやくして胃に収おさめ、野菜サンドにとりかかろうとした時、マリアが動いた。

（寂さびしい夕食……）

　がつがつと口に入れ、夕食終しゆう了りよう。

　マリアはのろのろと立ち上がり、トレーラーの荷台を開く。ティファのいる場所からはどう頑がん張ばっても中は見えない。

「見といたほうがいいよね……」

　知らなくていい情じよう報ほうなど何もない。ティファの役目は彼女を監視し、可能な限かぎり情報を集めることだ。

　要注意だと思っていたアディアに気づかれていないなら、思い切って下に下りても大だい丈じよう夫ぶだろう。再ふたたび闇に紛まぎれ、通路の柵さくをくぐって真下のコンテナの上に飛び下りる。猫ねこ科かの動物を思わせる動作には、一いつ切さい無む駄だがない。絶好調に近いコンディションでは、空気までもが味方になっている感覚があるのだ。

　軽く感じる身体からだを翻ひるがえし、コンクリートの床ゆかに着地する。やはり、安定した足場は安心感がある。

（どれどれ……）

　マリアは荷台の中に座りライトの薄うす明あかりだけでパソコンを操そう作さしている。パソコンから延びるケーブルの先には──

「ウソでしょ……!?」

　複ふく雑ざつな電子装そう置ちと、色違いの液えき体たいで満たされた透とう明めいの太い筒つつ。二種類の液を混まぜると爆発する、強力な爆薬──に見える。こういうものはトーヤのほうが詳くわしいのだが、このシチュエーションでまさかかき氷のシロップということはあるまい。

　それがトレーラーに半分以上、数百キロはある。ビル一つを粉々にしてまだ余あまる量だ。

「戦争でも始める気かしら……」

　泥どろ棒ぼう目的にしても、度が過すぎている。兵器一つ盗むのに一体何をどれだけ破は壊かいするつもりなのだろうか。

　ひゅう…………

　唐とう突とつに吹ふきつけてきた冷たい風に首くび筋すじを撫なでられ、身み震ぶるいする。

　トレーラー内のマリアも手を止め、鳥とり肌はだの立った肩かたを撫なでさする。寒気の原げん因いんを探さがして振ふり返る、それをティファはいち早く察知し、さっと物もの陰かげに身を隠かくす。

　しかし──姿は隠せても、どうしても隠せないものもあった。

「っくしゅんっ！」

　あ、と思った時にはもう遅おそい。超ちよう人じん的な身体能のう力りよくがあろうと、突とつ発ぱつ的な生理現げん象しように抗あらがうことはできないのだ。

　がたっ！

　ありえないはずのものを聞き、マリアはパソコンを放り出してトレーラーから飛び出してくる。アンドロイドであるアディアはくしゃみなどしない。マリアでなければ第三者がいるということだ。
















（やっば～……）

　口を押さえてぐるぐると思考を巡めぐらせる。

「アディア！」

　少女を呼よび、自分は四方に銃じゆうを向けて警けい戒かいする。僅わずかでも怪あやしい動きを見せたら乱らん射しやでもしてきそうな気配だ。

（どうする、どうしよどうしよ……）

　ひとつ、猫ねこの鳴き声。──古典的すぎる。却きやつ下か。

　ひとつ、応おう戦せんする。──倒たおしてどーする。却下。

　ひとつ、逃にげる。──いつでもできるので保ほ留りゆう。

　ひとつ、釈しやく明めいする。──下へ手たをすると余計話がこじれそうだが、やり方次し第だいで可。

（よしっ！）

　いきなり撃うたれても困こまるので、とりあえず明るいところで対面したほうがいいだろう。

　たんっ！

　強く地を蹴けり、コンテナに飛び乗る。わざと足音を立ててコンテナの上を助走し、高く遠くへジャンプ。マリアの頭上を越こえ、世界記録を軽く更こう新しんする距きよ離りを跳んで地面に着地した。マリアが銃口を向けるより早くテーブル代わりだった木箱の陰に伏ふせ、叫さけぶ。

「待って！　ストップ！　あたしよあたし！」

　両手を木箱の上から出し、続いて顔、身体を見せる。

「……あなたは……！」

「そう、ティファ！　ほらほら！」

　髪かみを摑つかみ、束ねて頭の横に持っていく。

「……どうしてここにいるの？　どうやって入ったのよ」

　銃を下ろし、顔に手を当てて半眼を隠す。

「えっと……どうやって、は企き業ぎよう秘ひ密みつ……」

「ふざけないで」

「勝手に入っちゃってごめん！　尾つけてたらここに入ってったから……」

　ついでのようにさりげなく暴ばく露ろしてみる。

「……尾けてた？　わたしを？」

　聞き流してはもらえなかったようだ。

「……うん、今日一日……あ、でもね、マリアを信用してないってことじゃないの！　仕事柄がらね、情報とか裏うら付づけを取るとかってとっても重要なことなのよ。それで、一いち応おうあなたのこと調べておいたほうが、って、えと……」

　喋しやべるほど言い訳わけじみてくる。実際言い訳なのだが。

「そう」

　金きん髪ぱつを梳すき、細い吐と息いきを漏もらすマリア。

「……やっぱ、怒おこって、る？」

「……別に……信用される努力をしなかったわたしのせい、そういうことでしょ？」

　銃をしまい、細い肩を撫でる。

「でも……そのトレーラーの中、爆ばく弾だん……だよね。そんなに沢たく山さん、何に使うの？」

「見たの」

「あっちのリュックも、そう？」

「使わないわよ……ただの脅おどし」

「偽にせ物ものなの？」

「わたしは本物志し向こうなのよ。そのほうが説得力があるでしょ？」

　無む茶ちやなこだわりもあったものである。

「そういえば……あなた一人？　彼は？」

「彼？　あ、トーヤ？　トーヤは下準備。確実に掃そう除じを成功させるためにね」

　後半を特に強調する。個人的な対たい抗こう意い識しきもあるのだ。

「まさか……ギールの屋や敷しきに」

「そう言ってたけど？」

　掃除人スイーパーにとっては不思議でもなんでもない常識的なことだが、マリアはさぁっと顔色を変えた。

「……なんてこと……一いつ緒しよに来なさい！　勝手なことされちゃ困るのよ！」

　片手で頭を抱かかえ、慌あわてて車を出す準備を始める。

　初めて動じる姿すがたを見せたマリアに、勝手はお互たがい様じゃない──などと思いながら、ティファはしぶしぶ車に乗り込こんだ。

「ベルト締しめて！　少し飛ばすから！」
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　日が沈しずみ、町が夜の顔を見せ始める頃ころ、イオニアの郊こう外がいに位置するギール邸ていの壁かべの前に二つの黒い影かげが立ち止まった。トーヤとジョウだ。二人とも黒系けいの服に身を包んでいる。ジョウの記き憶おくが確かならここが外がい壁へき近辺を監かん視しするカメラの唯ゆい一いつの死角だ。

「なあ、ジョウ……」

　壁を見上げ、見取り図を取り出してジョウに問いかける。

「なんだ」

「こっちの建物、ちょっと気にならねーか？」

　トーヤが指差したのは、なんの印も書き込まれていない東館であった。ジョウもその中に入ることは許ゆるされなかったという。いわばフレイド・カンパニーのトップシークレット。『グレイゾーン』の関連施し設せつならば、ギールの余よ罪ざいに関係してくるかもしれない。それに興きよう味みがあった。

「……ならんな」

「そう言うなよ。ノリ悪いぜ」

「ノリで無む駄だに危き険けんを冒おかす気はない」

「あっそ……わかった。んじゃオレ一人で行ってくるから」

　つまらなそうに嘆たん息そくし、カギ縄なわを投げて壁に引っ掛かける。

　苦もなくするすると壁を登り、壁の上から屋や敷しき内の様子を窺うかがう。

「ちくしょー、金持ちってのはどいつもこいつも……」

　見取り図から想そう像ぞうした通りの屋敷だが、実じつ際さい侵しん入にゆうしてみるとやはり腹はらが立ってくる。

　広い敷地を、庭と建物で半々に埋うめた屋敷。誰だれが設計したか知らないが、お世辞にも趣しゆ味みがいいとは言えない。良かれと思って金をかけているのだろうが、金を費ついやした分だけクオリティが落ちている珍めずらしい例だ。

「……見み張はりってのはいないもんなのかね」

　表向きはただの住じゆう居きよだ。外から見てわかるほど露ろ骨こつに見張りを立てていたら、『ここには見られてはまずい何かがあります』と言っているようなものだろう。

　登ったのと同じ高さを躊ちゆう躇ちよなく飛び下りる。しなやかな足のバネを使い、着地にもほとんど音を立てない。さくりと芝しばを踏ふむ音だけが鳴る。

　隠かくしカメラの位置に気をつけながら東館の入り口に走る。

（おかしい……人の気配が無さすぎる……）

　眉まゆをひそめる。西館も東館も、二棟とうとも明かりがまったくついておらず、不気味なほどしんとしている。寝ね静しずまるような時間ではないはずだが。

「妙みようだと思わんか？　静かすぎる」

　いつの間にかジョウがついてきていた。やはり彼も興味がないといえば噓うそになるらしい。

「隠れて何かやってるとかか？　大体想像つくけど」

「ああ」

　短く同意して黙だまる。言ってみろということだろう。

「例えば……企き業ぎようとしてはできない研究や製せい造ぞう」

　そのものずばりの施設や設せつ備びがあるかどうかはわからないが、表立ってできない何かがあることは間ま違ちがいないだろう。

「記録に残っちゃ困こまる裏うら取とり引ひき向けってとこかな」

　忍しのび込めそうな場所がないため、仕方なく入り口のドアの前まで近づく。監視カメラの類たぐいがないことを確かく認にんするのも忘わすれない。

　黙って後に続いたジョウもトーヤの動きに従したがう。

「ところで、あんた最近金きん髪ぱつの女に会ってないか？　結けつ構こう美人で、へらへら笑ってるガキ連れてる」

「なんの話だ？」

「いや、ないならいいんだ……聞いてみただけ」

「どう入る」

「しっ、静かに。誰だれか来るぜ……」

　ドアの向こうから、話し合うような声が近づいてくる。

（男が二人……一人一殺）

　手でジョウに合図し、ドアの両側に待ち伏ぶせる。

「……に問題があったようだが」

「許きよ容よう範はん囲いだろう。実戦では……」

　会話が途と切ぎれ、ドアが動いて光の線が細く外に延びる。

　両側に均きん等とうに開いたドアから、同じような白い服の男が並ならんで出てきた。二人はそれぞれ近いほうの男に一歩静かに忍び寄る。

　トーヤは左の男に狙ねらいを定め、足首から抜いたハイパワーのスタンガンを男の首くび筋すじに押おし当てて無造作にスイッチを入れた。じじっ、というかすかな音と共に、男の身体からだが跳はねる。放っておいても気絶するだろうが、念のため軽く跳とんで顔面に回し蹴げりを放つ。

　ベキッ！

　斜ななめ上から打ち下ろすような蹴りをもろに食らい、一直線に芝に叩たたきつけられる男。

　ジョウは右の男の襟えりを逆さか手てで強ごう引いんに引き寄せて腹ふく部ぶに拳こぶしを打ち込む。

「うぇ……!?」

　呻うめき声が腹から飛び出すより早く、ジョウの手は男の喉のどを容よう赦しやなく摑つかんでいた。足を払はらって静かに地に倒たおし──

　ごりっ。

　鈍にぶい音がして、暴あばれていた男の足が動かなくなった。

「……喉を潰つぶしただけだ。死にはしない」

　咎とがめるようなトーヤの視し線せんに無表情で応こたえ、膝ひざに付いた芝を払い落とす。

　倒してから改めて見ると、二人とも青白く不健康そうな顔で、髪かみもぼさぼさに乱みだれて見る者に不ふ潔けつな印象を与あたえている。だが着ている白衣だけは真っ白で小こ奇ぎ麗れいだ。

「……見張りって感じじゃねーな……なんだ、医者か？」

　痛いためつけすぎたかと思いながら、ジョウのほうを見やる。

「……なんなんだろうな、こいつら」

「俺おれに聞くな」

　ぴくりとも動かない男を見下ろし、淡たん白ぱくに答える。

「でもま、ちょうどいっか。使えるぜ、これ」

　男の白衣を脱ぬがせて羽は織おる。サイズは大きめだが、武ぶ装そうを隠かくすにはちょうどいい。ＩＤを白衣の胸むねに付け直して変装完かん了りよう。

　ジョウも白衣に袖そでを通している。こちらはサイズが足りておらず笑いを誘さそう。

　男達を植え込みの陰かげに転がし、堂々と中に入ってドアを閉しめた。

「侵しん入にゆう成功っ、と。……ほんとに誰もいねーな、ここ」

　上の階は真っ暗だった。二階、三階に何かがある可か能のう性せいは低いだろう。となると、重点的に調べたいのは一階だ。或あるいは、あれば地下も。

「そう大きな屋や敷しきでもない。しらみつぶしに回っても構かまわんと思うが」

「それより、人を捜さがしたほうが手間が省けるぜ」

　ノーヒントで捜すのは、時間の無む駄だだ。知っている者に直じかに聞くほうがずっと早い。

「いればな」

「いるさ。まさか今の二人だけってことはないだろ」

　眼鏡めがねのブリッジを上げ、薄うす暗ぐらい廊ろう下かの奥おくを見る。

「それに、後ろ暗いことは……」

　言いかけて、人差し指を口に当てる。小さくもないが、普ふ通つうに話していたら聞き逃のがしていたかもしれない音。

　ジョウは聞いていなかったようだが、トーヤにはそれは──水すい洗せんトイレの音に聞こえた。

　賢かしこいペットでもいない限かぎり、トイレで水を流すのは人間だけだ。

「な？　早さつ速そくチャンス到とう来らいってね」

　人どころか調度品の類たぐいもまったく見当たらないのが気になるが、薄暗く人ひと気けのない廊下を駆かける。トイレから出てきた人ひと影かげに肉にく薄はくし、襟を摑んで力ちから任まかせにトイレの中に引き戻す。

「な……！」

　便べん座ぎに座すわらされた男の額に、有う無むを言わせず素す早ばやく抜いた銃を突つきつける。

　青白い顔に白衣、表で倒した二人と同じような格かつ好こうだ。唐とう突とつに置かれた状じよう況きようが飲み込めたらしく、黙だまって脂あぶら汗あせを流している。

「静かにしろ。おとなしくしていれば危き害がいは加えない」

　声のトーンを落とし、口調も硬こう質しつで事じ務む的なものに変える。

「だ、誰だお前達は!?」

　それには答えず、無言で撃げき鉄てつを起こす。

「ペナルティ１。静かにと言ったはずだが」

「ひっ……」

「尋じん問もんなら早くしろ。人が来ないとも限らん」

　トイレの入り口を後から来たジョウが固める。気配だけでそれを確かく認にんし、男の胸のＩＤカードを取って目を通す。

「クラウド研究員か」

「クロード、だ……」

「どっちでもいい。……ギールがここでやっていることを見せてもらいに来た。アポは取ってないが、構わないな？」

「……こ、こんなことをしてただで済すむと……」

「自分の心配をしたらどうだ？　他の奴やつに訊きいてもいいんだぞ」

　そう言うと、震ふるえながらかくかくと頷うなずく。

「それでいい。案内してもらおうか」

　額ひたいから照しよう準じゆんは外さず、ゆっくりと後こう退たいして廊下に出るよう促うながす。

「前を歩け。できるだけ、自然にな」

　トーヤの演えん技ぎは効こう果か覿てき面めんだったようで、怯おびえきったクロードとやらはトイレから出ると時々トーヤ達のほうを振ふり返りながらゆっくり歩を進め始める。

「……あんたは何の研究を？」

「専せん門もんはバイオダイナミックスだ……目の前に金を積まれて、去年ここに連れてこられた。あれの性能テストに協力してほしいと言われて……」

「あれ？」

「話を聞いた時は嫌けん悪おさえ感じたよ。最初は脅おどされて嫌いや々いややっていた……だが研究が進んで、成果が上がっていくほどに、私はあれにのめりこんでいた」

　饒じよう舌ぜつにはなっているが、トーヤの質しつ問もんに答えようとしているふうには見えない。部外秘ひであろう『あれ』について語れる状況に興こう奮ふんしているだけだろう。

「だから、あれってなんなんだよ」

　つい素すの口調に戻もどって質問を繰くり返す。

「……見たほうが早いだろうが……来るのが少し遅おそかったな。どのみちここにはもう価か値ちのあるものは残ってない」

「どういう意味だ？」

「私達は後あと処しよ理りのためにここに残っているだけだ」

　クロード氏は窓まどのない一室に入ると、トーヤ達のほうを振り返ってから空の移い動どう式書しよ棚だなのロックを外してごろごろとスライドさせる。書棚の後ろには鉄てつ製せいの扉とびらが隠かくされていた。

「……ここから地下に行ける」

「お前も一いつ緒しよに来るんだ」

　促そうとするクロードの襟をジョウが乱らん暴ぼうに摑つかみ、扉の前に立たせる。

「わ、わかった……」

　冗じよう談だんの通じない相手というのはそれとすぐわかるのか、頷く。見た目ほど重くはないようで、片かた手てで扉を開ける。

「さっさと歩けよ」

　銃口でその背を小突くトーヤ。

　押されたクロードは、自発的に目の前のエレベーターらしきドアの横のカードリーダーにＩＤを通し、ロックを解かい除じよする。

　上がってきたエレベーターの隅すみにクロードを押しやり、

「さて……」

　ジョウに銃を預け、太いビニールテープの輪を出す。

　勝手に動き出した狭せまい鉄の箱の中には、生活の気配──人じん臭しゆうとは異ことなる匂においがこもっていた。トーヤの記き憶おくの中でここに最も近い空気を持つ場所は、病院だった。

「この空気には……嫌な思い出しかねーんだよな……」

　うめき、眉み間けんを押さえる。

　ネオ・アースで最大の面積を持つイオニア大陸から、ウィルス性の奇き病びようが突とつ然ぜん発生したのは十年前のこと。人間が住み着くずっと以前からこの惑わく星せいに存そん在ざいしていたらしいウィルスは、宇う宙ちゆうから来た新生命体──人間を宿主に劇げき的な進化を遂とげ、宿主自身に牙きばを剝むき始めた。空気感かん染せんししかも感染力の強い新ウィルスは、その正体が明らかになる頃ころには既すでにネオ・アース全土に拡ひろがっていた。

　人間の内ない臓ぞう、神しん経けいを中心に過か剰じような細胞死アポトーシスを誘ゆう発はつする、ＨＤＤと名付けられたこの病気は、当時死し亡ぼう率りつ１００％。人間の持っていたいかなるワクチン、抗こう生せい物ぶつ質しつも通用せず、ネオ・アース全人口の５％を奪うばう猛もう威いを振ふるった。

　そして発生から二年半後、これに対たい抗こうするワクチンがもう少しで完成するという時、トーヤとティファの二人は運悪くＨＤＤに感染してしまった。ワクチンの完成を待っていては手て遅おくれになってしまう。閉へい鎖さ前の孤こ児じ院いんに残っていた二人を助けようと、院長先生は最後の可か能のう性せいに賭かけた。当時は（現げん在ざいでもそうだが）受けるだけで莫ばく大だいな金がかかり、しかも成功率は五分ぶかそれ以下といわれた新技ぎ術じゆつ、医い療りよう用ナノマシンによるウィルス除じよ去きよ治療を、私し財ざいを擲なげうって二人に受けさせたのだ。

　一か月に亘わたる集中治療の結果、二人は無事ＨＤＤウィルスを身体からだから完全に除去することに成功した。しかし──当時ＨＤＤ対たい策さくに使用されたこのナノマシンは、治療に従じゆう事じした者も予想しなかった副作用を及およぼした。ＨＤＤウィルス除去後、プログラムされていたはずの自じ己こ消化が行われず、緊きん急きゆう投とう与よされた消化剤ざいにもなかなか消化されなかったうえ、まるで宿主を癒いやそうとでもしているように破は壊かいされた神しん経けいを繫つなぎ合わせていったのだ。

　修しゆう復ふくされた神経はいわゆる超ちよう回復により、末まつ端たんから脳のうに至いたるまで以前より強きよう靭じんなものに生まれ変わっていた。神経だけではない、トーヤには僅わずかに、ティファには顕けん著ちよに筋きん肉にく、骨ほねの質の変化が現あらわれたのだ。つまり、常じよう人じんを遥はるかに上回る身体能力を潜せん在ざい的に授さずかったことになる。ナノ技術の黎れい明めい期きのアクシデントによって生まれたともいえる彼らのような人間が彼ら──ナノマシン医療のイニシエート・サバイバーズ・初期生存者オブ・ナノメデイシン、ＩＳＯＮなのだ。

　重じゆう症しようだったトーヤは、治療が完全に終わった後もしばらく外に出してもらえなかった。半年近くも監かん視し付きの無む菌きん室しつに閉とじ込こめられ、検けん査さと検けん診しんを受ける毎日。今でも担たん当とう医い一人一人の顔を鮮せん明めいに覚えている。実験動物と変わらない生活に我が慢まんできなくなり、脱だつ走そうを試みたことまであった。それは難なん病びようからの生せい還かん者しやとして必要なことだったのだと頭では納なつ得とくしているのだが、それで嫌な気分が消えるわけではない。

　エレベーターが止まりドアが開く頃ころには、クロードの顔と腕うではテープでぐるぐる巻まきになっていた。

「……なんか……想そう像ぞうしてたのと違ちがうな」

　工こう房ぼうのような施し設せつをイメージしていたのだが、目に飛び込んできたのは清せい潔けつな匂におい漂ただよう白い廊ろう下かだった。ここなら作業着などより、トーヤ達が着ている真白い白衣のほうがよほど合っている。

「お疲つかれさん」

　スタンガンをクロードの首に当て、気き絶ぜつさせる。

「……武ぶ器きを作っているという感じではないな」

「病院みてーだよな。やっぱ研究施設……か？」

　備そなえ付けのマスクのパッケージを開かい封ふうしながら呟つぶやく。窓がないのは当たり前として、少し先のつき当たりにドアがあるだけの殺風景な廊下だ。

　とりあえず、進めそうなのはそこだけだ。マスクで口を覆おおい、研究員を装よそおって堂々と監視カメラの前を横切る。クロード氏の話からするともう稼か動どうしていないような気もするが。

　静かな廊下を歩み、前に立つと、鉄のドアは自動的にトーヤ達を迎むかえ入れた。

「な……」

　直視するのは多少勇気がいるグロテスクな標本の山に、トーヤは一いつ瞬しゆん目を背そむける。存そん在ざいする意味がよくわからなかった理科室のホルマリン漬づけ、ＨＤＤ末期患かん者じやの内ない臓ぞう、そういったものを思い出させる光景だ。明らかに人間のものでないものも混まじっている。

「一体……何やってたんだよここの連中は……」

　あの研究員が言っていた言葉が頭の中で繰くり返される。──研究──バイオダイナミックス──性能テスト──嫌悪。成果。

　標本の並ぶ通路の向こうに、同じようなドアが見える。

「ただの兵器屋ではなかったということだな」

　臓器の保存された筒つつを元あったところに戻し、ジョウが奥おくのドアに歩く。必要なのは推すい測そくより目で見る事実だと行動で語っていた。

「見れば──わかるんだろ！」

　ジョウを追い越こし、ドアを蹴けり開ける。折れ飛んだ金具が床ゆかで甲かん高だかい音を立て──

　眩まぶしいほどの白く冷たい光に照らされ、それらはそこに並んでいた。

　一瞬白く染そまった視界に目を細め、反動で閉まろうとするドアを押おさえて一歩踏ふみ出す。

　大人が三人は収おさまりそうなガラス製の筒。等間かん隔かくに設置された筒はほとんどが空っぽだったが、数すう基きだけ中身が残っているものがあった。半はん透とう明めいの黄色い液えき体たいに、得体の知れない生物が窮きゆう屈くつそうに浮ういている。少しずつ形けい状じようが異ことなっていたが、ある共通点は見いだせた。どれも肉食の獣けものを人型にしたようなフォルムで、鉄色の爪つめが不必要なまでに発達している。豹ひようか狼おおかみに無理に人間の骨こつ格かくをはめ込んだらこういう姿すがたになるのではないだろうか。何にしても、自然に生まれた生物ではない。

「これがそうかよ……」

　どれも口を酸さん素そマスクで塞ふさがれ、頭には金きん属ぞくのヘッドギアらしきものを被かぶせられている。まだ四し肢しが揃そろっていない個体もあるようだ。それでも、それぞれのモニターはそれが生きているという証あかしを無機質に刻きざんでいる。

「これを……こいつが研究の成果ってワケかよ！」

　猛もう烈れつな嫌けん悪おと、これを造つくった人間への激はげしい憤いきどおり。トーヤは激げつ昂こうし、筒を殴なぐりつける。

　ガシャン！

　脇わきの部屋から出てきた白衣の研究員が、トーヤ達の姿を見て工具箱を落とした。

「な、何だお前達は！」

　そちらを見たトーヤの目つきにただならぬものを感じ、拾った工具をその場に放ほうり出して逃にげようとする男。だがあっさり捕つかまって丈じよう夫ぶなガラスに叩たたきつけられる。

「……全部話せ。こいつらは一体なんなんだ？」

　襟えりを捻ひねる手に力を込めるトーヤ。締しめ上げられる男の足が、僅わずかに床から離れていた。

「あが……はひ……？」

「待ってられる気分じゃねーんだよ……さっさとオレの質しつ問もんに答えろ」

　魔ま法ほうのように手の中に現あらわれた銃じゆうを男の目に押し付ける。

「……秘ひ密みつか。確たしかに黙だまって死ねばあんたの口から秘密が漏もれることはないよな……」

「ま、待っでぐれ……ぅげ……話すがら……」

　返答を待たずまくしたてるトーヤに、男は慌あわててかすれる声で制止した。

「……君は……『ＩＳＯＮ』という言葉を知っているか……」

　咳せき込みながら話し始める。
















「ああ、よく知ってる……」

「あれは、治ち療りように使ったナノマシンの異い常じようによって生まれたと言われている」

「ＨＤＤでぶっ壊こわれた身体からだを、ナノマシンがついでに治しちまった結果だろ」

「そう……あれは予想外の事じ故こだった」

「患者にとっちゃ幸運だったろーけどな」

　自分自身のことを言っているのだ。そのアクシデントがなかったら、末期に近かったトーヤは臓器の不全で結局死んでいただろうから。

「だが、事故から得たものは大きかったよ……ＩＳＯＮという例から、わたし達はナノマシンのもう一つの作用に目を付けた。人体の修しゆう復ふく、そして強化にね」

　男の後ろで規き則そく正しい呼こ吸きゆうをしている怪かい物ぶつに視し線せんを移うつす。

「その強化の結果ってのがこの化け物か」

「宿主の改造に特化したナノマシンは、普ふ通つうの人間には効果が強すぎる。そこで、以前別の研究所で造っていた、遺い伝でん子し操そう作さを施ほどこした素体をベースにしたのがこれだ」

「遺伝子操作、だと？」

「そっちの研究で、素す晴ばらしい能のう力りよくを持った個体が生まれていたらしくてね。確かαアルフアとかいうコードネームで呼ばれていたかな？　オリジナルは逃とう亡ぼうを試みて死んだが、残ったデータから再さい現げんしたコピーはナノマシンと相あい性しようがよかった。残念ながらその能力までは再現できなかったようだが──」

　男の言葉通り、ガラス筒のプレート全すべての頭にα─という記号が書かれている。続きの００から始まる数字の列はその個体を表しているのだろうが、それはどうでもよかった。

　普通の人間であったはずのものを造り変えられ、最初から実験動物として生を受けたオリジナル。その彼か彼女かは、意思を持った人間だったはずだ。だから自由を求めて逃げようとした。死んだのではなく──都合が悪い存そん在ざいになったから、創そう造ぞう主しゆの手によって殺されたのだ。

「……てめえら何様のつもりだ？　ふざけんじゃ、ねーよっ！」

　ばぎっ！

　怒いかりに固められたトーヤの拳こぶしが、男を殴り倒した。

　かつんっ

　男の野や暮ぼったい分ぶ厚あつい眼鏡めがねが顔から飛び、床ゆかで跳はねる。

「おい……！」

「くだらねー人体実験で創造主気取りかよ、ええっ！」

　這はいつくばる男に駆かけ寄より、その顔面を蹴けり上げる。

「やめろ！」

　さらに振ふり上げた腕うでをジョウが摑つかむ。

「放せ！　どうしても許ゆるせねーんだよこんなの！」

　ここにいる元人間達に意思があるとしたら──その気持ちがトーヤには痛いたいほどわかる。境きよう遇ぐうは昔の、身体からだは今のトーヤと似にているから。

　そう、彼らもＩＳＯＮなのだ。その意思とは無関係に戦い、殺すだけのために、より進化させられた哀かなしいＩＳＯＮ。

「ここでそいつを殺しても意味がない！　落ち着け！」

「……くっ……そぉっ！」

　男の胸むな倉ぐらを持ち上げ、髪かみを摑んで顔面をガラスに何度も押し付ける。ガラスの表面に、研究員の鼻から流れた血が伝い落ちた。

「よく見ろ！　これがてめえらが人間をモルモットにしてやったことだ！」

　目を閉とじて静かに浮うくそれと、正面から対面させる。

「……てめーらの神様ごっこに付き合わされる身にもなってみろよ……」

　俯うつむき、押し殺した声で呟つぶやく。男はガラスに貼はり付いたままずるずるとくずおれた。

　口と鼻からぼたぼたと落ちる血を押さえる男を見下ろし、踵きびすを返してジョウに肩かたが触ふれるほど近づく。そして、独ひとり言のように、

「……ぶっ壊してやる」

　ジョウは何も言わなかった。止める気もないようだった。振り返ったトーヤの手には、既すでに銃が握にぎられていた。

　ドンッ！　ドンッ！

　銃声が冷たい壁かべに反はん響きようし、男がへばり付いている筒つつと、その隣となりの筒が粉々に砕くだけ黄色い中身を床にぶちまける。培ばい養よう液えきらしき液体を頭からかぶり、悲鳴を上げる男。有害というわけではないだろうが、気分は良くないだろう。

　一いつ緒しよに、自身の重さでヘッドギアから解かい放ほうされた怪物が湿しめった音を立てて男の上に倒たおれ込み、測定対象を失った機器が警けい告こく音おんを発し始めた。

「ひぃぃっ！」

　怪物は胸に被ひ弾だんしていたが、ガラスと培養液で威い力りよくの落ちた銃弾はあまり効きいていないらしく、うっすらと目を開け始めている。自由を奪うばっていたヘッドギアが外れ、目を覚ましたらしい。

　自分の顔を傷きず付けるのも構かまわず、のろのろとマスクをむしり取る。

　外の空気を音を立てて吸すい込むと、怪物の身体が一回り大きくなったように見えた。唸うなりながら身体の下の男を瞳ひとみのない眼がん球きゆうで一いち瞥べつし、

「う、ぁ……やめ……」

　感情らしい感情も見せず、怪かい物ぶつは声を発した男の顔面と腕を摑み、軽く持ち上げていきなり肩かた口ぐちに食らいついた。鋭するどい牙きばがくい込こみ、白衣がみるみる赤黒く染そまっていく。

「うがっ、ぎゃあぁぁっ！」

　絶ぜつ叫きよう。凄せい惨さんな光景にも眉まゆ一つ動かさず、ジョウも銃を抜いた。

　自らが生み出した怪物に摑まれ暴あばれる男は、ポケットから何かを取り出すとそれを怪物の腕に押し当てる。ぷしゅっ、と抜けた音がし、怪物の動きが一いつ瞬しゆん止まる。

　続けてぷしゅっ、ぷしゅっと打ち込まれる麻ま酔すいに、怪物もさすがに気分を害したらしく、人間のように叫さけんで男を高々と掲かかげる。決して小こ柄がらなほうではない研究員は軽々と投げ飛ばされ、ダイレクトに壁に叩きつけられた。

「げはっ……」

　どこか折れでもしたのだろう、生きてはいるが立ち上がれないようだ。

「ゥ……ルルル……」

　金属のような質感の爪をかちかちと鳴らし、次はトーヤ達のほうを見み据すえる。

「ここに残されているということは……まともな代しろ物ものではないのだろうな」

「あ？」

　冷静に銃を構えるジョウに聞き返す。

「見み境さかいがないらしい」

　躊ちゆう躇ちよも呵か責しやくもなく、ジョウは怪物に発はつ砲ぽうした。

　バスッ！

　急所──少なくとも人間にとっては間ま違ちがいなく──に食らいながらも、怪物は構わず突とつ進しんしてくる。並なみの拳けん銃じゆう弾だんでは表皮を破やぶるのが精せい一いつ杯ぱいということか。

　ドッ、ドッ、ドッ、ドッ！

　続けざまに引き金トリガーを絞しぼるジョウに倣ならい、トーヤも別の銃に持ち替かえて狙ねらいを定めた。

　ドルルルルルルル！

　ジョウに撃うたれ赤く染まった怪物の胸めがけ、フルオートで弾が吐はき出される。普段はフルオートなどめったに使わないのだが、こうでもしないと対たい処しよできそうになかったのだ。

「ガアアアァァァァッ……！」

　至し近きん距きよ離りから一発と外さず撃ち込まれた無数の弾丸に、さすがの怪物も足が止まり仰のけ反ぞる。弾倉マガジンの残弾はみるみる減へっていき──

　ドンッ！

　トーヤの銃が弾切れを告げた瞬間、怪物の後頭部から血が噴ふき出した。ジョウの、怪物の僅わずかに開いた口の中に撃ち込んだ弾が、牙きばを砕き口こう腔こうを貫つらぬいたのだ。

　びしゃり、と嫌いやな音を立てて仰あお向むけに倒れる怪物。

「…………ホント……ムカつくぜ……」

　弾倉マガジンを交こう換かんし、倒れた怪物に銃口を向けたまま吐き捨てる。

　トーヤが許ゆるせなかったのは、命を踏ふみにじり、利用した連中だったはずだ。しかし、今──やむを得なかったとはいえ、一番の被ひ害がい者しやである彼らを殺すことで、結果的にそういう連中を守ることになってしまった。

　姿すがたは変わり果て、人の意い識しきなど持っていない彼らを動かすのは、感情ではない。感情の代わりに刷すり込まれた破は壊かい衝しよう動どうと、そしていずれは、方向を決められた殺人プログラムが全すべてになる。その白紙に近い彼らの心は、何を見ただろうか。獣けものを思わせるあの咆ほう哮こうは、慟どう哭こくのように聞こえなかったか。

「確たしかに、見ていて愉ゆ快かいな気分にはならんな」

　瀕ひん死しの怪物の腕うでがぴくりと動いたのを見て、ジョウがその頭を押おさえつける。即そく死し確かく実じつのはずの一撃を食らいながら、まだ息がある。なんという生命力だ。或あるいは、かすかに残った生きたいと願う意思が、必死に死を否ひ定ていしようとしているのかもしれない。

　だが、彼らを葬ほうむるのは『死神』と呼ばれる男だった。

　鬣たてがみのような頭とう髪はつを摑つかみ、額ひたいに銃口を当て引き金トリガーを引く。

　貫かん通つうしなかった弾丸はそこにあるはずの脳のうを完全に破壊し、返り血がジョウの顔や白衣に大小の赤い点を残す。

「……こいつらがどんなことを考えてるのか、それはわからないけどな……」

　返り血を無む造ぞう作さに白衣の袖そでで拭ぬぐったジョウに、締しめつけられるように収しゆう縮しゆくした喉のどで呟つぶやく。

「こんな姿絶ぜつ対たい望んじゃいない、それだけはわかる……見てらんねーんだよ」

　気持ちがわかるから代だい弁べん者しやを気取る訳わけじゃない。自分が辿たどっていたかもしれないもう一つの未来の姿を、これ以上見たくなかっただけだ。トーヤの心情を汲くみ取れる者がこの場にいるとは思えないし、理り解かいしてもらおうとも思わなかった。

「……待て」

　別の怪物の額に照準するトーヤの銃を、横手から差し出されたジョウの手が押さえた。

「それはここで処しよ分ぶんされるものだ。撃つ必要はない」

　トーヤとジョウの視し線せんがぶつかる。熱くなったトーヤの頭に冷水を浴びせる一言。

「『処分』なんて言い方するなっ……」

「目的を忘わすれるな。俺おれ達が感情に任まかせて破壊したところで、ギールは痛いたくも痒かゆくもないぞ」

　ぎりっと歯を食いしばるトーヤになおも言い募つのる。

「お前もプロなら聞き分けろ。現実的な問題だ。お前の感情は関係ない」

「……わかってる……あいつにもよく言われるんだ、堪こらえ性しようがないって」

　大きく息を吐はき、銃を下ろす。彼の言う通りだ。

「悔くやしいけど、ここでぐずぐずしててもしょうがないか……」

「ああ」

　簡かん潔けつ極きわまりない返事とともに、来た道を引き返す。

「た、頼たのむ……助けて……くれ……」

　切せつ羽ぱ詰つまった呻うめき声に振ふり向くと、壁かべに叩たたきつけられた男が足を庇かばいながら壁を背せに立ち上がっていた。まだ下半身のない怪かい物ぶつが間近にいる。

「……なんだと？」

「早くこいつを殺してくれ……！」

　武ぶ器きは持っていないらしい。そして怪物のほうは腕だけで結構な速さで這はい迫せまっていく。普ふ通つうに走れさえすれば楽に逃にげられるだろうが、足が折れているとなると微び妙みようなところだ。

「……よくそんなことが言えたもんだな？」

　ホルスターに戻もどしかけた銃を持ち上げた。

「やめ……！」

　ガシャァン！

　撃ったのは男ではなく、男に一番近い位置にあるガラス筒とう。溢あふれ出した培ばい養よう液えきが足を滑すべらせ、また男を床ゆかに這わせる。

「……てめーがやったことだ。てめーで始末つけろ」

　マスクを取る怪物を顎あごで示しめす。トーヤ達が射しや殺さつしたのと同じ、完全な形体をした個体だ。

　ウオォォォォォォッ！

　新たに解かい放ほうされた怪物の咆哮を尻しり目めに、トーヤもジョウの後を追って脱だつ出しゆつを開始した。




　　　　＊




　夜の街を赤い車が駆かける。時間帯がそう遅おそくないこともあり車の量も多いが、それさえただの障しよう害がい物ぶつのように間かん隙げきを縫ぬっていく。

　同乗しているティファは、対向車線を走っているような錯さつ覚かくを覚えていた。目ではそんなことはないとわかっているのだが、これだけ車がいる中をこんな馬ば鹿かげたスピードで駆け抜けた経けい験けんなどない。ぼんやりしているように見えて、左に座すわるドライバーは恐おそろしい女だと思った。

「あの、ちょっと……」

「黙だまってて」

　話し掛けるティファを一言のもとに黙らせ、ギアを一速落とす。

　ティファが身構えると、凄すさまじい遠心力で肩がドアに当たる。ほとんど速度を殺さず、最さい小しよう限げんのドリフトで左折したのだ。

　心中で悲鳴を連発しながら、しかしティファに恐きよう怖ふはなかった。恐いのはこの女のほうで、彼女のドライビングは本物だからだ。車を知り尽つくし、その性せい能のうを限界まで引き出している。完かん璧ぺきさゆえの安心感があるのだ。

「……暇ひまそうね」

「そう見える？」

「彼が出入りするとしたらどこか、教えてほしいんだけど」

　長い直線に入り、さらにスピードアップ。シートに押し付けられるティファに続ける。

「そこにコピー入ってるから」

　返事は聞かない。やっぱり自じ己こ中だと思いながら、ダッシュボードを開ける。

「トーヤの頭の中までわかんないわよ」

　ギール邸ていの見取り図を手に反はん論ろんする。

「想そう像ぞうでいいわ。彼と付き合い長いんでしょ？」

　マリアの言い方がいちいちかちんとくるのは、自分が彼女を嫌きらっているからだろうか。それとも彼女に悪意があるからだろうか。

「……えっと……」

　昨日もさんざん見た図に指を這わせる。

「……こっそり入るならここね。入ってしまえば今度は建物の影かげが死角になるし」

　図面を見ただけで推すい測そくできるのは、ある意味才能といえよう。指差した場所はトーヤとジョウが侵しん入にゆうした場所だった。

「入ったとこで待ってれば出てくるわよ多分。何事もなければ、ね」

「そうならいいけれど」

「大だい丈じよう夫ぶよ。騒さわいだら明日の本掃そう除じがやりにくくなるってことぐらいわかるでしょ？」

　既すでに大丈夫ではなくなっていることを、二人はまだ知らない。そして、この時自分が急いで駆けつけても、できることが何もなかったことに、マリアは少し後になってから気づくのだった。




　　　　＊




　侵入した場所に戻り、入った時と同じように壁かべを乗り越こえる。

　壁に背をつき、屋や敷しきの見取り図を取り出してぐしゃりと握にぎり潰つぶす。

　それを合図にしたかのようなタイミングで、地の底から突き上げるような衝しよう撃げきが伝わってくる。研究員に代わってジョウが自じ爆ばく装そう置ちを作動させたのだ。研究所は焼き尽くされ、跡あと形かたも無く破は壊かいされたことだろう。一息ほど遅おくれて屋敷の地上部分が爆発炎えん上じようし、轟ごう音おんを立てて崩くずれ落ちる。

　ギールはここにはおらず、屋敷は引き払はらわれた後だった。ここでの研究も、既に終しゆう了りようして施し設せつの破は棄きが決まっていたのだ。

（『ここには残っていない』とか言ってたな……研究自体は別の場所で継けい続ぞく中ってことか？　くそっ……）

　最初から調べ直しだ。当面の目標であるギールの居い場ば所しよはすぐわかるだろうが……

「……あんなふざけた研究、続けさせるかよ……」

「ギールの行方ゆくえなら、心当たりがある」

　煙草たばこをくわえたジョウが独ひとり言のように呟つぶやく。

「本当か!?」

「新市街のほうに似にたような規き模ぼの別邸がある……十中八九そこだ。それに、そっちにもここと同じように俺の近づけない場所があった」

　それだ。手て掛がかりは消えていなかった。

「……教えてくれ、その場所」

　と、そこへ見覚えのある赤いスポーツカーが走ってきて、眼がん前ぜんで急停止した。

「トーヤ！」

　パワーウインドウの奥おくから出てきたのは、いつもと印象が違うが見間違えようもない、ティファの顔だった。

「な、なんでここに来てんだよ？」

　ジョウの視し線せんに気づき、言う。

「ああ、大丈夫、彼女も味方だ」

　運転席に座ざするもう一人の女を示しめし、後部座席に滑すべり込こむ。

「……誰だれが味方よ」

　珍めずらしく声に険けんがある。かなり不ふ機き嫌げんなようだ。理由はティファが同乗しているということだけで明白だが。

「出せ」

　トーヤに続いて乗り込んだジョウが短く言う。ミラー越しにジョウの顔を見たマリアが身を硬かたくする気配が伝わってきた。

「ジョウ……グラース……!?」

　初対面だろうが、噂うわさでも知っていれば正せい常じような反はん応のうだろう。

「助すけっ人とだよ。オレ達のな。聞いてないのか？」

「言ってないよ」

　急発進させるマリアに代わってティファが答える。

「何考えてるのよ……一体どういうつもり！」

「ギールはいなかったぜ」

「なんですって？」

「ちょうど破棄されるとこだった。もぬけの空だったんだよ」

「そんな……」

「明日も予定通りやるぜ。ギールの居場所はジョウが知ってるし、ギールとゼムが掃除されりゃ、これ以上のパニックはない。それで文もん句くないだろ」

「それは、そうだけど……でも」

「見てきたんだよ！」

　押おし殺すような声で吐はき捨すて、奥おく歯ばを強く嚙かみ締しめる。

「トーヤ？」

「奴やつらが量産した生物兵器……ナノマシンで化け物にされた人間をな」

「生物兵器？」

「ナノマシンの兵器転用。そんなことにまで手を出していたのね」

　無感情に呟くマリア。

「ナノマシンで人間をって、それ……ＩＳＯＮと同じじゃない……」

「ああ……何の意思もなく殺すことに特化した、ＩＳＯＮの怪物だ。もう人間だとも言えねーが、あれはオレらと同じなんだよ」

「ちょっと、トーヤ……！」

　口走ったことを咎とがめるティファだったが、俯うつむくトーヤの沈ちん痛つうな表ひよう情じように言葉を続けることができなくなってしまった。怒いかりもだが、哀かなしみと悔くやしさで彼は震ふるえていた。

　彼らがＩＳＯＮだということに関しては──自己中と無表情の二人は少し瞳ひとみを揺ゆらしただけで、特に何も言わなかった。ジョウは薄うす々うす勘かん付づいていただろうが、マリアは──どうなのだろう？

「……生物兵器なら……売るにしても少し考えないとね」

「ざけてんなよ。あんたが盗ぬすもうとしてんのもああいうものだったら、あんただってオレにとっちゃ敵てきになるんだぜ」

「そうみたいね。だけどそれ、もう売り物になるほど完成しているのかしら？」

「どうだかな。とりあえずギールの掃そう除じが終わるまでは協力すっけど、その後はわからねーぜ。場合によっちゃ次は即そくあんたを掃除するし、盗とう品ひんは全部ぶっ壊こわす。どんな手しゆ段だんを使ってもな」

　シート越しにマリアを睨にらむ。

「追われるのには慣なれてるわ……元々掃除人スイーパーと泥どろ棒ぼう、それが正しい関係だもの。だけど、まだ同どう盟めい決けつ裂れつってわけじゃないでしょ。わたしにもその場所教えてもらえる？　朝までにはできるだけ調べておくから」

　淡たん白ぱくな反はん応のうに、トーヤは拍ひよう子し抜ぬけした。彼女は自己中心的なのではなく、目的外の物事に対して極きわめて無関心なだけなのだ。トーヤの言葉も、ティファの敵意のような眼まな差ざしも、死神と呼ばれた男が同乗している事実も、アディアのイライラする喋しやべり方も、全すべてどうでもいいことだと言わんばかりの投なげ遣やりな態たい度どがそれを表している。

　彼女の目的は本当のところどこにあるのだろうか。ビジネス以上でビジネス以外の意味が彼女の行動にあるというのか。彼女は一体なんなのか。疑ぎ念ねんは尽つきない。尽きないが今はまだ一つとして答えが出ない。全ては未いまだ、死者の名を持つ女の中に包み隠かくされていた。
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　頰ほお杖づえを突ついて黙だまって報ほう告こくを聞いていた男は、鼻の穴あなを膨ふくらませて大きく溜ため息いきをついた。顎あごと首が一続きになっているが、手足は長い。メリハリのない樽たるのような身体からだをソファーに沈しずめて肘ひじ掛かけを指先で小こ刻きざみに叩く。それがこの男──ギール・フレイドが腹はらを立てている時の仕草だということは、ここで働く者なら誰でも知っている。

「ふん……まさかこのタイミングで侵しん入にゆうしてくる者がいたとはな」

　風ふ呂ろ上がりのギールを待っていたのは、破は棄き間近の屋や敷しきに残っていた研究員が何者かに襲しゆう撃げきされたという報告だった。外に出た途と端たんに暴ぼう行こうを受け、一人は喉のどを潰つぶされて重じゆう傷しよう。比ひ較かく的軽傷だったもう一人のほうが爆破直前に意い識しきを取り戻し、危あやういところで無事脱だつ出しゆつしたのだという。

「後始末で詰つめを誤あやまったな。やはりお前が行くべきだったんだ」

　部屋の隅すみの、ぎらぎらした目つきでナイフをいじっている長ちよう髪はつの男に言う。男はひょいと肩かたを竦めただけで特に反はん論ろんしない。

「産業スパイか何かだろう。すぐ調べろ」

「爆ばく破はに巻まき込まれた可か能のう性せいもあるのでは？」

「希望的観測だな」

　部下の発言を一言で切り捨すて、グラスに注いだ年代物のワインに口をつける。

「失礼します……！」

　ひどく慌あわてた様子で部下が部屋に駆け込んできた。

「なんだ、騒そう々ぞうしい」

　良い報しらせではなさそうだったが、聞かないわけにもいかない。

「研究員が意識を取り戻したそうです！」

「ふむ。それで？」

　喉を潰されて喋しやべれない状じよう態たいだというが、そんな容よう態だいなどどうでもよかった。

「そ、その……見たそうです、侵入者を。少なくとも二人、一人はし……あの『死神』ジョウ・グラースだった、と」

　ぱりんっ！

　ギールの手から滑すべり落ちたグラスが床ゆかで砕くだけ散る。

「な……なんだと……!?」

　鷹おう揚ように構かまえていたギールが突とつ然ぜんぶるぶると震ふるえだした。

「そんな馬ば鹿かな。奴やつが……奴が来たのか……？」

　知っている。かつて自分がここに雇やとい入れたあの男だ。あの時は何も怯おびえることはなかったが、今の自分は……奴に賞金を掛け、命を狙ねらっている張ちよう本ほん人にん。

「お知り合いで？」

「奴は私を殺しに来た……」

「……ギール様？」

　誰に頼たのまれた？　或あるいはただの報ほう復ふくか？　どちらにしても、完全に敵てきに回ってしまったことは間違いない。恐おそれていたことが遂ついに起きた。敵になることを恐れて賞金首にしたことが裏うら目めに出たのだ。あの死神のこと、スパイを手引きするだけで済すませるはずがない。

「おい……奴はまた必ず来る！　あれを私の護ご衛えいにつけろ！　見み張はりも増ふやして、侵入者がいたら即そく殺せ！　今すぐ始めるんだ！」

　あの男がいるとわかった以上、どれだけ準じゆん備びをしてもしすぎはない。死体になるのをこの目で確かく認にんしなければ、安心できないのだ。

「あれを……ですか？　ですが、あれの調整には時間がかかると……」

「なんでもいいから今から始めさせろ！　私は急げと言っているんだ！」

　喚わめき、担たん当とう者しやの襟えりを摑つかみ自室から追い出す。

「……貴き様さまらもだっ！　とにかく私の周りを徹てつ底てい的に固めて誰も近づけさせるな！」

「明日は『ドルイド』から来客の予定がありますが……」

「薄うす汚ぎたないテロ屋など直ちよく接せつ会う必要はない！　西館に案内して勝手にさせておけ！」

　──ギールの目には、もうジョウしか見えていなかった。あの男から身を守ること以上に優ゆう先せんすべきことなど何も無いと言わんばかりの勢いきおいだ。あまりの剣けん幕まくに、彼の部下はおとなしく従したがっていたほうが利口だ、と揃そろって考えていた。主が既すでに失念しているであろう、その他の侵入者のことをずっと頭の片かた隅すみに引っ掛けたまま。

　そして、部屋の隅でナイフをいじっていた男は。

「へぇ……あの『死神』がねぇ……」

　急に慌ただしくなった周囲のことはお構い無しに、口元に笑えみを浮うかべていた。
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　マリアと険けん悪あくな空気のまま別れた二人は、アジトに帰ってからもしばらく無言で明日に備そなえて武ぶ器きの手入れをしていた。かつてないほどの緊きん張ちよう感漂ただようリビングには、いかに二人を良く知る者であってもさすがに居い心ごこ地ちの悪さを覚えただろう。いつもなら当然あるはずのつまらない冗じよう談だんや他愛ない掛かけ合いもない。

　ヒュッ

　ティファの手にある黒い合金の棒ぼうが空を裂さいた。無手こそが武器のティファだが、これを持つと戦せん闘とう力（危き険けん度ど）は更さらに倍以上に跳はね上がる。怪かい力りきに耐たえ得うる剛ごう性せいに富とんだ棍こんは、彼女の手に握にぎられた途と端たん精せい確かく確実に相手の急所を破は壊かいする火器以上の凶きよう器きに変わるのだ。

　フォヒュッ

　広いとは言えないリビング内で、二メートル近い棒が何度も疾はしる。しかし、空気以外のものには一いつ切さいぶつからない。全すべて紙かみ一ひと重えで外しているのだ。今トーヤが不意に棍の軌き道どうに踏ふみ入っても、当たることはあるまい。どころか、トーヤが移い動どうすればそれに合わせて軌道を変え、素す振ぶりは彼女の気が済むまで続けられるだろう。

　必殺の凶器が目の前を駆かけ回っている環かん境きようは無む視しして、トーヤは手にしていた大型の銃じゆうをテーブルに置いていたホルスターに収おさめた。横には大口径の弾だん丸がんと弾倉マガジンが置いてある。

　ギールとその顧こ客きやくの一人、ゼムの掃そう除じが目標で、研究所の発見と破壊は専せん門もん家かに別れる前に頼んでおいたが、万が一ということもある。例のＩＳＯＮの怪かい物ぶつのような、人間以外のものと交戦した場合に備えてのものだ。

「…………あたしも……本気でやるから」

　言い出すタイミングを計っていたのだろう、ティファが初めて口を開く。

「トーヤの話聞いてたらさ……すごく嫌いやな気分になった。あたしってこんなだから……どっちかっていうとその……そっち寄りでしょ？　トーヤが見たのが生物兵器なら、あたしはなんなんだろうって……」

　えへへ、と力無く笑う。

「うまく言えないけど……あたしももしかしたらそうなってたのかなって。実じつ際さい兵器になってるって現げん実じつ突きつけられたら、余よ計けいにそう思えちゃってさ……考えないようにしてたんだけどな……」

　トーヤと一いつ緒しよでない時のティファは、実はあまり喋しやべらないのだ。この稼か業ぎようで気が置けない友人などなかなか作れるものではないが、そういう意味ではなく、誰に対しても一定の距きよ離りを置いてそれ以上の付き合いをしない。あまりに常じよう人じん離ばなれした身体能のう力りよくが逆ぎやくにコンプレックスになり、誰にも気を許ゆるせないのだ。

　こんな話ができるのも、トーヤにだけである。彼女にとっては、トーヤが唯ゆい一いつ本当の意味での仲間なのだから。トーヤといる時だけ、ティファは孤こ独どくから解かい放ほうされる。その反動が、トーヤの目には『能天気でよく喋るティファ』として映うつっているのだ。

「……オレらが何者かなんて関係ない……奴やつらを潰つぶすのは、奴らのやってたことが許せなかったから──そういうことでいいじゃねーか。理由としちゃそれで充じゆう分ぶんだろ？」

　初めて聞くティファの本ほん音ねに、努めて明るい声で答える。彼女はそんなこと考えてもいないだろう、そう勝手に思い込んでいたことへの自じ嘲ちようの意味も込こめて。

「ホントの理由とか考えると、オレ達のやろうとしてんのはただの八つ当たりになっちまう気がするんだよ……だから……な？」

　怪物に銃を向けた時の心理状態を思い出し、額ひたいに手をやる。

　あれは自分勝手な理由からの行こう為いでしかない。彼らのためだなど、偽ぎ善ぜんもいいところだ。かといって、ああなってしまった者に対してできることはごく限かぎられている。

「人間としてやっちゃなんねーことをやっちまう前に眠ねむらせてやることと、調子に乗った馬ば鹿かな連中を二度とそういう真ま似ねができねーようにする、それしか……」

「うん、わかる……だから、本気で」

　きゅっと口を引き結び、棍をゆっくり動かして宙ちゆうに一ひと筋すじの線を描えがく。

「……人間なんだから」

　髪かみの紫むらさき色いろの部分を細い指先に巻まきつけながらぽつりと呟つぶやく。

「…………コーヒーいれよっか」
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　最重要任にん務む──要人警けい護ご及および侵しん入にゆう者しやの排はい除じよ。入力中。

　警護対象──ギール・フレイド。登録中。

　コンディション──異い常じよう無し。

　コマンドプログラム──入力中。

　コントロールパターン──音声入力。登録中。

　並ならんだディスプレイにはどれも同じ文字が表ひよう示じされ、排はい熱ねつ音だけが延えん々えん途と切ぎれることなく垂たれ流されている。

　夜遅おそくに呼よびつけられ、仕方なく研究所に戻もどってきた研究員を待っていたのは、殺気立ったギールと突きつけられる銃だった。

　何があったのか説明もされず、ただ命令された。今すぐにナノ強化バイオウェポン──α─００シリーズを稼か動どうさせろ、と。

　あれはつい三日前にここに移い転てんしてきたばかりで、手付かず──つまり未調整のままなのだ。不可能だと告げた研究員らに、彼らはそれならなおさら早く始めろ、と無む慈じ悲ひに言ってくれた。反論の時間も権けん利りも与あたえられず作業を開始して、ついさっき全すべての強化体にプログラムを始めたところである。

　あとは基き本ほん的てきにそれが終わるのを待っているだけなのだが──全然終わってはいない。見ているのも仕事なのだ。脳のうへの刷すり込みが完かん了りようするまでの間、付きっきりで微び修しゆう整せいを加えなければならない。これは専門的な知ち識しきを要することなので、後ろで銃を持ってつっ立っている男達に代わりはできない。つまりまったく休む間はないのだ。

　滞とどこおりなくいっても、明日の朝まではかかる。愚痴をこぼせば脅おどされ、調整にも気が抜けない、これは相当なストレスである。

　強化ガラス越ごしに、自分達の研究が生み出した生物を睨にらむ。人間より遥はるかに強きよう靭じんで優すぐれた戦せん闘とう力を持つ心無き生きた兵器を。

　彼らの閉とざされた眼めが見ているものを知る者はいない。そして、彼らの創そう造ぞう主しゆが知る限かぎり、今はまだ開かれるはずのない彼らの眼が、うっすらと開き始めていることも。
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　渡わたした情じよう報ほうに誤あやまりがあったうえに彼らの感情を逆さか撫なでし、怒おこらせたのはまずいと思ったが、とりあえずあの様子なら自分の予定に狂くるいが生じるということはなかろう。掃除人スイーパーが真しん剣けんに仕事をして害を被こうむるのは標的と警けい察さつの面子だけで、自分はちっとも困こまらない。

『グレイゾーン』の内部を調べた際さいに名前と経けい歴れきぐらいは出てきたが、まさかあのジョウ・グラースがこんな形で関かかわってくるとは思わなかった。あの男と二人きりというのはさすがに精せい神しん的に応こたえるものがあったが、それはもう忘わすれよう。今のところ敵てきではないようだし、研究所を破は壊かいするというのならさせておけばいい。

　都合が良いものはなんだって利用してやる──最初からそうやってきたのだ、今いま更さら揺ゆらぐような決意ではない。そのはずなのに──ハンドルを握にぎる手に力が入る。

（………………………………）

　何を考えているのか自分でもわからない。運転しているということは脳が身体からだに指令を与えているはずなのだが、それと思考とは別のことだ。結局のところ、何も考えていないのだろうか。考えた先にあるのは嫌なことしかないから、頭が考えることを拒きよ否ひしているのかもしれない。

　綿めん密みつに計画を立て、成功させることだけを目標に今までがむしゃらにやってきた。あとは機械的に行動に移うつすだけ。

　機械的に──つい思い浮かべた単語に下した唇くちびるを強く嚙かみ締しめる。歯を離し、嚙んだあたりを舌したで探さぐるが、血の味はしなかった。痛いたかったが、切れるほどではなかったらしい。

　と、唐とう突とつにマリアの口が笑みの形に変形した。

　笑ったのではない、おかしかったのでもない──なんでもない、何もない表情筋の強こわばり。思えば、自分の価か値ちを高めるために一番多く見せてきた偽にせ物ものの顔のような気がする。

「……あは」

　声に出して笑ってみるが、どうしても続かない。

「はは……あはは……」

　噓うそは噓。すぐ声と表情が一いつ致ちしなくなる。いつもの無表情に戻っただけか──或あるいは、見る者が見ればそれは泣き顔のようにも見えたかもしれない。

　何を泣くのか、それは彼女自身にもわからなかった。いや、わからないようにしようと考えるのをやめた。もう意味の無いことだから。
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　──プログラム完了。稼動スタンバイ。

　何時間、この単語を待ち望んだだろう。

　ちかちかする眼がん球きゆうを揉もみながら、白衣を着た研究員は腕うで時ど計けいを見た。

　外はもう明るくなっているだろうか。頭上で手を組み背せ筋すじを思い切り伸のばす。べきぼきという不健康な音とともに、蓄ちく積せきした疲ひ労ろうがほんの少し軽くなる。

「終わったぞ……」

　誰だれともなく呟つぶやかれた言葉が、ディスプレイに向かっていた他の研究員達の労ろうをねぎらう。特にトラブルもなかったので思いのほか早く終わったほうだが、それでも徹てつ夜やは徹夜だ。疲つかれてもいるし、残業手当なりなんなりを期待している者もいるだろう。妻さい子しある者は家族サービスなど考えているかもしれない。

　銃じゆうをぶら下げたままうとうとしている警けい備びの姿すがたを見た時にはさすがに殺意に近いものを感じたが、それ以上の充じゆう実じつ感かんがそれを打ち消してくれていた。こんな奴やつらなど、自分達がプログラムしたこの怪かい物ぶつどもの足元にも及およばない。そう思うと気分が良かった。

　間抜けな声を発して目を覚ます警備らに、作業の終了を告げる。

　内線電話でそれを上に伝える男をよそに、仕上げのキーを叩たたく。

　──筋きん力りよく増ぞう強きよう剤ざい投とう与よ開始。

　太い針はりがα─００シリーズの太い肩かたに打ち込まれ、半透とう明めいの薬品が注入される。これでさらに戦闘力はアップするはずだ。

　マスクとヘッドギアの留とめ具が解かい除じよされ、怪物から外される。怪物は実験室の床ゆかをしっかりと踏ふみしめると、全身を激はげしく身み震ぶるいさせて外の空気を肺はいに取り入れた。恐おそろしい容よう貌ぼうのはずのそれが、そこの研究員にとっては我わが子のように可か愛わいらしく見えていた。そう、なんといっても自分達はこれの創造主なのだから。

「……あとはこれを、３時間おきに注ちゆう射しやすればいい。針が折れるから筋肉のない脇わきの下からな。さあ、もういいだろう。連れて行っていいぞ」

　アンプルと注射器の入ったキットを差し出しひらひらと手を振ふる。今しがた投与したのと同じ増強剤だ。定期的に補ほ充じゆうすれば、常つねに最大限の能力を発はつ揮きできる。

　それぐらいはできるだろう──と、馬ば鹿かにしたような口調で説明する。

「ふん……」

　怪物の数だけキットを取って出ていく警備の後ろ姿に忌いま々いましげに鼻を鳴らすと、実験室に繫つながるマイクに最初の指令を出した。

「今からお前達のところに行く人間達の後をついて行け。警けい護ご対象を確かく認にんしたらミッション開始だ」

　猫ねこ背ぜで待機していた怪物の目が見開かれ、スイッチが入ったように揃そろって入り口のほうに頭を回めぐらす。スイッチというのは例えでもなんでもないのだが。

　マイクのスイッチを切り、軽くストレッチをしてみる。

「ん……？」

　空きデスクの上を見て、ヨレた白衣の主しゆ任にん研究員は訝いぶかしんだ。増強剤のキットは、怪物と同じだけ用意したはずだ。なぜ一つ残っているのだ？

　忘わすれて行ったのか、つくづく使えない連中だ──思い、実験室を見やる。キットは十二セット、α─００シリーズの数は一、二、三──十一体？　なぜ足りない？　いや、もしかして余よ分ぶんに用意していたのか……？

　徹夜で弱った脳のうで思い出そうと試みる。

　このプログラム室のディスプレイの数は全部で二十四、電でん源げんが入っているのがうち半分。同じ数だけ『解かい放ほう中ちゆう』と表ひよう示じされている。つまり自分達がプログラムした数は十二で間違いない。だが実際に怪物の数が足りない。何度数えても、やはり足りない。

「どういうことだ？　足りんぞ」

　同どう僚りよう──立場的には部下に尋たずねる。

「さあ……」

「さあでは済すまないだろう！　どうなっているんだ!?」

　プログラム室の混こん乱らんをよそに、キットを持って出ていった四人の警備が実験室のドアから現あらわれた。

　主任は小さく舌した打うちし、再ふたたびマイクを取った。

「あー、君たち。悪いが、そこからα─００の──」

　ぶしっ。

　その音は、プログラム室からは聞こえなかったが──

　唐とう突とつに、本当に何の前ぶれもなく、警備の一人の身体からだが揺ゆれたかと思うと首くび筋すじがぱっくりと裂さけ、真っ赤な鮮せん血けつが冗じよう談だんのように勢いきおい良く噴ふき出した。

「うわああああああああっ!?」

　きりきりと回転する警備から飛び散った血が、惨さん劇げきの始まりだった。

　それを皮切りに十一体の怪物全てが他の警備らに殺さつ到とうし、鋭するどい爪つめを振るい始めたのだ。

　銃じゆう声せいと、血しぶきが舞まい、プログラム室と実験室を隔へだてる強化ガラスを濡ぬらした。

「な、なんだ！　どういうことだこれは!?」

　答える者はいない。この異常を前に冷静に答えられる者がいるはずがなかった。わかるのは、怪物がプログラムにない暴ぼう走そうを始めたということと──

「ひ、あ……嫌いやだあぁぁっ！」

　ここにいるのは危き険けんだということ。

　早くも恐きよう慌こう状じよう態たいになって逃にげ出す者もいる。

　バンッ！

　プログラム室のガラスに、人間が貼はり付いてきた。血みどろのそれと一いつ瞬しゆん目が合ったが、明らかに絶ぜつ命めいしている。驚おどろいて腰こしを抜ぬかした研究員を横目に、震ふるえる手でなんとか内線電話を取った。

「た、大変だ！　α─００が暴走している！　早く来てくれ……！」

　相手が応おう答とうする間も無む視しし、一方的にまくし立てる。

　実験室は既すでに地じ獄ごく絵図のようになっている。ここで起きたのは、殺人ではなく執しつ拗ような肉体の破は壊かい、引き裂さかれた身体の部品が血ち溜だまりの中に浮かんでいた。

　こみ上げる猛もう烈れつな嘔おう吐と感を辛かろうじて押おさえ、とにかくここから一いつ刻こくも早く脱だつ出しゆつすることを考える。こんなところで死ぬのは御ご免めんだ、あんな怪物に殺されるなんて──

　後こう悔かいの念も、恐きよう怖ふにすぐ塗ぬり潰つぶされて消えていく。

　そうだ、非ひ常じよう階かい段だん──厚あつさ十五センチの鋼こう鉄てつの扉とびらは、さすがに破やぶれまい。あそこを上がって出口を塞ふさいでしまえば、怪物は外に出られないはずだ。怪物どもめ、ざまあみろ……

　我わが子のようになどと思っていた数分前のことなど既に頭に無い。

「主任……！」

「うるさい！　貴き様さまなど知らん！」

　あっさりと部下を見み捨すて、非常階段の表示を追う──

　どんっ

「うおっ？」

　背せ中なかを強く押され、主任研究員はつんのめって壁に手をついた。

　背中が熱い。それに、なんだか身体が軽くなった気がする……
















　なんだろう、自分の胸むねから突つき出しているこの赤いものは？

　主任の思考はそこで途と切ぎれた。脳のうに行く血流量が極きよく端たんに減げん少しようしたためだ。

　──背はい後ごから主任の心しん臓ぞうを貫つらぬいたα─０００４は（もはや個体識しき別べつの意味はなくなっているが）、もう片かた方ほうの手で主任の頸けい椎ついをへし折ると無造作にその骸むくろを放り捨てた。

　一番先に逃げ出した研究員は、無事非常階段にたどり着き生せい還かんへの階段を登り切っていた。結果的に研究所内から逃げ延のびるだけの時間を得たのは彼で、もしかしたら生き残るチャンスもあったのかもしれなかったが──

　残念ながら、たった一つだけ重大なミスを犯おかしていた。

　慌あわてるあまり、非常階段の入り口を開けっ放しで上がってきてしまったのだ。

「はぁ、はぁ、はぁ……は、ははっ……助かっ──」

　どすっ

　自分の目で何もないと確かく認にんしたにもかかわらず、それに真正面から喉のどを貫かれ。

　なんで、と唇だけでうめき、彼はうつ伏ぶせに頽くずおれて声もなく絶ぜつ命めいした。
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　前日にあんなことがあったせいであまり眠ねむれず、しかも朝も早くから耳を疑うたがいたくなるような報しらせを受けて、ギールの機き嫌げんは最悪のレッドゾーンに達していた。頰ほおの弛ゆるんだ肉を痙けい攣れんさせながら、怒いかりのぶつけどころを探さがしている。

「確認できただけでも、α─００シリーズ六体が既に外に放たれているようです……」

　起きてから、良い報せを一つも聞いていない。暴ぼう走そう原げん因いんの推すい測そくや死し傷しよう者しやの数などどうでもいいのだ。

「あれ一匹ぴきで２０００万はするんだぞ！　なんとかして捕ほ獲かくしろ！」

　充じゆう血けつした目で怒ど鳴なり、テーブルを叩たたく。

「し、しかし！　あんなもの私達の手には……」

「失敗作の始末も仕事だろうが！　こんな時のために雇やとっているんだ、少しは役に立ってみせろ！」

　死神に狙ねらわれる恐きよう怖ふ、暴走する戦せん闘とう生物への恐怖──そういったものを少しでも忘わすれようとするように部下に喚わめく。屋や敷しき内にもあの怪物が踏み込んでいるかもしれない以上、下手に動くわけにもいかない。絶対安全な場所などどこにもないのだ。

「くそっ、なんで私がこんな目に……！」







　４．ＩＮＶＩＳＩＢＬＥ







　プシッ

　埠ふ頭とうに入ったところでトレーラーを停とめると、マリアは今日出港予定のタンカーの姿すがたを確認してクラクションを鳴らした。

　積荷待ちで暇ひまを持て余あましていたらしい作業員が、詰つめ所から出てきてこちらに歩み寄ってきた。業者のキャップをかぶりハンドルに顎あごをつき、薄うすいブルーのサングラスの奥おくで無表情に遠い目をして待つ。

「随ずい分ぶん早いな……ＩＤは？」

　ウインドウを下げるなり、陰いん気きな顔で言ってくる。二日酔よいだろう。きつい煙草たばこの臭においに混まじって、僅わずかだがアルコールの臭いがした。

「ご苦労さま」

　偽ぎ造ぞうＩＤを出しながら、作り笑え顔がおを見せる。

　カードリーダーにも通さず、写真とマリアの顔を見み比くらべるだけであっさり確認が終わる。おざなりもいいところだ。

「……エド・テクノスからの委い託たく輸ゆ送そうのやつか。話は聞いてる」

　もちろんそれは偽装だ。本当はそんな予定など存そん在ざいしないのだが、昨日のうちに今日搬はん出しゆつ予定の貨か物もつの一いち覧らんにそう書き加えておいたのだ。

「積荷は？」

「電子部品よ」

　エド・テクノスはフレイド・カンパニーの子会社で、グレイゾーンの孫組そ織しきのような位置にある企き業ぎようだ。マリアのＩＤはそのエド・テクノスと契けい約やくしている運送会社の社員ということになっている。

「後ろ開けてくれ。確認したい」

「それなら、正式な手続を取ってくれる？　一いち応おう決まりだから」

　言うと、男は少し考えてから、

「……まあいいか。いつものことだしな」

　手続などと言われ面めん倒どうになったようだ。エド・テクノスの委託輸送が裏取引の品を意味するということを知っている、この男はグレイゾーンのほうの人間らしい。

「誘ゆう導どうするからついて来てくれ」

「ありがと」

　ウインドウを閉しめようとすると、振ふり返った男と目が合った。

「ところで……その子は？」

　隣となりにちょこんと座すわっているアディアを見て訊きいてくる。

「従い姉と妹こよ。わたしの仕事が見たいって言うから、連れてきたの。ほら、挨あい拶さつは？」

「こんにちはぁ、アディアっていいますぅ」

　にこにこして手を振るアディア。

「そうかい。俺おれはデューク、よろしくな」

　なぜか和なごんでしまったらしく、デューク氏とやらが妙みように馴なれ馴なれしく名乗った。どうでもいいことだからすぐ忘わすれるだろうが、今だけは頭の片かた隅すみに留とどめておく。

　デューク氏の誘導で停てい泊はく中ちゆうのタンカーのそばまで移い動どうし、停める。

「ここで待っててくれ。何か飲むかい？」

「そうね……コーヒーもらえるかしら」

　別に欲ほしくもなかったが、社交辞じ令れいだ。

「アディアちゃんは？　何がいい？」

　デューク氏の表情から、マリアはああなるほどと独ひとり納なつ得とくした。

　つまり、この男はアディアぐらいの歳としの女の子が好みなのだ。

「コーヒーは駄だ目めなんですぅ……」

　コーヒーどころか食物の摂せつ取しゆがそもそもできないのだが、まあ噓うそは言っていない。

「そうか。じゃあレモンティーでいいかな。待ってな」

　独り勝手に盛もり上がり、去っていく。

　それきりなんの感かん慨がいも湧わかず、淡たん々たんとコンテナの足を伸のばしジョイントを外した。

　二分足らずで手持ち無ぶ沙さ汰たになったマリアは、眼がん前ぜんに巨きよ体たいを晒さらすタンカーを見上げる。

　外観は普ふ通つうのタンカーだが、これが運ぶのは石油ばかりではない──油ゆ槽そうにはもちろん石油が入っているだろうが、内部に必要以上に大きな船倉が存在するのだ。そこに積まれるのは『石油』と偽いつわった裏うら取とり引ひきの品々。今日運び出されるものもその類たぐいに含ふくまれる。

　コーヒーとレモンティーを受け取り、積み込みが終わるのをただぼーっと眺ながめていた。そう、数百キロの爆ばく薬やくがタンカーの腹はらに収おさまっていく様子をだ。

　偽にせの文書にサインをもらい、荷台のなくなったトレーラーのエンジンを掛かける頃ころには──マリアは既すでにあの愛あい想その良かった男の名前を忘れ去っていた。

　キャップとサングラスを外し、マリアは感情の伴ともなわない微び笑しようを浮うかべて呟つぶやいた。

「さあ、作戦開始よ……」
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　窓まどの外では、まだ銃じゆう声せいが鳴り響ひびいている。まだどこかで化け物が暴ぼう走そうしているのだ。もう捕ほ獲かくするのは諦あきらめたが、性せい能のう面めんで言えば今日搬出したαアルフア─11より遥はるかに優すぐれたポテンシャルを持つ兵器だ、全すべて処しよ分ぶんするにしても、どれだけの被ひ害がいが出るか。

　金で動く兵隊は死んでも後でいくらでも雇やとえるが、それよりも今日だ。今ここにいる連中だけで奴やつらを処理できなかったら、その後さえないのだから。

　窓から離はなれるように言われ、プライベートルームのソファーの真ん中でがたがたと膝ひざを上下させる。

　外に助けも求められない──研究していること自体が法に触ふれる代しろ物ものなのだ。なんとしても外部には知られないようにしなくては、自分は破は滅めつだ。

　既に破滅は避さけられなくなっているということが、当のギール自身には認みとめられなかった。認めたくなかった。まだなんとかなる、私が一代で築きずき上げてきたものはこんなことで崩くずれはしないはずだ、と。

　ドン！　ドン！

「来たぞ！」

　廊ろう下かからの腹に響ひびく音と部下の声に、ギールはびくっと頭をあげた。

　即そく座ざに自分の横に控ひかえていた側近も廊下に飛び出し、ライフルを手に銃じゆう撃げきに加わる。

　バラララッ！　ドン！　ドン！　タタタタタッ！

　色とりどりの銃声が廊下に響ひびき渡わたり、漆しつ黒こくの獣けものを引き裂さいていく。

「やったか……？」

　銃撃が止やむ。

　途と中ちゆうから銃撃に加わった男が、赤いぼろ雑ぞう巾きんと化した怪かい物ぶつに注意深く近づく。

　血ち塗まみれで痙けい攣れんする手を軽く蹴けり、頭側に回りこむ。

　死んでいる。死んでいるはずだ。原形を留とどめないほど撃うち込んだのだから。

「……殺やったぞ……完全に死んでる」

　男の言葉に、全員が快かい哉さいをあげ手を叩たたき合う。異い常じような状じよう況きようにあって、連帯感が増ましているらしい。

　それも、ヒステリックなギールの怒ど声せいによって中ちゆう断だんされる。

　フワッ──

　怪物の骸むくろから離はなれ、戻もどろうとする男の側そばを、何かが通り過すぎたような気がした。

（……………………？）

　振り返る男。

「おい、どうした？」

「……いや、なんでもない」

　何もない。本当になんでもなかったのだ。風でも当たったのだろう。

　──男が感じた違い和わ感は、まるで根こん拠きよのないものではなかった。人間の嗅きゆう覚かくがぎりぎり感じるか感じないか、その程てい度どのかすかな異い臭しゆうが鼻先を掠かすめたのだ。もう少し臭においが濃こければ──獣じゆう臭しゆうのようだと思ったかもしれない。だがその感覚は硝しよう煙えんの臭いによってぼやけていってしまった。

　風が届とどかないはずの廊ろう下かで漂ただよう硝煙を揺らし、元いた配置に戻る警けい備び達の間を縫ぬって音も無く忍しのび寄よる見イえンざビるジもブのルの存そん在ざいを、誰だれ一人気づかなかった。

　シャッ

　最小限の音だけを残し、それは護ご衛えいに囲まれたギールの首を貫つらぬいた。
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　海に程ほど近い新市街の外れ。周囲に民家が無く、人通りがない。そんな場所に、高い壁かべに囲まれた屋や敷しきはあった。ジョウの情じよう報ほう通りだ。期待はしていなかったが、早朝にマリアから届いたのは空中写真を拡かく大だいしたものだけだった。一いち応おう家屋の配置だけは頭に入れておいたが。

　正午まであと一時間強といったところか──天気は快かい晴せい、日差しが強く、トーヤはサングラスをかけている。

　ジョウから預あずかった爆ばく弾だんを壁に貼はり付け、受信機のスイッチを入れた。

「さて……準じゆん備びいいな」

「うん」

　いつものテンションの高い能のう天てん気きな返事がないと、どうも調子が狂くるう。

　無言で彼女が差し出してきたショットガンを受け取り、視線を逸そらして言葉を選ぶ。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「なにが？　全然大丈夫だよ。超ちよう絶好調」

　表情は暗い。だが言っていることは噓うそじゃない。元気がない代わりに、闘とう気きというか気き迫はくに満ちているのがわかる。

「……ジョウ。そっちの準備は？」

　話を変える意味で、耳に付けた小型の通信機に触ふれる。今は送信先をジョウのみに合わせてあるので、付けていれば聞こえているはずだ。

『狙そ撃げきポイントに着いた。十五秒で準備する』

「どこにいんだよ一体」

『企き業ぎよう秘ひ密みつだ』

　当たり前だが、見回してもジョウの姿すがたはない。七メートル前後の壁の向こう側を狙撃できるような場所は──近辺にないとは言わないが、多くもない。少なくとも、半径四〇〇メートル以内には。

『中の様子がおかしい。警備と──例の怪かい物ぶつの死体が転がっている』

「なんだって？」

　銃じゆう声せいが聞こえたのでおかしいとは思っていたのだが、そんなことになっているとは。

「……どういうことなんだよ。先客でもあったってのか？」

『知らん。昨日のことを思えば、それがなんらかの理由で暴ぼう走そうしたとしても不思議ではない』

「状況は？」

『ここから見える限かぎりでは……まだ戦闘は続いているようだな。怪物の姿は見えないが』

　中は相当混こん乱らんしている様子だ。ということはトーヤらが手を出すまでもなく既すでにマリアの望んだ通りになっているのだが……

「……やめる理由はねーよ。混乱してんならかえって好都合だぜ」

「無む駄だに暴あばれる必要なくなったしね」

　だが二人にしてみれば複ふく雑ざつなところだ。掃そう除じの一いつ環かんとしてそれと戦わなくてはならなくなるかもしれないのだから。

『……お前達の姿が見えたら援えん護ごする』

「ああ、よろしく。そんじゃ──」

　起爆スイッチを押おす。

　ドオォォォンッ！

　指向性を持った爆風が壁を吹ふき飛ばす。

「……ちょーっと強すぎたんじゃねーかな」

「これぐらいがちょうどいいよ。気合入るし」

　ティファの空から元気に笑いが漏もれる。

「行くぜっ！」

「ＧＯ！」

　二人の超人が壁から飛び出す。

「オレはギールを探さがす！　ゼムのほう任まかせるぜ！」

「おっけ！」

　二手に分かれると、トーヤは迷まよわず一番大きな館やかたへ、ティファは離れ方面に向かう。

　爆発を聞きつけた警備と先に出くわしたのは、ティファのほうだった。相手は三人、全員ＳＭＧで武ぶ装そう、ティファの手にあるのは鋼こう鉄てつの棒ぼう一本で、腰こしの後ろの自動小銃オートマチツクには触れてもいない。

「誰だ!?」

「構かまうもんか！　ブッ殺せ！」

　向かってくるものは全すべて敵てきと見なして、最初から問答無用で殺す気になっている。相当殺気立っているらしい。

（そこまで危き険けんな怪物、ってことかな……）

　冷静に分ぶん析せきしながら、発はつ砲ぽうされる寸すん前ぜんで身体からだを横に滑すべらせる。

　吐はき出された弾たまは虚むなしく空を裂さくのみ。銃が圧あつ倒とう的に有利だった距きよ離りは男達を中心に渦うずを描えがくような動きで徐じよ々じよに詰つめられていく。火線は確かにその姿を追ってはいるのだが、どうしても当たらない。彼女は銃口を見て射しや線せんが身体と交差しないように動いているだけなのだが、その事実が理り解かいできる前に男らはこう思っていた。

（この女、弾が見えてるのか!?）

　そう、発射される前から当たらないことが決定しているのに、彼女が弾を避よけているものと思い込こんでしまったのだ。

　ひゅっ

　ティファの攻こう撃げき圏けん内ないに入った瞬しゆん間かん、男達の銃は瞬間的に加えられた凄すさまじい力によってひしゃげて宙ちゆうを舞まい、

　ヴォンッ！

　暴風の如ごとくうなる棍こんに肩かたや肘ひじ、膝ひざを砕くだかれ崩くずれ落ちる。

　車に撥はねられたような強きよう烈れつな衝しよう撃げきに、気を失う直前男の一人が口走った。

「ば、化け──」

　女の、いや人間の出せる力じゃない……

「それ以上言ったら、死ぬわよ」

　眼がん前ぜんに広げられた手のひらに、視界が塞ふさがれる。

　とんっ……

　軽く額を突つかれただけで、男は弾はじかれたように地に叩たたきつけられた。

　僅わずか数センチの加速で対象を吹ふき飛ばす、寸すん勁けいという特とく殊しゆな打撃技わざだ。外見上は。彼女の場合、理り論ろんや技ぎ術じゆつを超こえた腕わん力りよくと瞬発力だけで充じゆう分ぶんな破壊力がある。そう、衝撃を対象の内部に通すという寸勁本来の威い力りよくでなく、本当に『ごく短いストロークでのパンチ』で相手を殴なぐり倒たおしているのだ。まあ技術がまったくないというわけではないのだが。

「……弱すぎ。ただのヤクザ屋さん、か」

　トーヤと違ちがって刺し激げきを求めるようなタイプではないが、こう歯は応ごたえがないと少し物足りなさを感じざるを得ない。これではただ弱い者いじめをしているだけだ。

　しかし、ゼムらドルイドのメンバーが来ていたとしても、こんな騒さわぎになったらギールのことなど放ほうってさっさと逃にげてしまっているのではないだろうか。武ぶ器き商人とその客というだけで、事じ態たいの収しゆう拾しゆうに手を貸かす義ぎ理りもないだろう。

「それも困こまるなぁ……一応今日の標的だし……」

　今はいると思って探さがすしかない。紫むらさきの髪かみをいじり、ティファは小さく嘆たん息そくした。
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　銃じゆう声せいに反はん応のうして身体を投げ出し、反射的に銃を向けてから冷静に照しよう準じゆんを修しゆう整せいして精せい確かくに撃うってきた相手の右足を撃ち抜く。全てが一瞬、動きを止めたもう片かた方ほうの足も同じように撃つ。

　今のトーヤは強化された神しん経けいをフルに解かい放ほうしている状態にある。視覚と味覚を除のぞく三つの感覚がいわば天然の動体探たん知ち機きとなり、相手の位置が手に取るようにわかるのだ。

　そしてその情報は常人を遥はるかに上回る速度で身体にフィードバックされる。感知から動作までがほぼ同時といっていい速度で行われているのだ。というとただの反射行動のように聞こえるが、そうではない。そこには思考と判はん断だん──トーヤ自身の意識が介かい在ざいしている。

　神経伝達と思考が加速状態にあり、感知から情報統とう合ごう、そこから導みちびき出される行動に至いたるまでの全ての段だん階かいにおいて常人より遥かにタイムラグが短く、そのくせ熟じゆく慮りよしたように正確な動作。この状態に入ったトーヤには、感知域いきにある全てのものがゆっくり動いているように感じる。つまり、相手がどう動こうとトーヤはそれを認にん識しきした瞬間確実に先の先が取れるということだ。常人の速さとは根本的に質しつが違う。

　愛銃を軽く宙に投げ上げ、肩に提さげたショットガンを手にする。

　ドォン！

「ぐわっ！」

　派は手でな爆ばく音おんとともに射出された散弾が、一人孤こ立りつしていた警けい備びを撃ち倒す。

　ジャカッ

　灼やけた薬やつ莢きようを排はい出しゆつし、投げ上げた銃を空中でキャッチして別の標的に銃口を向ける──

　だが撃たない。撃つまでもなくその警備は壁かべに寄りかかるようにして既すでに死んでいた。撃たれたのではなく、何か鋭するどい刃は物もののようなもので首を斬きられて。

　あの怪かい物ぶつと戦ったに違いない。転がっている警備の死体はどれも、首を折る、頸けい動どう脈みやくを切る、心しん臓ぞうを貫つらぬく等、急所への正確な一撃で殺されていたのだ。

「復ふく讐しゆう……してんのかもな」

　殺された者に同情はしないが、さすがにこのまま放っておくわけにもいかない。彼らを止めなくては。

「バカヤローが……自分らの手に負えねーようなもん造つくるんじゃねーよ……」

　背にしていた窓まどガラスから離はなれ、振り返りざまこちらに拳けん銃じゆうを向けていた黒スーツに引き金トリガーを引いた。突つき飛ばされたように倒れた男に、粉ふん砕さいされたガラス片が降ふり注ぐ。

　壁の角から顔を出し、次の相手の姿すがたを確かめようとして──

「やべっ」

　ばらららららっ！

　一瞬でも反応が遅おくれていたら、いや、普ふ通つうの人間の反応速度だったら頭を撃たれていたかもしれない。相手は追い詰つめられているのだ。不ふ審しんとあれば反射的に発はつ砲ぽうしても不思議ではない。

　足音で少しずつ近づいてくるのがわかる。相手は四人、一度に倒せるかどうかは微び妙みようなところだ。

「っし！」

　意を決して飛び出したと同時に、いきなり四人の真後ろに黒い影かげが降り立った。例の怪物だ──屋根の上に潜ひそんでいたらしい。男達はトーヤに気を取られて、完全に背はい後ごを取られている。

　一人が深々と背中を切り裂かれ、断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようをあげた。

「ちっ……！」

　怪物の爪つめが次の一人に振り下ろされるより一瞬早く、トーヤのショットガンがその男を含ふくめた二人の足を撃ち抜く。撃たれて倒れたことで爪は男の頭上を掠かすめて空振りした。

　黒の獣けものは不発に動どう揺ようするでもなく、別の男に飛びかかる。撃った直後なので、同じ手はもう使えない──

『他には構かまうな』

　バスッ！

　唐とう突とつにジョウから通信が入ったかと思うと、怪物の標的になっていた男の背中に赤い花が咲さき、声も無く前のめりに倒れた。

　そしてまたも空振り。

　ジャカッ！　ドンッ！

　怪物が体勢を整える前に、トーヤのショットガンが火を噴ふいた。

　ドンッ！　ドンッ！

　二発は胴どう体たいに、後の一発は片足に。

　ぐらりとよろめきながら、なおも危き険けん度の高い敵てき──トーヤに突とつ進しんしてくる。

「シャアアアァッ！」

　残ざん弾だんは一発。これで仕し留とめられなければ、手負いで凶きよう暴ぼうになった怪物と殴なぐり合いする羽目になる。ティファじゃあるまいし、それはさすがに危あぶない。

（どうする……）

『そのまま動くな』

　怒いかりに燃もえる怪物の目を真っ向から見み据すえるトーヤの耳に、淡たん白ぱくな一言が届く。

「無む茶ちや言ってるって気づいてるか？」

　ドッ！

　軽口に呼こ応おうしたかのように、怪物の顔が横殴りに傾かたむき反対側から鮮せん血けつが噴ふき出した。ジョウの狙撃で、頰ほおを射い抜ぬかれたらしい。

　さすがにこれは効きいたらしく、狂くるったように吠ほえる。振り回される腕うでを低姿し勢せいで踏ふみ込んでかわし、右手に携たずさえた自動小銃を無む傷きずな足の足首に押おし当てた。

　タタッ

「ガァァッ！」

　足首を砕くだかれれば、もう立ってはいられない。倒れ込んでくる怪物の、大きく開かれた口こう蓋がいにトーヤはショットガンの銃口を突き入れた。

「……じゃあな」

　ほんの僅わずかな躊躇ためらいの後──

　ドォン──！

　無む防ぼう備びな口の中から脳のうに散弾と衝撃波を撒まき散らされ、怪物は頭を半分以上粉々に吹ふき飛ばされて仰あお向むけに倒れ、それきり二度と動かなくなった。

「うっ……」

　気分が悪くなり、うめく。人間をこんなふうに吹き飛ばした経けい験けんなどないが、吹き飛ばされた人間を見たことはある。その光景が重なって見えた。それほどまでに、これは人間と同じだった。

　直ちよく視しに耐たえられず、振り返る。

　そこにいたのは、嫌いやになるほど頭の悪いヤツの姿すがただった。

　トーヤに足を撃たれた男が起き上がり、こちらに銃じゆうを向けているのだ。

　撃たれようとしていることさえ他ひ人と事ごとのように、冷めた目でずかずかと歩み寄る。

「くっ、来るな……！　殺すぞ……っ！」

　激げき痛つうで手が震ふるえ、銃口があちこちに彷徨さまよっている。

　構わずずんずん進み、男の正面で片かた膝ひざをつく。目の前で丸い銃口が踊おどっている。

　ばっ！

　と、目にも留まらぬ早はや業わざで男の手から銃を奪うばい取り、逆ぎやくにその額へごりっと押し付けた。

「な……？」

「……せっかく助かった命……いらないのか？」

　ぼそ、と呟つぶやくと、銃を引き弾倉マガジンを足元に落とす。さらにスライドに手をかけると、あっという間に銃を分解してしまった。

「そんな元気があるなら……てめーの傷きずの面めん倒どうでも見てろよ……！」

　底冷えのする声と眼まな差ざしで言われ、脂あぶら汗あせから冷や汗に替かわった顔でがくがくと頷うなずく。

　トーヤは静かに立ち上がると、ばらばらと銃の部品を落とす。その様子を約五百メートル離はなれたビルの屋上で見ていたジョウは、スコープに映うつるトーヤがこちらに拳こぶしを向け親指を立てたのを見て驚おどろいた。この距きよ離りで弾だん道どうを読まれたらしい。

「ふん、お調子者が……」

　小さく呟き、掃除人スイーパー二人が屋や敷しきに入ったのを確かく認にんするとライフルの二脚きやくを折り畳たたんだ。
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　気味が悪いほど静かな廊ろう下かを忍しのび足で歩きながら、トーヤは首を傾かしげた。

「不気味だな……幽霊屋敷ゴーストハウスみてーだぜ」

　誰だれもいないからではなく、誰も生きていないからだ。おびただしい血けつ痕こんと、歪ゆがんだ表情で絶ぜつ命めいした警けい備びの死体が生々しくあちこちに転がっている。確たしかにあの怪かい物ぶつは強敵だが、それなりに訓練され武ぶ装そうした警備が手も足も出ないほどだろうか。外ではまだ死し闘とうといえるような形けい跡せきもあったが、中ではほとんど戦った様子がないのだ。

「どーだ？　そっちは見つかったか？」

『ちょっと待って、取り込こみ中！……まだ。探さがしてるんだけど……』

　鈍にぶい音や悲鳴の後、遅おくれて返事が返ってくる。あっちは盛せい大だいに暴あばれているらしい。

　血臭漂ただよう廊下を進む。顔をしかめ、壁に赤を塗ぬった警備の前を通り過ぎた。

　待ち伏ぶせらしい攻こう撃げきも人の気配もない。罠わなを疑うたがったが、そのために警備の死体までは用意できないだろう。

「ギールの野や郎ろうだけ逃にげたなんてこと、ねーだろな……」

　長い廊下の角で一いつ旦たん止まり、耳と気流の微び妙みような変化で人の気配を探さぐる。

（やっぱ誰もいない、か……）

　念のため目視すると、警備の死体以外に意外なものも転がっていた。怪物の骸むくろだ。

　無数の弾丸を受け肉につ塊かいと化した怪物が、廊下のクロスに血だまりを作っている。数名がかりで完全に生体活動が停止するまで撃ちまくったらしい。

（だったら妙みようだよな……待ち伏せしてた奴らが不意を突かれるなんて矛む盾じゆんしてる……）

　開け放されたドアが目に入る。侵しん入にゆう者がここまで来ているのに何のリアクションもなく、そしてこの血臭が表すものはやはり──

　部屋の中は、予想通りの惨さん状じようを呈ていしていた。

　ただ、ここははっきり何者かと激はげしく争った形けい跡せきが残っている。四方八方に無茶苦茶に撃ちまくったようで、この部屋からは壊こわれていないものを探すほうが難むずかしそうだ。

　そして、部屋の中心に位置するソファーに──

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべたまま首から大量出血し、青白くなっているギールが座すわっていた。

　疑う余地もなく、完全に絶命している。ソファーに腰こし掛かけたままということは、この部屋に異常が起きたその瞬間には死んでいたということだ。つまり、不可思議なことに護ご衛えいに囲まれていながら、真っ先に殺されたのだ。

「……ティファ。聞いてるか？」

『……何？　ギール、いたの？』

「ああ、いたよ。けど……もう死んでた」

『なんで？　どーゆーこと？』

「詳くわしいことはわかんねー。けど、何かヤバい。死に方がおかしいんだよ」

　見たままの状じよう況きようを伝える。すると、ティファは少し考えるような間を置き口を開いた。

『……そんなの無理よ。透とう明めい人間にでもなんない限かぎりはさ』

「……なるほど、透明人間ね……」

『ちょっと、真に受けないでよ』

「否ひ定ていもできねーだろ？」

　累るい々るいと横たわる護衛を見回す。言い方は悪いが、もう見み慣なれてしまっていちいち気分が悪くなったりもしない。感覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。

　自身以外に動くものがいない中で、トーヤの耳は物が詰まったような雑ざつ音おん混まじりの息づかいを聞き取った。

　動かない護衛の一人に迷まよわず歩み寄る。ひどくか細いが、彼はまだ息があった。

「おい……聞こえるか？　しっかりしろ……」

　本ほん棚だなに赤い線を描えがき、床ゆかには大量の血が固まっている。背せ中なかを抉えぐられているようだ。どう見ても致ち命めい傷しようで、手の施ほどこしようがない。生きているというより、死にきれなかったといったほうが正しいだろう。

　男は弱々しく咳せき込み、口の端はしから新しい血を垂たらす。

「教えてくれ、何があった？」

　残ざん酷こくだと思いながら、問う。

「……ご、ふ……」

　震ふるえるように口を痙けい攣れんさせ、ひゅうひゅうと声にならない音を発する。死を前に伝えたいことは、そんなことではないのだろうが──

「わか……ない……何、も……見え……」

　ごぼ、と大量の鮮せん血けつを吐はき出し、いきなり肩かたに添そえられたトーヤの手首を摑つかむ。死にかけているとは思えない力だ。

「見え、ない……アルも、ハイ、ドも……みん、なガ……ラスの……」

　トーヤを摑む手がずるりと滑すべり落ちる。

「ガラスの……化け……」

　男の力が抜け、生気が急きゆう激げきに失われていくのがわかった。

　最さい期ごを看み取とった者として、息いき絶たえた男の目をそっと閉とじさせてやる。

「……見えないガラスの化け物、か」

　生きるという手しゆ段だんで戦い続けた男に礼を言い、サングラスの位置を直す。

「……ティファ。気をつけろよ。マジでいるらしいぜ、透明人間」

　こういうオカルトじみたことを言うのは正直躊躇ためらいがあったが、油ゆ断だんなく四方に気を配りながら耳に触ふれる。

『……はあ？』

「お前が言ったんだろ？」

『言ったけどぉ……そんなのどうやって気をつけるのよ』

「言い出しっぺが頑がん張ばれ」

『そんな無む責せき任にんな！』

「どっちにしろ、オレらでなんとかしなきゃなんねーんだ、一いつ旦たん合流するぞ。今どこだ？」

　ティファの現げん在ざい地ちを聞きながら、部屋の中をうろつく。今のところ自分以外の生者の気配はない。どれぐらい存そん在ざいしないふりができるのかわからないので安心はできないが。

　ふと思いつき、丸々としたギールの遺い体たいの懐ふところを探さぐってみる。

　内ポケットに目当てのものは入っていた。一企き業ぎようの社長ともなれば、その日その日のスケジュールは逐ちく一いち決めてあるはずだ。来客の予定なども当然。

　革かわ表びよう紙しにべったりと乾かわいた血の付着した手帳をぱらぱらとめくり、最近のギールのスケジュールをチェックする。

　どうでもいいが、ギールは手書き派はだったようだ。意外に丁てい寧ねいな字体で書き連ねてある。

　政せい治じ家かのように分単位で区切られた予定の間の一文に、トーヤは危あやうく手帳を握にぎり潰つぶしそうになった。

『α─11シリーズ引ひき渡わた日しび』──

　今日の日付の欄らんに、そう書かれていたのだ。

「あの女……！」

　番号こそ違ちがうが、αというのは昨日見たものと同じコードだ。同種の生物兵器だと見て間違いない。そして恐おそらく、マリアはこのことを知っているはずだ。あれほど周しゆう到とうに準じゆん備びをしている人間が、そこだけ調べが及およばなかったというのは不自然である。

「……やってくれるぜ……」

　階段を使うのももどかしく、トーヤは窓まどから直ちよく接せつ外に飛び下りた。




　　　　＊




　ゴッ！　ガッ！　ベギッ！

　引き金トリガーを引く間すら与あたえず、瞬しゆん時じに閃ひらめいた棍こんが男達を弾はじき飛ばす。防ふせげば最短最速で叩たたきつけられる打だ撃げきでその防ぼう御ぎよごと、避よければ直後に飛んでくる追撃の拳けん撃げき、蹴しゆう撃げきで問答無用に相手を戦せん闘とう不ふ能のうにする。銃と違い威い力りよくに細やかな加か減げんができるため、一撃で死に到いたらしめることはまずないが、その分相手を無力化するのにまったく容よう赦しやをしないのだ。裏うらを返せば、トーヤやジョウ以上に人体を破は壊かいする術すべを知っているということになる。彼女の恐ろしさは、まさにそこにあるといえよう。

　ティファは、もう屋や敷しき内をうろついている警けい備びらのことなど眼がん中ちゆうになかった。自分の口から出た『透明人間』などというオカルト生物が現実になっているらしいというトーヤの言葉に、頭を悩なやませているのだ。

　はっきり『在ある』と認にん識しきできないという、戦闘において絶対的な優位スペリオリテイを保ほ有ゆうしている相手に、自分はいかなる対たい処しよができるか。単たん純じゆんな力は問題ではない──自分だって、無防備で心しん臓ぞうを一突きされれば例外なく死ぬ。これは間違いないのだから。

（相手の不意討ちを読んでこっちから仕し掛かける……今のトコそれしかあたしが勝つ方法はない……）

　人好きのする美女の顔は消え、一人の戦士がそこにいた。




　　　　＊




　戦う、或あるいは殺す。

　それが彼らの動き続ける理由だ。

　彼らの脳のうは、初期作のα─11シリーズに比くらべてより人間に近い。いや、元が人間なのだから、より人間そのままといったほうが良いだろうか。従じゆう来らいの、脳がシンプル化されたタイプは、プログラムが容よう易いな分知能が低く、複ふく雑ざつな命令をこなせなかった。その問題を解かい消しようするため、脳を活発にし判はん断だん力を増ましたのが彼らα─００シリーズなのだ。

　しかし改良の結果、彼らの脳は人間と同じように入手した情報の整理と取しゆ捨しや選せん択たくをするようになった。意思を持った、と言ってもいい。

　そして、従来のタイプならばただ刷すり込まれるはずだったプログラムにさえも。強きよう制せい的に流し込まれたプログラムから不要な情報を取り除のぞき──忘ぼう却きやくし、必要なものだけを自らに組み込んだのだ。

　選択の基き準じゆんは、彼らの内の最も原始的な部分──本能に根ざす破壊衝しよう動どう。それさえ初期の段階で植え込まれたものだということを、彼らは知らない。知っている必要も疑うたがう必要もない。なんであろうと、そこにあるものが彼らの全すべてなのだから。

　彼らが必要としたのは、本能である破壊衝動に直結するコマンドプログラムだけで、あとはまったく無用の情報だったのだ。従うべき存在など必要ないし、守るべき存在も不要。それを暴ぼう走そうだというのは、創そう造ぞうした側の勝手な言い分だ。

　活動を妨さまたげていた道具が外された時、彼らの破壊衝動も解放された。新しく得た武ぶ器き──コマンドプログラムを元に自分達の部屋に踏ふみ込こんできた直立歩行の生物を破壊し、いつも透とう明めいな壁かべの向こうで自分達を見ていた生物を破壊し──

　生きている限かぎり、それは続けられる。

　なぜ殺すのか。獣けものは本能に従うものだからだ。

　殺してどうするのか。どうにもならなくなるまで殺すのだ。

　理由も目的もない。在ることにそんなものを求めるのは、人間だけだ。そういう意味では、彼らは既すでに人間ではない。

　そんな彼らの中にも、一体だけ特とく異いな存在がいる。それは、同類の獣の中では最も小こ柄がら（といっても標ひよう準じゆん的な人間に比べれば大きいが）で、力も創造主の理想を下回っていた。だが、それを覆くつがえすに足る能力が、彼だけには備そなわっていたのだ。

　彼らのオリジナルで、αと呼よばれていた少年が生まれ持っていた能力──光学迷めい彩さい能力が、同じ遺い伝でん子しを持つ彼に継けい承しようされていた。これは彼の創造主も知り得なかったことだ。

　彼は本能的にその能力を活用し、他の仲間とは異ことなる独どく自じの戦法を構こう築ちくした。姿すがた無き最さい凶きようの暗殺者の誕たん生じようである。

　そんな彼でも、生物である以上長く活動し続ければ当然疲ひ労ろうする。西側の館やかた、吹ふき抜ぬけのホール二階の手すりに腰こし掛かけ、次の獲え物ものを探さがす前の休息を取っていた。

　キィ……

　一階のドアが細く開き、人ひと影かげが滑すべり込んできた。

　これまで殺してきた生物とは微び妙みように形けい状じようが異なり、黒い棒ぼうのようなものを携たずさえているが、関係ない。獲物であることに変わりはないのだから。

　手すりの上に立ち、攻こう撃げき姿し勢せいを整える。無む論ろん、姿は消したままで。

　獲物が背せを向けた。急所ががら空きだ。

　爪つめを立て、軽く手すりを蹴けって跳ちよう躍やくする。着地に合わせて突つき出された鋭するどい爪は精せい確かくに獲物の白い首くび筋すじに突き刺ささり、気道と頸けい動どう脈みやくを破壊する──

　そうなるはずだった。

　しかし、その獲物は違った。彼の攻撃前ぜん兆ちようを一瞬早く察さつ知ちし、こちらに振ふり返ったのだ。




　ガキィン！

　動物的な勘かんが告げるまま咄とつ嗟さに掲かかげた棍こんに、何かが激はげしくぶつかって火花を散らした。

　充じゆう分ぶんなスピードと重さの乗った──恐らくは爪。そのベクトルが示しめすものは、容よう赦しやない急所への一撃。非ひ情じようなまでに純じゆん化かされた殺しの意思だった。

「ん……っ！」

　強きよう靭じんな筋きん力りよくで攻撃を押おし返し、相手と正対する方向に踏み出しながら棍を振るう。

　チッ

　棍の先せん端たんが、姿なき襲しゆう撃げき者を掠かすめた。

　そこから位置と間合いを計り、そちらに仮か想そうの相手を思い描えがき猛もう然ぜんと襲おそいかかる。ここで逃にがしたら次はないかもしれない。都合よく何度も勘が働くとは限らないのだから。

　だが手て応ごたえがない。人間ならばばらばらになっていてもおかしくないほどの猛もう攻こうだが、その全すべてが不発だった。

　ティファの目をもってしても一瞬相手の輪りん郭かくが見えただけで、その動きを完全に追いきることができなかった。失敗しても決して深追いせず、一撃離り脱だつを心掛けている。厄やつ介かいな相手だ──逃げられてしまったことを、ティファは苦々しく認みとめた。

「次は絶ぜつ対たい逃がさない……」

　次が必ずあると信じて、自分に暗あん示じをかける。

　気配はある。逃げるつもりは毛頭ないらしい。だが最初の一撃をかわされたことで警けい戒かいを強め、なかなか仕掛けてこない。膠こう着ちやく状じよう態たいだ。

　隙すきと居い場ば所しよの探さぐり合い。高レベルの神しん経けい戦に、先に動きを見せたのはティファの方だった。

　棍を両手で持ち、腰こしを落として身み構がまえる。

　こっちだって負けるつもりはない。勘が必要だというなら、何度でも勘を働かせればいい。集中しろ、そうすれば身体からだは必ずそれに応こたえてくれる。身に降ふりかかる危き機きをことごとく身体ひとつで切り抜けてきたティファはそう確信していた。

（最初に失敗したから、上からの攻撃はもうない……スピードに任まかせて一気に急所を狙ねらうか、気配を消して近づくか……）

　考えうるパターンを頭に羅ら列れつし、次々に消去法を適てき用ようしていく。

　羅列するほどに、自分との共通点が多いことに気づく。

（へたに突進するとカウンターを受けかねない……とすると……）

　──だから気配消していきなり飛びつくのは──

　先日トーヤに言われたことが頭を過よぎる。ふざけてよくやるのだが、あれはティファの特とく技ぎなのだ。

　この見えざるものも同じ──そう、自分なら──

「そのまま死角に回り込むっ！」

　がっ！

　振り返り、その空間を薙なごうとした棍に、何かがぶつかる。

　何が起こったのか、ティファは即そく座ざに理り解かいした。

　棍が打撃を与あたえる態たい勢せいになる前に、それを遮さえぎられたのだ。

（やばい……！）

　がっちり摑つかまれている。力任せに引き剝はがすか、思い切って棍を手て放ばなすか。

　ティファは迷まよわず棍から手を離し、大きく後方に跳とんだ。

　ぴっ

　ふわりと流れたポニーテールが鋭い風に弾はじかれ、髪かみの毛が数本宙ちゆうを舞まう。

　武ぶ器きを手放すことを躊ちゆう躇ちよしていたら髪の毛を切られるだけでは済すまなかっただろう。物心両面の死角からの攻撃を見切り、紙かみ一ひと重えでかわしてみせたのだ。

　そして同時に、反撃のチャンスをも摑んだ。相手の姿は見えなくとも、奪うばわれた棍は見える──宙に浮うくそれが、存在の目印になっていた。

　拳を固め、打った部位の破壊のみに目的を絞しぼった渾こん身しんの力をそこに込める。

　ティファの肉体から生み出される爆ばく発はつ的なエネルギーがそれに叩たたき込まれようとした時──

　ホール玄げん関かんのドアが開き、よく見知った人ひと影かげが姿すがたを現あらわした。

　彼の手にはどこかから調達してきたらしいＳＭＧが携えられている。

　持ち主の手から離れて浮かぶ棍を見て、トーヤは状じよう況きようを瞬しゆん時じに読み取った。

「そこかぁっ！」

　ばらららららららっ！

　ティファが慌あわてて踏ふみ止とどまるのと同時に、トーヤは不ふ可か視しの敵てきに引き金トリガーを引く。

　ティファに足早に歩み寄りながら、棍を捨すてて回かい避ひ行動をとるそれの動きをまるで見えているかのように銃口の先で追い、フルオートで掃そう射しやする。片かた手てで構えていながらほとんどブレることなく、弾丸は等間かん隔かくで壁かべに穴あなを穿うがった。

　ばららららららら……

　元々残ざん弾だんは少なかったのかあっという間に弾倉マガジンを空にしたＳＭＧを捨てると、一分の隙もなく腰の銃を抜く。

「……よっ」

　視線を移し気楽に手を挙げるトーヤに、ティファはずいと詰め寄って唇くちびるを尖とがらせた。

「よっ、じゃないわよ！　もうちょっとだったのにっ！」

「何言ってんだ、大ピンチだったじゃねーか」

「大チャンスだったの！　もー、また逃げられちゃったじゃない！」

　二秒ほど睨にらみ合った後、主観の違ちがいだということに互たがいに気がつき、目を逸そらして背を合わせるように構える。どちらから言い出したでもなく、ごく自然に。

「……ありがと」

　礼を言うティファに、トーヤは無言で懐ふところから取り出した手帳を差し出すことで答えた。

「！……何コレ？」

　血ち塗まみれの手帳に一瞬触さわるのを躊躇したが、もう固まっているのを確かく認にんして指先で摘つまむ。

「ギールのスケジュール表」

「取ってきたの？」

「ああ……なあティファ」

「ん？」

「こいつはオレが相手すっから、他の任されてくれるか」

　ティファの眉まゆがぴくりと上がった。

「でもって、こいつ片かた付づけたらオレはそのままマリアを追う」

「……なんでよ？」

　怒おこったような、トゲのある疑ぎ問もん符ふが跳はね返ってくる。

「あの女の目的はやっぱ生物兵器だよ……こいつらと同じな」

「でも……」

「このまま黙だまってられねーだろ？」

　ティファの言わんとしていることはわかる。危き険けんは百も承しよう知ちだ。

「……いいよ。すぐ帰ってくるって約束するなら」

「約束って……ガキじゃねーんだから」

「子こ供どもよ。あたしはいーっつもフォローばっか」

「それは感かん謝しやしてる」

「……ＯＫ。ならちゃんと誠せい意い見せないと許ゆるさないからね」

　放ほうり捨てられた棍はトーヤが入ってきた玄関そばに落ちている。それを横目で確認してから、背中のトーヤに言った。

「あいつは譲ゆずったげる」

「悪いな、押し付けるみたいで」

「それはお互い様。じゃ……」

　背中の気配が遠ざかっていく。

　油断だけはせぬまま、棍を拾って玄関ドアを薄く開けると、半分だけ振り返ってトーヤの後ろ姿に言い含ふくめる。

「気をつけてね……」

　トーヤは振り返らず片手を挙げてひらひらさせると、ドアの閉しまる音を聞いてからざっとホールの空間を見回す。

　窓まどは全すべてはめ殺し、庭や別室に通じるドアはしっかり閉められている。必ず何か動かさないと──つまり音を立てないとここから離り脱だつできないわけだ。そして、トーヤの耳はそうしたほんの僅わずかな音さえも聞き取り、即そく座ざに反はん応のうできる。

「さて……今度はオレが相手になってやるぜ」

　滑すべるように立ち位置をずらし、足元の床ゆかの一点に目を留とめた。タイルにたった今落ちたばかりの血けつ痕こんが飛び散っている。やはり何発かは当たっているらしい。出血量からしてあまり効きいているようにも思えないが、手負いで血を流していることは確たしかだ。

「α、ってんだよな、お前……」

　目に映うつらない相手の静かな息づかいを鼓こ膜まくで捉とらえながら、呟つぶやく。

「そうだな……姿すがたを消せるから──α─インヴィジブルってとこか。なあ？」

　聞こえているとして、トーヤの言葉を解しているのだろうか。

　返答を期待したわけではないが、こうまで無音だと耳が痛いたくなってくる。ただでさえトーヤの耳はすこぶる性せい能のうがいい──音に対して敏びん感かんにできているのだ。

「リアクションなしかい……」

　あっても困こまるが、ぼやく。

　静かであるうちは、索さく敵てきに集中できる。おかげで大体だが相手の位置が『視みえて』いる。だがそれをあまり意い識しきしすぎるのは得とく策さくではない。相手は優すぐれた判はん断だん力を持ち単たん独どくで戦せん術じゆつを組み立てられる戦せん闘とう兵器なのだ。自分の位置がバレていることに気づいたら、本来の力押しに切り替かえてくるだろう。姿の見えない相手との格かく闘とうなど危険極きわまりない。

　だから、わざと隙すきを見え隠かくれさせて狙ねらわせておいたほうがいい。

　勝敗を決める一瞬まで手の内を見せない──それがトーヤのスタンスであり最大の武ぶ器きなのだ。

　頭上に目を向け、トーヤはにっと口を弧この形にした。ジョウとの勝負の際にも見せた、ティファいわく『悪いことを考えている』笑えみだ。

　頭上を見上げ、視線の先に銃口を向け引き金トリガーを引く。

　ズシャアァンッ！

　ホールにぶら下がる趣しゆ味みの悪いシャンデリアが、支ささえを失い落下してくる。

　さらに数発、同じように発はつ砲ぽうし、同じ数だけシャンデリアを落とす。甲かん高だかい大音おん響きようがホールに響ひびき渡わたり、粉々に砕くだけたガラスが床一面に撒まき散らされる。

「ついでだ」

　シャンデリアだけでなく、目に入る小さな照明も撃うち壊こわす。めぼしいガラス製せい品ひんをほとんど破は壊かいし尽つくすと、銃じゆうをホルスターに戻もどしコートの裏うらから手持ちの手しゆ榴りゆう弾だんをありったけ取り出して二階回かい廊ろうに放ほうる。

　ドォン！　ゴゥン！　ドオン！　ズゥン！

　強力な炸さく薬やく入りの榴弾が爆ばく裂れつし、破壊された回廊が一階に崩ほう落らくしてくる。

「……手抜き工事じゃねーのか……？」

　思っていた以上に壊れた回廊に、皮肉げに苦く笑しようする。

　別にストレス解消のためにやったわけではない──床一面に散らばった無数の残ざん骸がい、そしてもうもうとまき上がる埃ほこりや硝しよう煙えん──それが欲ほしかったのだ。

　自分に有利な環かん境きようを作り上げ、トーヤは脇わきから大型の拳銃を抜いた。

　この銃には、ダン特製の徹Ａ甲Ｐ弾だんが込こめてある。防ぼう弾だんベスト並なみの強度を持つ怪かい物ぶつの身体からだでも、貫かん通つう力だけなら50口径の機銃弾に匹ひつ敵てきする（とダンは言っていた）この弾頭には耐たえられまい。

　問題は、それをいかにして見えない相手に撃ち込むかだが──

　トーヤはサングラスを外すと、そっと目を閉とじて自身の視界を完全に封ふうじた。戦っている最中に目をつぶるなど愚ぐ行こうとしか思えないが、目を開けていても、どうせ相手は見えないのだ。トーヤにとってそれは、視覚以上に精せい密みつに相手を『視る』ことのできる感覚を呼よび起こす儀ぎ式しきのようなものだった。サングラスを畳たたんで懐ふところに収おさめ、敵──α─インヴィジブルの動向を探さぐる。

　ぱりっ

　ガラスが踏み割わられる、かすかな音。普ふ通つうの人間ならばまず聞こえないであろうその音が、α─インヴィジブルの動作をトーヤに伝えていた。だが反はん応のうはしない。反応すべきは、相手が攻撃してくるその一瞬だけでいい。

　ガラスの結界は相手の位置を、気流の変化は相手の動きを──

　ぱりっ！

　またもガラスが踏まれ、気流が乱みだれた。

（来たっ……！）

　待っていた一瞬が訪おとずれた。

　ガラスを撒いたのは、その音で接せつ近きんを察知しようと思ったからではない。そうしなければ察知できないと思わせるためだ。

　相手の接近は、別の音──呼こ吸きゆうや、当人は消しているつもりの足音で知れる。体たい勢せいはわからないが、攻こう撃げきのタイミングは充じゆう分ぶん読める。

　思った通り──α─インヴィジブルはトーヤを人間だと思って舐なめていた。

　方向は右後方。並の人間ならば、わかっていても避よけられなかっただろう。それほどに速い。だがトーヤは、むしろ余よ裕ゆうを持って振り返り、かっと目を見開く。

　トーヤにとっては当然に、α─インヴィジブルにとってはまったく意外に、頸けい動どう脈みやくめがけて迫せまる爪つめは寸すん前ぜんで目標を見失った。

　ほとんど見えていないトーヤの眼めは、いや、だからこそか、眼がん前ぜんに襲おそい来る見えないはずのものの姿を、輪りん郭かくのぼやけた世界の僅わずかな歪ゆがみとして捉とらえていたのだ。

『視えて』いるものを避よけるのは、トーヤには難むずかしいことではなかった。

　チッ

　頰ほおを掠かすめて過すぎた見えない腕うでを、トーヤはクロスカウンターの要よう領りようで絡からめ取り、同時に相手の動きに合わせて後ろに跳とぶ。

　どんっ！　とα─インヴィジブルとトーヤの肩かたがぶつかる。単たん純じゆんな体重差に押おされてずるずる後こう退たいしていくが、トーヤは敢あえてそれには逆さからわず、左手にぶら下げていた拳銃を相手の腕の付け根──脇わきの下に突きつけ、引き金トリガーを絞しぼった。

「これなら見えなくても──」

　ドンッ──！

　銃のリコイルと同じだけ、それの身体が跳ねる。

「関係ねーだろっ！」

　ドンッ！　ドンッ！　ドンッ！

　大口径の徹Ａ甲Ｐ弾がα─インヴィジブルの表皮をやすやすと破やぶり、一直線に内部を突き抜けていく。

　今まで一言も声を発さなかった暗殺者が、苦く悶もんの声を漏もらしてぐらりと傾かしいだ。

　それは前のめりに倒たおれ、ずしりと体重がトーヤに圧のし掛かる。

　透とう明めい化かする力が衰おとろえてきたのか、ぼんやりとその全ぜん容ようが滲にじみ出してくる。

「……オレの、勝ちだ……」

　高こう揚よう感など欠片かけらもなく、苦りきった表情で呟つぶやく。

「戦わなくてもいいんだよ……もう眠ねむってくれ」

　こうするしかない──戦えるだけの力を失ったその背中に、銃口を向ける。

　ドンッ──！

　弾丸がその胸むねを突き破り、床を穿うがった。α─インヴィジブルはどさりと重苦しい音を立てて床に倒れ伏ふす。

　じわじわと赤い染しみが床に拡ひろがり、濡ぬれたような漆しつ黒こくの体毛に包まれた獣けものの姿が露あらわになった。

　息はまだある──だが出血、被ひ弾だん部位どちらをとっても致ち命めい傷しようだ。即そく死ししないだけ、その並なみ外はずれた生命力が哀あわれでもあった。

「……くそっ……」

　頭に向けようとした銃を下げ、安全装そう置ちをかける。

　そうすることしかなかったために戦い倒れた者に、トーヤはどうしても止とどめを刺さすことができなかった。

　怒いかりをぶつける相手はもういない。後味の悪さを覚えたまま、トーヤはホールを後にした……
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「見えた……」

　全速力でヘリを飛ばし、マリアは『商品』を載のせたタンカーにほどなくして追いついた。

　ギール邸ていで起こっていることとは無関係に時間通り出港し、指定の航路を取っている。

「アディア、準じゆん備びはいいわね」

「はいぃ、ＯＫでぇす」

　リュックから爆ばく弾だんを一つ取り出し、にっこり微ほほ笑えむ。

　このアンドロイドのイライラする喋しやべり方に我が慢まんしているのも、たった一つの単純明めい快かいな理由──使える道具だから、だ。人間は考えるし、主しゆ張ちようする。邪じや魔まになるだけだ。それに第一、自分のそばに人間がいては困るのだ。

「いくわよ」

　操そう縦じゆう桿かんを倒し、タンカーの上空に機体を保たもつ。

「……今よ、落として」
















「はいぃ」

　ぽいっ、と爆弾を投げる。狙ねらい違たがわず爆弾はタンカーの通信レーダー付近に落下する。

「シリアル番号は？」

「２２のＡ番でしたぁ」

「２２─Ａね……」

　起爆装置を操そう作さし、無む造ぞう作さにスイッチを押おす。

　キュゴォン！

　にわか作りの爆弾だが威い力りよくは申し分なく、レーダーは粉々に破は壊かいされた。

「二個こ、適てき当とうに」

　指し示じ通りアディアが爆弾を落とし、マリアが起爆させる。

　ゴォォン！　キュドォン！

　上空からの爆撃は早々に切り上げ、タンカー前方、油ゆ槽そうの真上にヘリを降おろす。

　普ふ通つうの船せん舶ぱくに比くらべてこのタンカーの船員の数は少ない。ほとんど自動化されているので、極きよく端たんな話一人でも操船できるのだ。

「アディア、わかってるわね？」

「了りよう解かいしてますぅ」

　無邪気な返事に頷うなずくと、小型のマシンガンを片かた手てに独ひとり船上を駆かけ出す。

　ことは迅じん速そくに運ばなくてはならない。船員が事じ態たいを理解する前に。

　船の構こう造ぞうは完かん璧ぺきに頭に入っている。船員さえも知らない操そう舵だ室しつへの最短ルートなども、走りながらすらすらと思い浮うかぶ。まあ元々そう複ふく雑ざつなものでもないが。

　出くわした船員は二、三発撃うって威い嚇かくし、階かい段だんを使わずに登れるところは登り──

　着船から三分と経たたぬ間に、マリアは操舵室に踏ふみ込こんでいた。

　自分の足で走るのは苦手なので少し息は上がっているが、それはなんとか誤ご魔ま化かして操舵室にいた男達に銃じゆうを突つきつける。

「死にたくなかったら手を上げて」

「な、なんだ君は!?」

　聞くまでもないでしょ──喚わめきそうになるのを堪こらえ、努めて冷静に用よう件けんを伝える。

「シージャックよ」

　空いた手でリモコンを取り出し、ぴっぴっと操作する。

　ゴ……ン！

　またも船上で爆発が起こり、衝しよう撃げきが操舵室の窓まどをびりびりと振しん動どうさせる。

「なんのつもりだ！」

「だからこの船が欲ほしいのよ……船長は誰だれ？」

　並ならばせた三人を順々に見み据すえる。

「わ、わたしだ……」

　一歩前に出て答える真ん中の男。黒くろ髭ひげに白はく髪はつというアンバランスな顔をしている。

「そう。じゃあなたは残って、あとの二人はさっさと出ていってくれる？」

　有う無むを言わせぬよう銃で足元を撃って脅おどかし、ドアを閉しめて内側から鍵かぎを掛かける。

「この船を奪うばってどうするつもりだ!?」

「さあ……どうしようかしら。少なくともあなたには関係ないことね」

　リモコンを持った手で前まえ髪がみを横に除のけ、息をつく。

「それじゃ、早さつ速そくだけど避ひ難なん警けい報ほうを出してもらおうかしら」

「馬ば鹿かなことを。そんなことできるわけが──」

　ぴっ

　ゴゥン……！

　さっきより近い場所に火柱が上がる。

「……運がよかったわね。場所が悪かったらこの船丸ごと吹ふき飛んでたわよ」

　船内では、別行動をとっているアディアがあちこちに爆ばく弾だんを撒まいているはずだ。油槽に近い場所で爆発し、引火したら、マリアの言った通りのことが起こるだろう。

「いかれてる……」

「だから何？　相あい棒ぼうはもっといかれてるわよ。どうする？　もう少しギャンブルしてみる？　船長さん」

　にやりと笑ってみせる。いかれてると言うならそういうふうに演えん技ぎしてやればいい。

「くっ……」

　人数は多くないが、命を預あずかっている船員達を危き険けんに晒さらすわけにはいかない。船長は歯は嚙がみしながら従したがった。

「……素す直なおで助かるわ。従う気がなさそうだったらあなたを殺して自分でやるつもりだったけど、面めん倒どうだものね？」

　船全体にけたたましいアラームが鳴り響ひびく。

「ご苦労さま。さて、次はあなたの部下がどれぐらい手て際ぎわ良よく避難できるかだけど……そうね、十分もあれば足りるかしらね？」




　　　　＊




　トーヤから預かった手て帳ちようによれば、ゼムらドルイドのメンバーがここに来る予定になっていた時じ刻こくは十時ちょうど。そして今は正午前。どう考えても遅おそすぎる。ティファはまず来客用の駐ちゆう車しや場じように向かっていた。いないということだけでも確かく認にんできればそれでいい。

『ティファ、聞こえるか？』

　走りながら、トーヤからの通信に答える。

「……どうしたの？」

『透とう明めい人間は……倒たおしといたぜ』

　心なしか声に覇は気きがない。

「そう……よかった。怪け我がはない？」

『ああ、かすり傷きずだよ。心配すんな』

「……そんな沈しずんだ声で言われたら、心配するに決まってるじゃない」

『はは、そうだな。ま、かすり傷ってのはホントさ。どってことねーよ』

　勝気に笑うトーヤの表ひよう情じようが目に浮うかぶ。彼の言葉に噓うそはない。

『じゃ、行ってくるわ。ここは任まかせたぜ』

「うん、大だい丈じよう夫ぶ、任せて……」

　淡たん白ぱくに通信が切れる。

　本当は行かないでと言いたかった。無理やりにでも止めようと思った。

　トーヤが追っているのは、あの女ではなく彼女が盗ぬすもうとしている生物兵器で、それが誰かの手に渡わたる前に破は壊かいするためだ。真しん剣けんになる気持ちもわかるし、自分が代わりに行ってもいいと思っていた。

　そうして納なつ得とくしたつもりだったが、どこかでそれに異いを唱える自分がいた。

　トーヤはあの女に惚ほれているんじゃないか──だから、馬ば鹿かなことをしている彼女を止めようとしているんじゃないか──ティファの中では、それはまったく無む根こん拠きよな想そう像ぞうではなかった。

　マリアは美人だ。それは認みとめる。トーヤが女に甘あまいのは今に始まったことではないが、それだけに、トーヤがいつ本気になるかティファは内心いつも気にしていた。

　トーヤとは、お互たがいに命を預け合える最高に頼たよれる対等の仲間でいたいし、自分にはその資し格かくがあると思っている。だが、トーヤにとってそうではなくなったら──自分がそういう唯ゆい一いつのものでなくなってしまった時、それでも変わらず仲間でいられるか、自信がないのだ。

　独りになった時いつも思う。自分は独どく占せん欲よくが強い嫌いやな女だと。だから邪じや魔まな存そん在ざいになってしまうのが恐こわくて、不安で──

（トーヤの馬鹿……）

　つらくなる。

　馬鹿力で、無む茶ちや苦茶に強くて、底無しに明るく能のう天てん気き。そうあろうと思い着けた仮か面めんの裏うらには、不安定でややこしく、矛む盾じゆんだらけの本当の自分がいる。

　わがままなのだろう。今は一人ぼっちじゃない。今が一番楽しくて気分がいい。だから、変わって欲ほしくない。今がずっと続いて欲しい。

　──変化は自分を独りにするから。

　いつから、こんなことを考えるようになったんだろう。

　小さな頃ころのことは──正直、あまりよく覚えていない。でも、それなりに幸せな、活発でおしゃべりな子だったと思う。昔の自分を知るトーヤやメイフォンといった人物は仮面をかぶった自分を『お前は全然変わらないな』的な目で見るから、昔は仮面なしで、天然にそうだったのだろう。

　それが今では、友好的なようでいて肝かん心じんなところでは他者を激はげしく拒きよ絶ぜつしている。

　どう否ひ定ていしようと、他者から見れば自分は確たしかに化け物だから。もしかしたら、人間だと思っているのは自分だけなんじゃないか──そんな疎そ外がい感。

　一度だけ、トーヤにそれとなく話してみたが、『お前が思ってるほど他の奴やつらは気にしてねーと思うぜ。考えすぎなんじゃねーの？　はっはっは』云うん々ぬん……もう少し真剣になってくれてもいいじゃない！　などと独ひとりで勝手に怒おこって、トーヤはそれに逆ぎやくギレして、あとはまあ……自分から謝あやまって、うやむやになったままだ。

　今思えば、トーヤも同じことを考えてくれていると勝手に期待して、それが裏切られたからといって一方的に彼を責せめてしまったのだ。なんて自じ己こ中。人のことは言えない。

（あたしも、馬鹿だ……）

　今いま更さら切れない、半身とも言うべき絆きずなが二人の間にはある。他人だが他人じゃない。だからお互いが占しめる存在の大きさは、何があっても変わらない。それが信じられないから、トーヤを信じることができてないから、不安になるのだ。杞き憂ゆうだと思えなくなるのだ。

「あたしは強くない……でも、負けないから」

　マリアに宣せん戦せん布ふ告こくの拳こぶしを突つき出す。

　気弱な子こ供どもの顔から柔やわらかな少女の笑え顔がおに、そして不ふ敵てきな美女の微び笑しようを経へて、戦場を駆かけ巡めぐる戦士の顔が戻もどってくる。コロコロ変わる表情は、多面的な心から生まれる彼女の魅み力りよくの一つだ。

　ＩＳＯＮになったことで、自分の人生は狂くるわされた。しかし、ＩＳＯＮにならなかったら今自分はここにいない。十四歳さいで早々とその生しよう涯がいを閉とじていただろう。自分をＩＳＯＮにした医い療りよう技ぎ術じゆつを恨うらむのは筋すじ違ちがいというものだし、自身を憎にくむのも然しかり。

　これからもずっとこの自分で生きていくのだ。ここにいるのはちょっと変わったただの人間の掃除人スイーパー。そして、人間として戦っている。人の悪は人にしか正せないからだ。今回は少々個こ人じん的感かん情じようが含ふくまれるが、やることは変わらない。できることをする、それだけだ。

　ドガッ──！

　地下ガレージの強化扉とびらを、蹴けりの一発で弾はじき飛ばす。

　この屋や敷しきの主人がかなりの車コレクターであることは、その筋では結けつ構こう有名な話である。財ざい力りよくにものを言わせ、乗りもしない高級車を多数保ほ有ゆうしているという。

　噂うわさ通り、ちょっとした駐ちゆう車しや場じようほどもある地下空間に、様々な車が並ならんでいる。値ねが張はるということ以外に特に共通点も見えないが。

　それよりも、ここはひどく焦こげ臭くさい。ガソリンが燃もえているような……

　人の気配を探さぐりながら、奥おくに歩を進める。

　コンクリート柱の陰かげから半分だけ顔を出し、臭においの元を確かく認にんする。

　やはり車だ。あらかた燃えた後で、内ない装そうがまだ燻くすぶっている。

「今更何があってもたいして驚おどろかないけど」

　というより、何かあって、それは既すでに終わっている。

「あちこちに弾だん痕こん……それから死体。燃えた車、か」

　やはりここでも、戦せん闘とうがあったようだ。燃えた車の中に、正せい視しに堪たえない死体が一つ残っている。無む造ぞう作さに乗り捨すてられた車の周りに、外で見たのと同じような死に様の死体もごろごろ転がっている。ただ、格かつ好こうはまちまちで、一見してここの警けい備びではないとわかる。とすると、彼らは──

「『ドルイド』か……」

　一いち応おう、来ることは来たらしい。で、いきなり襲しゆう撃げきを受けた。

　凄せい惨さんな光景が目に浮うかぶようだ。突とつ然ぜん攻こう撃げきされ、訳わけもわからずほとんど一方的に──

　陰いん鬱うつな気分で、仕事に戻る。といっても掃そう除じではなく、単なる死し亡ぼう確認だ。恐おそらくゼムの遺い体たいもここのどこかにあるはずだから。

　いくつかの骸むくろの、苦く痛つうに歪ゆがんだ顔を確認して──車の陰に見つけた六人目の顔が、手配写真と一いつ致ちした。

「……ゼム・クライツェン……」

　首を異い様ような角度にひん曲げた瘦やせぎすの髭ひげ男おとこの脈を取り、首を横に振ふる。

　因いん果が応おう報ほうだと思うが、やはり人が死んでいるのを見ると気が重くなる。

　通話状じよう態たいにしてトーヤに呼よびかけてみるが、返事はない。仕方ない、事後報告だ。

　ガンッ！

　重いものが車をへこませる音に素す早ばやく振り向くと、黒い毛け並なみの豹ひようのような獣けものが年代もののクラシックカーのボンネットを潰つぶしていた。

　見れば、あちこちに銃じゆう創そうがあり、ぽたぽたと血を滴したたらせている。それだけでなく、全身に浴びた返り血が体毛に染しみ込こみ、固まっていた。

　これが、本当の姿すがた。透とう明めいなやつではないらしい。トーヤが相手したのは特別か。あんなのばかりだったらと心配していたのだが。

　シャアアアァッ！

　あれに比くらべれば、なんてことない。

　牙きばを剝むき出し襲おそいかかってくる獣に、棍こんの先せん端たんを向ける。

　ヒュドッ！

「ガゥッ！」

　ストレートに突き出された爪つめはティファの眼がん前ぜん数十センチのところで止まった。

　腕うでの付け根に食い込んだ棍が邪じや魔まして、棍の長さより内側に踏ふみ込めなかったのだ。

　さらに目を疑うたがうようなことが起きた。

　獣が即そく座ざに棍を横に弾いて前進しようとすると、ティファは同じだけ後ろに退ひいてまた間に棍を割わり込ませる。後ろに下がればその分だけ前に出る。左右に躱かわそうとしても、ティファは巧こう妙みように棍の方向と重心をずらしてやはり棍を外させない。

　右手だけで支ささえられた棍一本で、相手の進攻を阻はばんでいるのだ。

　精せい確かくな読みと見切り、そして体さばきがあってこその技わざで、力だけでは到とう底てい不ふ可か能のうな芸当である。

「……それじゃ、力のほどはわかったから──」

　ティファの棍を握にぎる手が、かすかに震ふるえた。

　ズン……ッ！

　音はほとんどしなかった。しかし、伝わった衝しよう撃げきを音で表すとしたらそうなるだろう。

　触ふれさせていただけだった棍に、捻ひねりと瞬しゆん間かん的な加重を与あたえて押おし込んだのだ。正真正しよう銘めいの『寸すん勁けい』である。

　限界まで伸のびたゴムに引っ張ぱられるように後方に吹ふき飛ばされ、駐車してある車に激げき突とつする怪かい物ぶつ。

　棍に接せつしていた肩かたは、今ので完全に砕くだけただろう。力無く垂たれ下がる腕をだらりとさせ、獣は苦く痛つうと怒いかりの混まじった唸うなり声を発して立ち上がる。

「ごめんね……」

　体たい勢せいを整える間も与えず、ティファは相手の懐ふところに踏み込み、裂れつ帛ぱくの気合を乗せて鋭するどい呼こ気きとともに中心に拳こぶしを叩たたき込んだ。

　ズシン……

　爆ばく風ふうのような衝撃が獣の身体からだを走り抜ぬけ、体毛が一瞬逆さか立だつ。

　拳を受けた場所から打撃は波のように浸しん透とうし、全身にダメージを与えていた。筋きん肉にく組そ織しきを断だん裂れつさせ、弱い血管を破は裂れつさせ──

　中身からボロボロになった怪物に、ティファは両手で持った棍を振りかぶり、一気に振り抜いた。

　すくい上げるなどと生やさしいものではない。バットの真ま芯しんで捕とらえられたボールのようにぐにゃりと曲がった獣の巨きよ体たいは、緩ゆるやかな放物線を描えがいて宙ちゆうを舞まい硬かたいコンクリートの地面に叩きつけられた。

「ふー……」

　ひゅん、と棍を鳴らし、構かまえを解とく。

　ずる……ずる……

　どのシミュレーションとも符ふ合ごうしない性せい質しつのダメージを受け、混こん乱らん状態に陥おちいったα─００１１は、本能的にその敵てきとの距きよ離りを取ろうとしていた。

　自じ己こ診しん断だんの結果が致ち命めい的なものであったとしても、辛かろうじて残った生命いのちの一ひと欠片かけらまで足あ搔がき、血の泡あわを吐はきながら動かない身体を無理に引き摺ずっている。どこに行くというのか──居い場ば所しよも無く、帰るべき場所もない彼は。

　死に至いたるまで、もういくばくもあるまい。

　キラッ

　と、獣の周囲で、何かが光る。

　ティファの視し力りよくは、それの正体をはっきりと見た。

　それは、ごく細いワイヤーだった。それが生き物のようにうねり、獣の首に巻きつき、

　ぶつん

　あっという間に頭と胴どうを切り離はなしてしまった。

「な……」

　音もなく高速で迫せまる凶きよう器きを紙かみ一ひと重えで見切り、ティファは自分の手足の代わりに棍をそのワイヤーに絡からませた。

　棍に巻きついたワイヤーが引かれるのに抗こうせず、棍とともに攻こう撃げき方向に向き直る。

「……誰だれかしら？」

　滑なめらかな切り口を晒さらす獣けものの骸むくろが、べしゃりと嫌いやな音を立てて倒たおれる。ティファの全力の拳けん打だで、全身の組織が潰つぶれて崩くずれかけていたのだ。

　怒り混じりの冷たい声に、その人ひと影かげは答えた。

「ほぉ……女がいるとは思わなかったな……」

　にやりと笑った顔が、ティファの記き憶おくにある顔と合がつ致ちした。

「ルーカス・ブラッド……？」

『生死を問わず』指定賞金首、賞金は１６５万ＮＥドル。罪ざい状じようは確かく認にんできただけでも殺人が七件けんと死体損そん壊かい。プロの殺し屋を自じ称しようする殺人鬼きで、『ドルイド』と繫つながりがあると思われる。

　ティファが覚えている賞金首の中でも、ルックスも含ふくめて最悪の部類に入る人物だ。

「なるほど、掃除人スイーパーか」

　ワイヤーを解ほどいて引き戻もどし、いきなり懐に手を差し入れる。

　掃除人スイーパー。それだけで殺す理由としては充じゆう分ぶんだろう。理由もなく楽しんで人を殺すような男だから関係ないだろうが。

　サイレンサー付きの銃じゆうを出した。だが撃うたせるつもりはなかった。

　銃口はまだこちらを向ききっていない。それより早くこっちの攻撃が届とどく──

「────！」

　だんっ！

　しかし、ティファは寸すん前ぜんで横に跳とんだ。

　獣の首を飛ばしたものよりずっと細いワイヤーが、ルーカスの前に張はりめぐらされていたのだ。気づかず突つっ込んでいたら輪切りになっていただろう。

　甲かん高だかい音に射しや出しゆつされた弾だん丸がんは逸それ、高級車のガラスが割われる。

「くっ……！」

　連射される銃弾を避よけながら後こう退たいし、停とめられた車の陰に隠かくれる。

　だが危き険けんはそれだけでは収おさまらず、ワイヤーの先に付いた小さな金きん属ぞく片へんが二つ車を迂う回かいしてティファに襲おそいかかってきた。

　一つは棍こんで弾はじいたが、もう一つは防ふせげない。車の陰から追い出されたティファをまた銃撃が襲う。

　隠れたつもりでもワイヤーの攻撃が来る。近づけないから攻撃もできない。防ぼう戦せん一方になり、どんどん距離が離されていった。

「ひゃははははは！　よく逃にげたなぁ！」

　攻撃が止やみ、柱の陰に隠れたティファに哄こう笑しようが送られる。

「あの化け物だってこうは躱かわせなかったぜぇ？　たいしたもんだ！」

「……ちっとも嬉うれしくないわね、あんたなんかに誉ほめられても！」

　銃声が響ひびき、隠れた車に穴あなが空く。サイレンサーを外したらしい。

「こんな化け物を素す手でで殴なぐり殺すなんざ、普ふ通つうじゃねぇなぁ？　もしかして、おまえさんもＩＳＯＮってヤツか、ん？」

　答えず、腰こしの後ろに提さげてある自動小銃を抜ぬいて男めがけて発はつ砲ぽうする。

　だがまったく当たらない。一いち応おう銃は一通り使えるが、射撃はもともと苦手なのだ。的が止まっていればともかく、動いているものに当てる自信はあまりない。

「も、ですって？」

「初めてだぜぇ、同類に会うのはよ」

　どうやらあの男もＩＳＯＮらしい。だが同類という言葉にはさすがにかちんときた。

「一いつ緒しよにしないで。気分が悪くなるわ」

　ＩＳＯＮ同士で戦うのは、なにもこれが初めてではない。奇き跡せきでも起きなければ会えないほど少なくもないのだ。ただ、悲しいことにティファの知るＩＳＯＮはトーヤを除のぞけばほとんどが犯はん罪ざい者しやである。

　犯罪者に特別ＩＳＯＮが多いというわけではない。捕つかまえた賞金首がたまたまＩＳＯＮであることが多いだけだ。

　武ぶ力りよくや権けん力りよく、知力に財ざい力りよく等々……力といってもいろいろだが、それは往おう々おうにして人を酔よわせる。酔って善ぜん悪あくの見分けがつかなくなれば、それは害になる。前例を挙げればきりがないが、とにかく、ＩＳＯＮになったことで力を得たとか、自分は選ばれた存そん在ざいだとか勘かん違ちがいした者が、犯罪行こう為いに手を染そめるというのはままあることなのだ。

　さらに言えば、ＩＳＯＮがその能のう力りよくを存分に発はつ揮きして犯行に及およべば、非ひ常じようにたちの悪いことになる。常じよう人じんの手に負えない──凶きよう悪あく化かして、法が適てき用ようされ、賞金がかかる。そうなると掃除人スイーパーの出番だ。

　そういう賞金首を捕まえられる掃除人スイーパーは限かぎられてくる。それを指し摘てきされてどきりとしたのはごく最近の話だ。

「おーおー、つれねぇじゃねぇかよ。仲良くしようぜ化け物仲間同士」

　ぶち……

　手のひらを包む指なしグローブの生き地じが悲鳴を上げた。

　──いや、それはティファの怒いかりのスイッチが入った音だったかもしれない。

　仲間、化け物──それは、ティファの前では決してふざけ半分に軽々しく口にしていい言葉ではなかった。

「……冗じよう談だんじゃ、ないわ……」

　狙ねらい撃うちされることも意い識しきから吹ふっ飛び、ティファはすっと立ち上がった。

　どぱんっ

　無む造ぞう作さに叩たたきつけた拳こぶしの前に、防ぼう弾だんガラスがあっさり粉々に砕くだけた。そのままドアを引っ摑つかみ、めりめりと強ごう引いんに車から引き剝はがす。警けい報ほうが鳴りだすが、持ち主がいない今そんなものは無む視しである。

「誰が仲間よっ！」

　叫さけび、引っぺがしたドアをブーメランのように投げつける。

「なっ!?」

　撃つのは苦手だが投げるのは得意なのだ。

　回転しながら飛来するドアを、ルーカスは伏ふせて避けた。頭上を通り過すぎたドアは壁かべにぶち当たり、ひしゃげて落ちる。

　後ろや反対側のドアも同じように剝がして投げ、ルーカスが避ける。ドアがなくなればトランクを無理やりこじ開け車体からもいでそれも投げる。

　美女が素手で車を解かい体たいしていくという、ある種非ひ現げん実じつ的でファンタジックな光景に、投げつけられる側は慌あわてるしかない。しかも狙いは精せい確かくときているので必死に躱す。

　ルーカスはＩＳＯＮに会うのは初めてだと言った。ならば、ここで知ることになるだろう。自分がどれほど、人間相手に調子に乗っていたかを。

「……あなたが笑いながら殺した彼らが──そのＩＳＯＮと同じ存在だってこと、知ってた？」

　彼らというのは、あの名も知らぬ獣けもの達たちのことだ。

「はぁ？　これがか？　知らねぇな、そんなこと」

　相変わらずふざけた調子で返してくるが、その声には焦あせりが含ふくまれていた。さっき投げつけたドアブーメランによって、彼を守っていた極ごく細ぼそワイヤーがほとんど切られてしまっているのだ。

「それこそ、一緒にしないでほしいよなぁ。そうか、だからぶっ殺したわけか。そうだろ？　俺おれやお前さんに比くらべりゃ、虫ケラみてーなもんだ！」

　チュイン！

　吠ほえ、撃った弾丸が、ティファの棍こんに弾はじかれた。

「？」

　まさか、この距きよ離りで弾道を読まれたなどと思いもしないだろう。

「……ＩＳＯＮは選ばれた特別な存在なんだぜ？」

　聞きたくない台詞せりふを全部言われてしまった気分だ。ふつふつと煮に立たった怒りを、棍に託たくして車に振ふり下ろした。

　ぐばんっ！

　フロントがＶの字にへこみ、ボンネットが捲まくれ上がる。その僅わずかな隙すき間まに指を挿さし込こみ、鉄板を突つき破やぶらんばかりの握あく力りよくで持ち上げる。

　ばき、ばきばきっ！

　張はり子のように軽々とボンネットをもぎ取ってしまった。子こ供どもがおもちゃの車を分解する様を連想させるが、これは女も車も普ふ通つうサイズだ。

「う、うわ……くそっ！」

　さすがに恐おそろしくなったらしく、引き金トリガーを引く。

　がぁん！

　手にしたボンネットが硬かたい音を響ひびかせる。蠅はえでも叩くように弾丸をはたき落としたのだ。

　そこに至いたり、ルーカスは気づいた。

　防弾車だ。

　彼女の手にあるのは、もはやただのボンネットではなく、銃じゆう弾だんを防ふせぐ盾たてになっていた。

　左に盾、右に棍を構かまえ、ティファは猛もう然ぜんとダッシュした。

　数発の弾丸を危あぶなげなくボンネットで防ぐと、一いつ旦たん足を止めて振り向き、盾を背せ中なかで支ささえて棍を両手で持つ。

　銃が通じないなら、残る攻こう撃げきは鞭むちの如ごときワイヤーしかない。これは難なん物ぶつだったが、ティファの動体視力はワイヤーの軌き道どうとその先せん端たんをはっきり捉とらえていた。

　ちゃっ

　鯉こい口ぐちを切るように左の親指を動かすと、棍に生じた隙間から銀色の輝かがやきが漏もれる。

「はっ！」

　ティファが気を吐はくと、いつの間にかワイヤーの先端が斬きり落とされていた。抜ぬく手も見せず疾はしった銀光は、瞬しゆん時じに棍の中に回帰している。

　棍の正体は、中に仕込んだ刃はを隠かくすための鞘さやだったのだ。

　先端を失えば、これはただの鋼こう線せんである。もう使い手の思い通りにはならない。

　即そく座ざにルーカスの追撃に転じ、後こう退たいするルーカスに肉にく薄はくするとボンネットの盾で思い切りはたき倒たおした。

「ぐはっ！」

　銃が手から離はなれ、ルーカスはもんどりうって倒れる。

　用の済すんだボンネットを捨すて、起き上がろうとする男に棍を振り下ろす！

　バキン！

　最後の一撃となるはずだった棍は、途と中ちゆうでそのコースを変えルーカスが隠し持っていた自動小銃を叩たたき落とした。スライドが歪ゆがみ、もう使い物にならない。

　丸まる腰ごしになったルーカスの襟えりを摑つかみ、高々と捻ひねり上げる。

「……特別？　選ばれた？　ふざけないで。あなた何様のつもり？」

「へっ……」

　ティファの力でこのまま地面に叩きつけられれば、ＩＳＯＮといえど命はない。そのことは充じゆう分ぶん承しよう知ちしているはずだが、その男は嫌いやな笑え顔がおを浮うかべていた。

　単なる負け惜おしみ──とは思えない。

　ティファの殺気を察知する嗅きゆう覚かくには何も引っかかってこない。ただ正体不明のものに対する動物的な警けい戒かい心しんが告げるまま、ティファは手を突き離して身を仰のけ反ぞらせた。

　びっ！

　振り上げられた足が、ティファの胸むな元もとを掠かすめる。靴くつに仕込まれた刃物が鈍にぶい輝きを放っていた。

「ごふっ……」

　後方に飛ばされたルーカスも、うめきながらなんとか受身を取る。

　手放しざまに寸すん勁けいを叩き込んだのだが、こっちも体たい勢せいが崩くずれていて力が入りきらず、あまり効きかなかったようだ。といってもミドル級ボクサーのパンチぐらいの威い力りよくはあっただろうが。

「あ……」

　切られた傷きずがじわりと血を滲にじませる。痛いたみはあるが、浅い。放ほうっておいても勝手に出血は止まるだろう。だが、ティファは別のことにひどく衝しよう撃げきを受けていた。

　創そう傷しようより、その手前──ざっくり切り込みの入った服を撫なで、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　動かないティファを尻しり目めに、ルーカスはふらつきながら停とめてある車に乗り、エンジンを始動する。

「……女の服を切るなんて……」

　それがショックだったらしい。

　ルーカスの乗る車はフルアクセルで急発進し、ティファに向かってくる。

「死ねえーっ！　このバケモンがぁっ！」

（また言った）

　声は爆ばく音おんのようなエンジン音にかき消されていたが、唇くちびるがそう語っていた。

　六十キロ近いスピードで突とつ進しんしてくる鉄の凶きよう器きを、ティファは無む表ひよう情じようで──本気で怒っている時の表情で見み据すえ──

「サイテー」

　呟つぶやき、突然車の進行方向から消えた。

　ぼんっ！

　次の瞬間真正面から顔面に強きよう烈れつな衝撃を受け、ルーカスの意い識しきは一瞬にして吹ふっ飛んだ。

　車はティファの真横を通り過すぎ、スピンして脇わき腹ばらから柱に激げき突とつする。

　轢ひかれる寸前まで引きつけて躱かわし、棍こんで車のフロントを殴なぐったのだ。その衝撃でエアバックが作動するほど。

　膨ぼう張ちようしたエアバックに顔を埋うめ、気き絶ぜつしているルーカスにつかつかと歩み寄より、

「しばらくここでおとなしくしといてもらうわよ」

　拳こぶしを固め、棍を振ふり上げ──

　がんがんがんがんがん！　どかんどかん！　ばりん！　ぐしゃっ！　めきっ！

「……ふー……。ちょっとはすっきりしたかなっ」

　爽やかな笑顔で、随ずい分ぶんと小さくなった車を眺ながめる。

　外から無む茶ちや苦茶に加えられた力で、車内はちょうど人一人がやっと収おさまるだけの大きさに圧あつ縮しゆくされていた。その小さなスペースに、賞金首が一人すっぽりはまり込んでいる。即席の鉄の棺かん桶おけの完成だ。解かい体たい屋やかレスキューでも呼よばなければもう出られまい。

　棍を肩かたに担かつぎ、胸元に視し線せんを落として残念そうに俯うつむく。

「このジャケット高かったのに……」




　　　　＊




　ガチャッ

　所々塗と料りようが剝はがれ錆さびの浮いたバンのドアを押おし開け、長い足が絨じゆう毯たんを踏ふみしめた。

　後部座ざ席せきにどっかと鎮ちん座ざしている愛用のごついライフルを引っ張り出して傍かたわらに立て掛かけ、そのそばに放ほうり込んであったリュックを肩にかける。

　時間が惜おしいので、強ごう引いんに屋や敷しきの門を抜ぬけて来たのだ。車ごと。ここが以前ギールに雇やとわれていた時も入れなかった場所。恐おそらくは、この館やかたのどこかで例の研究の続きが行われている──いや、もう継けい続ぞくできるような状じよう態たいではないから過か去こ形か。

　門を突とつ破ぱし玄げん関かんをバックでぶち破やぶって、乗ってきたバンは既すでにガタガタになっている。どうせ廃はい車しや同然だったのを拝はい借しやくしてきたものだからどうなったって構かまわないが。

　トーヤによれば、ギールはもう殺されていたという。元雇い主だが、もうなんの関係もない。むしろ敵てき視ししていたと言ってもいい。予想できたことなので別に意外とも思わなかったし、自じ業ごう自じ得とくだと冷ややかに突つき放した。

　ギールのジョウに対する恐きよう怖ふがこの事態を引き起こしたということは、当のジョウ自身が知るところではなかったし、この先も永えい遠えんに知ることはないだろう。

　無言でライフルを持ち上げ、足音を消して歩を進める。

　目的は研究所の破は壊かい。昨日の研究所のように自爆装そう置ちがあったら必要なくなるかもしれないが、この館を丸ごと破壊できる充じゆう分ぶんな量の爆薬を背せ負おっている。これはトーヤらには秘ひ密みつということになっているが、あのマリアとかいう女からも依い頼らいされたのだ。既に前金で２００万振り込まれている。盗とう品ひんの商品価か値ちを高めるためだとか言っていた──引っかかるものはあったが、これはビジネスだ。深く追つい及きゆうする必要もないし、興きよう味みもなかった。

「…………………………」

　廊ろう下かに無む造ぞう作さにうち捨てられている怪かい物ぶつの骸むくろの横を通り過ぎる。

（死んでいるなら邪じや魔まにはならないな）

　ごく普ふ通つうにそう考える。

　トーヤやティファにとってどうだかは知らないが、ジョウにとってはただの敵でしかない。襲おそいかかってくれば迷まよわず引き金トリガーを引くし、容よう赦しやなく殺す。感情的になる必要はない。

　喉のどを貫つらぬかれたうえに複ふく数すうの足に踏み潰つぶされた研究員の死体が転がっていた。その向こうにぽっかりと口を開ける下り階かい段だん。状じよう況きようから察するに──命からがら地下から這はい出して安心したのもつかの間、例の怪物が追いついてきて刺し殺さつ、といったところか。何体いるのか知らないが、怪物はここから出ていったに違ちがいない。

（ここ、だな）

　確かく信しん的な思いで地下に下りていく。

　消毒臭くさい病院のような空気に混まじって、かすかに血の匂においがした。

　シャリ……

　寿じゆ命みようなのか、床ゆかを照らす蛍けい光こう灯とうが異音を立てながら点てん滅めつしている。気にし始めると妙みように気になった。

　シャリ……シャリ……

　膨大な資し料りようの並ならぶ部屋を通り抜ける。

　シャリ……

　壊こわれたドアの間をくぐり、ライフルを構える。

「……よお」

　固まった血と肉にく片へんの海に佇たたずむ人ひと影かげ。それが手を止めると、硬かたい物同士を擦こすり合わせる耳みみ障ざわりな音も止まる。

「待ってたんだぜ。『死神』さん、あんたを」

　手にしている大ぶりのナイフがぎらりと輝かがやく。ずっとこれを研といでいたらしい。拳こぶし大だいの砥と石いしをポケットにしまい、刃はに親指を当てて具合を確たしかめる。

　緩くウェーブのかかった長ちよう髪はつの間から、隙すきのない鋭するどい眼がん光こうが覗く。

　その男の足元には、庭に転がっていたものとは少し様子の違う怪物の骸が倒たおれていた。射しや殺さつではなく、急所という急所を斬きり刻きざまれて死んでいるのだ。

「……誰だれだ、って顔だな。いいぜ、自じ己こ紹しよう介かいってのは礼れい儀ぎだからな」

　ナイフを下ろし、ざっと髪かみをかき上げる。

「ザックス・レオナード……これでもちょっとは名の知れた暗殺屋さ。六時間ほど前まではギールさんに雇われた身だったんだが、今はフリー。よろしくな先せん輩ぱい」

　自分で言うような輩やからにろくなのはいないというのがジョウの持じ論ろんだったが、この男に関しては違った。本当に名が知れているのだ。この業界で名が売れるというのは決して名めい誉よなことではないのだが。

「あんたほど有名にゃまだなってねーけど……知ってるとか言ってもらえると光栄だね」

「聞いたことはある」

　喜ばせる意図はなく、事実だけを口に出したのだが、男──ザックスは片かた眉まゆを上げ両の腕うでを広げて歯を剝むき出した。

「そいつは嬉うれしいねぇ」
















「……無む駄だ話ばなしにつきあう気はない」

「おいおい、本題はこれからだぜ？　まあ聞けよ」

　破壊されたカプセルの残ざん骸がいを挟はさんでザックスの反対側を通り過すぎようとするジョウを呼よび止める。

「だからよ、ここらで俺おれ自身にもうちょっとハクってもんをつけたらどうかと思った訳わけさ。例えば、かの高名な『死神』を倒した男、とか」

　ジョウから発された強きよう烈れつな殺気に当てられても、まるで調子が変わらない。とことん鈍にぶくて気づいていないか同等の殺気の持ち主かどちらかだが、この男は後者だろう。単なる身みの程ほど知らずではないようだ。

「最近は仕事らしい仕事もしてないってのに、あんたの評ひよう判ばんはほとんど下がってない。スゲェよ。さすがは『死神』ってとこか。それを殺やったとなりゃ、これはキクぜ。なあ？」

「……俺にかかった賞金が目当てじゃないのか」

「んー、最初はそれもあった。けど、出しゆつ資し者しやが死んじまったから残念ながら金にはならねーのさこれが」

「なら用はないだろう」

「金じゃねーの。あんたの『最強』って称しよう号ごうが目的。単たん純じゆんにあんたと殺やり合いたいだけ」

　長い刀身を傾かたむけ、切っ先をジョウに真まっ直すぐ向ける。

「『最強』などと言った覚えはないがな」

「他の奴やつらは言ってるのさ。それに、あんたを目指すようになる前は俺もそう思ってた」

「くだらんな。最強とやらになりたければ勝手になれ。俺は知らん」

　そっけなく告げ、つかつかと早足で奥おくに歩を進める。

　ザックスは困こまったように肩かたを竦すくめ、ぼりぼりと後頭部を搔かいてはっきりと聞こえるような声で呟つぶやいた。

「まいったね……こんなに火付きが悪いとは思わなかった」

　ナイフの腹はらで頰ほおをぺちぺちと叩たたき、

「なら、こう言えばちょっとはやる気になるかな？　見たトコあんた、ここをぶっ壊しに来たんだろ？　俺はこれからそいつを全力で阻そ止ししようと思う。俺を生かしといたら邪じや魔まになるぜ。どうする？」

　どす黒い血ち溜だまりに一歩踏ふみ入れたところで立ち止まる。血の海に佇むその姿すがたは、『死神』という彼の異い名みようにぴたりと嵌はまっていた。ぶら提さげたライフルはさしずめ死神の鎌かまか。

「ああ、心配すんな、あんたが死んだら代わりに俺がここを爆ばく破はしてやるよ。安心して任まかせてくれていいぜ」

　ジョウの右手が上がり、延えん長ちよう上のザックスをライフルの銃じゆう口こうが捉とらえた。

「……どうしても死にたいらしいな」

「死にたい？　違ちがうね、俺があんたを殺したいのさ！」

　ドッ！

　その一言が戦せん闘とうの合図だった。

　ジョウが引き金トリガーを引くと同時にザックスは射線から身体からだを外し、ナイフを逆さか手てに構かまえて滑すべるように距きよ離りを詰つめてくる。

　初しよ弾だんは躱かわされるだろうと思っていた。激げき発はつの瞬しゆん間かんを見切り、射出される弾丸を躱すことは──簡かん単たんではないが、不ふ可か能のうなことではない。それができないようなら、最初から話にならない。一対一の場合は特に、それが生死を分ける。

　ドドッ！

　さらに二連射。中心を狙ねらった精せい確かくな射しや撃げきも、豹ひようのようなしなやかな動きに躱される。

　彼ひ我がの距離は歩数にしてあと五、六歩。ジョウのライフルの最大射しや程ていからすればかなりの至し近きん距離だ。ジョウの得え物ものはその性せい質しつ上じよう、お世辞にも接せつ近きん戦時の取り回しが良いとはいえない。だが、そうしたマイナス面を考こう慮りよに入れたうえでジョウはこの銃を手にし、生き抜いてきたのだ。この武ぶ器きはジョウの弱点にはならない。

「ふっ」

　銀色の斬ざん線せんが空間に刻きざまれる。

　ぎぃんっ！

　同じく空間を薙なぎ払はらったライフルとナイフが交こう錯さくし──あろうことか、圧あつ倒とう的に重量で勝まさるライフルのほうが上に弾はじかれた。

　ざしゅっ

　そして返す刀で右みぎ腿ももを斬きられる。

「………………っ！」

　寸すん前ぜんで足を引いたので深手にはならなかったが、浅くはない。

　斬られた足で踏ん張ばり、続けて斬りつけようとするザックスにライフルを振ふり下ろす！

　ごっ！

「外れ。残念」

　叩き潰つぶさんばかりの勢いきおいで振り下ろした一撃は、虚むなしくリノリウムの床ゆかを叩いた。ザックスは軽かろやかなステップでそれを避よけ、ジョウに拳けん銃じゆうの銃口を向けていた。

　同時にジョウもライフルを持ち上げ、相手を照しよう準じゆんする。

　互たがいに撃うたない。撃てないのだ。銃を向け合った状じよう態たいだと、先に動いたほうが不利になる。撃てばまた同じことの繰くり返し、無む駄だに消しよう耗もうするだけだ。

「……ＩＳＯＮか」

「さすが。もう気づいたかい」

　油ゆ断だんも手て加か減げんもしなかった攻こう撃げきをこうも躱され、しかも逆ぎやくに攻撃を受けた。自分を過か大だい評ひよう価かするつもりはないが、ザックスの動きは普ふ通つうの人間の基き準じゆんから外れている。幾いく多たの戦闘で培つちかわれた観察眼がんはそれを見み逃のがさなかった。

「お前のようにひけらかす奴は珍めずらしいがな」

　請うけ負った数多あまたの殺しには、標的がＩＳＯＮだった例もいくつかあった。だがジョウに言わせれば、やり方次し第だいでどうとでもなる程度の差しかない。全力をもって殺しにかかり、それでどうにもならなければそこが自分の限げん界かいだ。今のところジョウの限界を上回った者はいないが。

「まだ全力は出してないぜ」

「なら本気で来い。俺を殺す気でいるならな」

「ああ、次はあんたの喉のどを食いちぎってやるよ！」

　ドッ！

　二人同時に動く。タイミングを僅わずかにずらした射撃を難なんなく避け、ザックスがダッシュをかける。銃は撃ってこない。あくまでナイフで決着をつけるつもりらしい。

「……後こう悔かいするな」

　ジョウの放つ殺気の濃のう度どがさらに増ました。

　射線軸じく上じように捉とらえるより、ザックスの動きのほうが速い。懐ふところに飛び込こまれないよう後方に跳とぶジョウに余よ裕ゆうで追いすがってくる。

「がっかりだぜ！　さっきとどこも違やしねぇっ！」

　長い銃身を横に払いのけ、銃口をあさっての方向に向ける。鋭するどい切っ先がジョウの喉元に迫せまり──

　ぎんっ！

　指先を軽く曲げたジョウの手のひらに──正確には手に握にぎられた手しゆ榴りゆう弾だんに──弾かれ、目標を大きく逸それた。

　ぴきん。

　爪つま弾びくように二指を広げると、安全ピンが乾かわいた音を立てて外れ宙ちゆうに跳はねた。

「正気かっ──!?」

　爆ばく発はつまで、まだ一息ほどの間がある。

　ザックスは迷まよった。その一息を何に使うべきか。追撃すれば、その一息でジョウの喉首をかっ切ることはできる。だが、直後にジョウを吹ふき飛ばすであろう爆発にもろに巻まき込まれることになる。目標はジョウを殺すことだが、自分まで一いつ緒しよに死んでしまっては元も子もない。そこまでリスクを冒おかして、今この瞬しゆん間かんに仕し留とめる必要があるか。

　──否いな。

　これまで互ご角かく以上、いや、圧倒していたのだ。焦あせることはない。

「ちっ……！」

　攻撃を断念し、強きよう靭じんな脚きやく力りよくを活いかして一気に距きよ離りを取る。

　同時に、ジョウの手からこぼれ落ちた爆弾が床に引き寄よせられ──

　ゴォンッ！

　爆ばく炎えんと手榴弾の破は片へんが、衝しよう撃げき波はに乗って飛散した。

　爆発の寸前、ザックスはジョウが後ろに跳ぶのを見た。やはり自爆する気ではなかったようだ。爆弾で強ごう引いんに距離を稼かせぐとは、なかなか思い切ったことをする。

　だが、まだ終わっていない。ジョウが持っていた爆弾は二つ、爆発は一回。

　──もう一つはどこにいった？

　迫る危き険けんを鋭びん敏かんに嗅かぎ分け、手近の半開きになったドアを押おし開けて隣りん室しつに逃にげ込む。

　ドォォン！

　時間差で炸さく裂れつした爆風に押されてつんのめり、肩かたで床ゆかを滑すべった。

「──っのくそったれ！」

　大声で毒づくザックス。

　対するジョウは、爆発に乗じて迅じん速そくに最も寄よりのドアを破は壊かいし、その奥おくに姿すがたを消していた。

　眩まぶしいほど明るく静かだった実験室とは対照的に、そこは薄うす暗ぐらく羽虫のような雑ざつ音おんが全体に満ちている。破壊される前は、その部屋のドアには『動力室』と書かれたプレートが貼はり付けてあったが、それももう見る影かげもない。

　ジョウの身体からだは既すでにかなりぼろぼろになっている。斬きられた腿ももは無む論ろんのこと、左肩と脇わき腹ばらを二箇か所しよ手榴弾の破片が掠かすめてひどく出血しているし、硬かたい床に受身も取れずに叩たたきつけられて全身が痛いたみを訴うつたえている。コートは少し焦こげているが、幸い火傷やけどはない。

　一見無茶苦茶とも思えるこの行動が、ジョウの強さを支ささえる因いん子しを表していた。大切なのは、危険を避けるだけでなく、その危険の質しつを知り制せいすることだ。そう、爆弾を使ったのも、全すべて計算してのことである。相手を抹まつ殺さつするために必要とあれば自分の命さえも利用する覚かく悟ごを持つ、それがジョウの『全力』であり、彼の『死神』たる由ゆ縁えんなのだ。

「……ここからが本番だ」

　呟つぶやき、ジョウは薄うす闇やみの奥に溶とけ込んでいった。

「……なりふり構かまってられねーってか？　『死神』、あんた無ぶ様ざまだぜ！」

　無む傷きずのザックスはジョウの姿がないことを確かく認にんして実験室に戻もどり、さっきまで開いていなかった、ドアのなくなった部屋に視し線せんを移うつす。

「今度は動力室か。いいぜぇ、乗ってやるよ」

　にやりと口の端はしを上げ、闇の中を覗のぞき込む。

　ドッ！

「つぁっ！」

　銃じゆう声せいに反はん射しや的に身体が動くが、僅かに遅おそく銃弾が頰ほおを掠め耳たぶの端と髪かみの毛を数本吹き飛ばした。

　手の甲こうで頰を擦こすると、べったりと血が付いていた。首くび筋すじにもぬるりとしたものが垂たれてきたが、それは触さわって確認するまでもない。

「……油ゆ断だんが過すぎる。まるで素人しろうとだな」

　ジョウの声が闇から反はん響きようしてくる。

「次はそのおめでたい頭を撃うち抜ぬく」

「もう狙ねらわせねぇよ！」

　いきり立ち、滑るような足運びで一瞬にして侵しん入にゆうを果たす。

　ガキュッ！　カァンッ！

　頭のあった位置を狙ってライフル弾だんが次々に撃ち込まれるが、ザックスのスピードを追い切れず壁かべに当たって弾はじける。

（さすがに速いな……）

　一発ごとに射撃位置を変えながら、思う。口数は多いし好戦的で危険な男だが、技ぎ術じゆつは本物だ。時折見える粗あらも、ＩＳＯＮの能のう力りよくで十二分に補おぎなっている。今の仕事を続けるならば、充じゆう分ぶん過ぎるほどだろう。『最強』と自じ称しようしたところで、敢あえて否ひ定ていすることもない。

　最上級に近い賛さん辞じを贈おくり、銃身の延えん長ちよう上じようにザックスを捉とらえる。

　殺せ──手に馴な染じんだ感かん触しよくがそう語りかけてくる。

　自分の殺意を忠ちゆう実じつに反はん映えいさせてきた『死神』の大鎌がまの引き金トリガーを絞しぼる。

　ガァン！

　それをザックスが避よける。追いつかれる前に移い動どう、また照しよう準じゆん──

　何度繰くり返しても、変わった結果は得られない。減へっていくのは彼ひ我がの距離とほんの少しの体力、そして残弾だけ。

　そして、何度目かの射しや撃げきが不発に終わった後、ザックスはジョウの位置からは狙いようのない発電機の陰かげに隠かくれた。

「……『最強』というものをどう考えている？」

　寡か黙もくな彼には珍めずらしく、そこにいる敵てきに問いを投げかける。

「なんだ？　自じ爆ばくの次は講こう釈しやくたれようってのか？」

「……生き残り続けることだと俺おれは思う。無理に強くある必要はない……生き残る最も簡かん単たんな手しゆ段だんは、戦わないことだからだ。相手を殺すことは重要じゃない、二の次といったところだな」

「二の次、だ？　そいつはあんたの口から出た言葉かよ？」

「お前と同じような理由で俺を殺そうとした者がいなかったと思うか？　そんな連中を相手にいつも最さい善ぜんの手段を選べるほど、俺は器用じゃない」

「はっ、だったら御ご託たく並ならべずに戦って俺に殺されろよ！」

　才能の浪ろう費ひだと、言ったところで無む駄だだろう。もとより、熱心に諭さとしてやるような義ぎ理りもないし、優やさしくもない。

　さっ、と飛び出した人影に、銃撃を浴びせる。

　だが例によって硬かたい音を響ひびかせて火花を散らすだけ。随ずい分ぶんと無駄弾だまを撃たせてくれる。

「む……」

　と、すぐそこまで近づいていたはずのザックスの気配が消えた。

　攻こう防ぼうの間に、少しずつ距きよ離りを縮ちぢめられているのはわかっていた。ＩＳＯＮの運動能力をもってすれば一足飛びに攻撃を仕し掛かけられる距離まで近づいている。その距離で相手を見失うというのは非ひ常じように危き険けんな状じよう態たいだ。

「……なるほどな」

　さすがだ──と口の中だけで呟いた。ここまでできるとは正直思っていなかったのだ。

（……勝負、だな……）

『最強』志し望ぼうの最悪の相手に嘆たん息そくし、緩ゆるめてあったネクタイを外す。

　得うるもののない馬ば鹿かげた殺し合いに決着をつけるべく、ジョウは形なき構えを取った。

（終わりだ、『死神』……！）

　身動きひとつしなくなったジョウを肉食獣じゆうのように視界の中心に収おさめるザックス。気配も思考も断たち、静かに忍しのび寄よる──暗殺者の真しん骨こつ頂ちようともいえるこの技能によって、ザックスは幾いく多たの暗殺を可か能のうにしてきた。二分ほど前から呼こ吸きゆうも停とまっている。生気のない一個の凶きよう器きと化し、標的を一いつ瞬しゆんで仕し留とめるのだ。

　あの『死神』さえも、自分を捕ほ捉そくできなくなった。二度とその姿すがたを見ることなく、そして死んだことにも気づかないうちに葬ほうむられることになる。

　ザックスの目から見れば、ジョウはもはや隙すきだらけの無力な草食動物だ。どこからでも仕掛けられる。だが念のため、死角──野生で言うところの『風かざ下しも』に陣じん取どった。

　狩かりの瞬間が訪おとずれた。

　残ざん像ぞうを残し、銀色を携たずさえて背はい後ごに迫せまる──

　飛び出してしまってから、気づいた。そこにいるはずのジョウが、いなくなっていることに。

　いつ、どうやって消えたのだ？　目を離はなした隙にか？　そんなことが有り得うるか？

「な…………!?」

　ジョウの立っていた位置まで到とう達たつしてから、ようやく呼吸が戻もどる。

　何も無くなっている。馬鹿な、二メートル近い大男がそんな簡単に消失するはずがない。

　どこに行った？

　どこから狙っている？

　一いつ刻こくも早く探さがし出さねば。ＩＳＯＮの自分より速く動けるはずはない、近くにいるはずだ──

　狼ろう狽ばいして周囲を見回すザックスの背後で、唐とう突とつに殺気が膨ふくれ上がった。

（後ろ!?）

「くっ！」

　逆さか手てに持ったナイフを身体からだの回転に乗せてそのまま後ろの空間を薙なぎ払はらう！

　ごっ！

　だがそのナイフが届とどくことはなかった。ジョウが上下逆ぎやくに持ってトンファーのように振ふり下ろしたライフルが、ザックスのその伸のびきった腕うでの真ん中をへし折ったのだ。

　叩たたき潰つぶされ異い様ような方向に折れ曲がった手から、ナイフがこぼれ落ちる。

　がきっ！

　体たい勢せいを崩くずされたザックスの顎あごを膝ひざが突つき上げて鈍にぶい音を立てる。

「がっ……！」

　仰のけ反ぞりながらも辛かろうじて踏ふみ止とどまったその顔面に射い抜ぬくような踵かかとが突き刺ささり、ザックスは派は手でに吹ふき飛んだ。

　素す早ばやくライフルを持ち直し、倒たおれた男に油ゆ断だんなく銃じゆう口こうを向ける。

　何が起こったのか。

　なんのことはない、ザックスと同じことをやっただけだ。気配を消した、ただそれだけ。但ただし、自分のいたところには気配を残したままで。

　仕掛ける瞬間は、視し界かいが極きよく端たんに狭せまくなる。高速下ではなおさらだ。それを利用して、存そん在ざい感を消したジョウはその盲もう点てんに移い動どうした。慌あわてるザックスをよそに背後に移動し──

　身も蓋ふたもない言い方をすれば、ジョウはザックスを見失ってなどいなかったのだ。

「……お前は充じゆう分ぶん強い。俺などに構かまう必要もないだろう」

　事実、過か去こにこれほど追い詰つめられたことはなかった。土ど壇たん場ばでジョウが一枚まい上手だっただけで、単たん純じゆんな戦せん闘とう力りよくはザックスのほうがずっと上だった。もう一度戦えば、次は勝てないだろう。

「俺は既すでに現げん役えきを退ひいた身だ。最強など欲ほしければくれてやる」

　起き上がれないザックスに背せを向け、ライフルを肩かたに担かつぐ。

　ドンッ──！

　銃声が響ひびき、ジョウの腕が裂さけた。

「……さっきも言ったが……生きていた者が最も強い。ここにいるのは『死神』のジョウ・グラースじゃない。だからお前が最強でいいだろう。何が不満だ？」

　立ち止まるが、振り返らずに呟つぶやく。

「そいつは、あんたの理り屈くつだろ……あんたが……生きてる限かぎり……俺は最強になれねぇ……！　どっちかがくたばるまで、この勝負は終わらねぇよ！」

　これ以上やっても、戦いにならない。ダメージは大きくとも、闘とう志しは失われていないようだ。

「…………そうか」

　ドッ、ドッ！

　ザックスが引き金トリガーを引くより早く、ジョウが脇わきからコート越ごしに撃うった弾だん丸がんがザックスの胸むな板いたを貫つらぬいた。

「……前言撤てつ回かいだ。最強などに興きよう味みはないが、お前ごときにくれてやるほど安くもない」

　自動拳けん銃じゆうを収おさめ、替かわりに取り出したハンカチできつく腕を縛しばって止血する。

「馬ば鹿かなことをしたな」

　小こ刻きざみに身を震ふるわせ息いき絶たえた男にそれだけ言い残し、動力室を後にした。

　邪じや魔まが入ったが、ここからが自分の仕事だ。その前に、ポケットから取り出した煙草たばこをくわえ、火を点つけて煙けむりを肺はいに吸すい込こむ。

　血けつ臭しゆうに引かれるように奥おくに歩を進める。

　白衣の研究員の死体が転がる廊ろう下かに──

『コオォォォォォ……』

　漆しつ黒こくの獣けものがいた。しかも二体。

　二体は足音に反はん応のうしてそっくりな動きでジョウに向き直り、かっと目を見開いた。

　溜ため息いきとともに紫し煙えんを吐はき出し、点けたばかりの煙草を落として踏ふみ消す。

『シャァッ！』

　興こう奮ふんして吠ほえ、疾しつ走そうしてくる怪かい物ぶつ。ジョウも無言で駆かけ出す。どういうつもりか、ライフルは構えないままで。

　ヴォンッ！

　三者が交こう錯さくした瞬しゆん間かん、ジョウのライフルが一いつ閃せんして二体の獣をまとめて薙ぎ倒した。使い方もだが、膂りよ力りよくも無む茶ちや苦く茶ちやである。

　一体は廊下の奥に弾はじき飛とばされ、もう一体は壁かべに叩きつけられた。

「……俺は仕事の邪魔をされるのが嫌きらいだ」

　壁の獣を足で押おさえつけ、腰こしから抜いた拳銃を突きつける。首元に見えた『08』という数字に銃口を押し当て、躊ちゆう躇ちよ無く引き金トリガーを引いた。

　タタンッ！

　頸けい骨こつを吹き飛ばされ、『08』はその場に崩れ落ちる。

　残る一体が起き上がって再ふたたび襲おそいかかってくるより早く、ジョウは銃を捨すてた手でライフルの銃身を持って手前に引いた。

　ガシャッ

　ポンプを作動させ、機き構こうを切り替える。

　ボッ──！

　ライフルの銃口と平行する、二回りほども大きなもう一つの銃口が火を噴ふき──

　射しや出しゆつされた弾頭が怪物の胸きよう部ぶで炸さく裂れつし、肉と骨ほねと血けつ液えきを撒まき散らした。

　25ミリスマート・グレネード。成型炸薬を内包した榴りゆう弾だんに上半身の何なん割わりかを吹ふき飛ばされ、硝しよう煙えんを纏まとった獣はスローモーションのようにゆっくりと床ゆかに倒たおれ込んだ。

　今度こそ邪魔は入るまい。二本目の煙草に点火し、作業を始める。

「……いいものがあるな」

　バッグから爆ばく弾だんを取り出したジョウの視線の先には、一抱かかえほどの大きさのボンベがずらりと並ならべられている。

　研究内ない容ようからすればそこにあって当然のもの。それら全すべてに、はっきり『[image: オーツー]』とマーキングされていた。
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　静せい寂じやくの中に独り、女はぼんやりと佇たたずんでいた。

　口には火の点いていない煙草。その顔に表ひよう情じようはない。強しいて言えば、表情を作ることに疲つかれ切ったような無気力な顔だ。

　細く、頼たよりない身体からだを抱え、重心をずらして軽い体重を後ろにかける。

　軽く指を曲げて、それを小さく小こ突づく。自分が背せにしているそれの中には、この船を跡あと形かたも無く吹き飛ばして余あまりある量の爆薬が詰つまっている。

　そう、何もかも……全すべて。

　少し離はなれたところに整然と並べられているコンテナ、その数三十。一番手前に置かれたそれにふらふらと歩み寄より、厳げん重じゆうに幾いく重えにもかけられている鍵かぎを慣なれた手つきでてきぱきと解かい除じよしていく。

　ガチャッ

　両開きの扉とびらから中に薄うす明あかりが射さし込み、その姿すがたがぼうっと浮うかび上がる。

　大きなカプセルに封ふうじられた、漆黒の獣。『彼』の兄弟たち。

　実物を目まの当たりにし、女の瞳ひとみが揺れた。憎ぞう悪おと悲しみがないまぜになった色しき素その薄い顔を片かた手てで覆おおい、広げた手のひらをガラスに叩たたきつける。

　あれから十年──このためだけに生きてきた。死んだほうが楽だと本気で思えるような環かん境きようで一人必死に生き延のび、金を貯ためて準じゆん備びを積み重ねて、なんとか今日に間に合った。いくつか問題はあったがとりあえず計画通りにことは運んでいる。あとは仕上げだけだ。

　誰だれの手にも渡わたすつもりはない。これから船ごと破は壊かいして、深海の底に沈しずめる。これは彼を殺し、今もなお利用し続ける組そ織しきへの復ふく讐しゆうなのだ。

　コンテナを元通りに閉とじ、自分が持ち込んだ爆弾トレーラーに戻もどる。

　くわえていたはずの煙草たばこが口から消えていることにふと気づき、何気なく振ふり返ってみた。往おう復ふくした通り道には落ちていない。あっちのコンテナの中にでも落としたのだろう。

　思い出したい過か去こも、失うものも何も無い。

　──未来も無い。先のことを考える必要が無いから。

　マリア・シェアレインを始めとする借り物の名前とも、これでお別れだ。わたしは『μミユー』に戻り、この世から消えて無くなる。

　腕うで時計に視し線せんを落とし、女は時じ限げん装そう置ちに時間を入力した。
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「あれだあれ！　見えるだろ！　早く追いつけ！」

「目め一いつ杯ぱい飛ばしてるってよ～！」

　同乗者に急せかされ、男は泣きながら答える。

　最新型で三日前に納のう品ひんされたばかりの新しいボートで、最初に乗せるのは絶ぜつ対たい彼女だと決めていたのに、恐おそろしいことに銃じゆうを持った見るからに危あぶなそうなサングラスの男を乗せる羽目になってしまった。

　明日のデートに備そなえて慣ならしておこうと思い立ち、ちょっと近くを一回りしてくるだけのつもりが、遥はるか沖おきに見えるタンカーにフルスロットルで向かうよう脅きよう迫はくされた。掃除人スイーパーだと聞き、従したがわないとひどい目に遭あわされると思い素す直なおにハンドルを握にぎっている。

「急いでんだ！　アクセルはこれか？　もっと飛ばせよっ！」

「ああっ、蹴けるなって！　傷きずが付く傷がぁっ！」

「うっさい。傷が気にならないほど船体に穴あな開けてやろーか？」

「冗じよう談だんじゃねぇよ～！」

　日焼けした浅黒い肌はだに派は手でなブランドもののシャツ。察するにどこぞの金持ちのボンボンといったところか。トーヤは金持ちには容よう赦しやがない。

　港まではバイクで、そこから彼のボートに乗り継つぎ、ちょっと強ごう引いんに協力を求めたのだ。傍はた目めにはもろにシージャックだが、断だんじてそんなことはない。乗せてもらっているだけで、何も盗とるつもりはないからだ。要求されればタクシー代くらいは出すつもりですらいる。

　水みず飛沫しぶきを上げ、ボートは海面を滑すべる。

「な、なあ……」

　ちらちらと後ろを振り返りながら、男が呼よびかけてきた。

「なんだよ」

「個こ人じん的な興きよう味みなんだけどよ、あんたその……どうやって乗り込むつもりなんだ？」

「……そこまで考えてなかったな。まあ気合と根こん性じよう、元気と笑え顔がおでなんとかなるだろ」

　なんだそりゃ──思わず言いかけて、男はぐっと口を噤つぐんだ。機き嫌げんを損そこねたら何をされるかわからないからだ。しかし、前半はともかくとして元気と笑顔はどこから出てきたのだろうか？

「そういうわけだから、がんばれ」

「だから蹴ったってスピードは上がらないんだよぉっ！」

　どういうわけやら。

　海上の弾だん丸がんと化したボートは乗員の期待に添そう疾しつ走そうぶりを見せ、とうとうタンカーの後ろについた。

「さぁて……どうすっかな」

「おっ、俺おれは知らないからな！　これ以上は何も手伝わねーぞ！」

「ああ、俺が無事乗り移うつれたら帰っていいぜ」

　といっても、生あい憎にくロープやワイヤーの類たぐいは持ってきていない。文字通りの鉄てつ壁ぺきを前にしばし悩なやみ──

「よし、前のほうに行ってくれ！」

「ぶつけて停とめろなんて言うなよ!?　踏ふみ潰つぶされておしまいなんてご免めんだぞ俺は！」

「ンなことはわかってる。いいから行けよ！」

　再ふたたび加速し、タンカーに並ならんだ。

　タンカーの起こす波に乗り上げてボートは玩具おもちやのようにぽんぽん跳はねるが、トーヤはまったく平気な顔で二本の足だけで立っている。信じられないバランス感覚である。

「なああんた！　どーすんだよ！」

「いいもん見つけた。これちょっと借りるぜ」

　ハンドルを真まっ直すぐに保たもったまま振ふり返った男に、手にしているものをひらひらと振ってみせる。

「ああっ！　それ……」

　それは、ボートの錨いかりだった。当然、ちょっとやそっとでは切れない丈じよう夫ぶなワイヤーロープとセットだ。

　陽光にぎらりと輝かがやくずっしり重い鉄の爪つめは、強いストレスも手伝って男の想そう像ぞう力りよくを悪いほうへ悪いほうへ進行させていった。

「おいまさか、それで俺を……？　待てよ、こんだけ協力的になってるのになんで……」

　失礼極きわまりない誤ご解かいをしているようだ。空いた手でサングラスのブリッジを上げ、

「待つのはお前だっつーの。オレを一体なんだと思ってるんだよ」

　半はん眼がんで言い、タンカーの上方を顎あごで指す。示しめされた方向には、錆さびの浮ういた巨きよ大だいなタンカーの錨がぶら下がっていた。

「上までは無理だろうけど、あそこまでならなんとか届とどきそうだ。ギリギリまで近づいてくれよ」

「は？　あ、あぁ、そういうことか……って、本気か!?　それをあそこまで投げるって!?」

　貧ひん弱じやくなボンボンの感覚で言えば、無理な話かもしれない。

「そいつはオレ次し第だいだろ？　船を近づけるとこまでは不ふ可か能のうでも無理でもないよな」

　遠回しな催さい促そくに、男はやけくそ気味になって叫さけんだ。

「ああわかったよやってやるよっ！　失敗したって助けねーからなっ！」

　乱らん暴ぼうにハンドルを回し、するすると錨の下に近づいていく。

「よしよし上出来上出来！　もうちょっと右……ＯＫ、スピードそのままな！　動かすなよ！」

　真下から少しずれた位置で、相対速度を限かぎりなくゼロに近づける。それなりに慣なれてはいるようで、操そう船せんはなかなか上う手まい。

　ワイヤーロープを船から引っ張り出し、見上げる。目標の錨は、長く見ていると首が痛いたくなりそうな微び妙みような位置にある。どんなに近づいても、やはり高い。

「せぇのっ……ふんっ！」

　伸のび上がるようなモーションで腕うでを振り上げ、三角形の錨を錆色の錨に投げつけた。

　放物線の最高点でボートの錨がタンカーの錨の爪の間を通り、錨の軌き道どうに沿そって伸びたロープが見事に爪に引っかかった。

「……うまくいったよおい……」

　やった本人も驚おどろいている。一回で成功するとは思わなかったのだ。

「マジかよ……」

　などと驚き合っている場合ではない。

　ロープを引いて錨同士を嚙み合わせ、外れないことを念入りに確たしかめてから、

「サンキュー、助かったぜ。じゃなっ」

　片かた足あしをロープに巻まきつけ、腕の力だけでするすると登っていく。

「猿さるかあいつは……」

　ノンストップで錨まで登り切ったトーヤを見て、男は聞こえないようにぼそりと感想を漏もらした。

　だが、トーヤには丸聞こえであった。その証しよう拠こに、トーヤのこめかみにはくっきりと青あお筋すじが浮かんでいる。

「陰かげ口ぐちは良くないな。言いたいことがあるならはっきり言おうぜ」

　眼がん下かのボートににっと笑い返し、錨に引っかけたボートの錨を外した。

「これ、ないと困こまるだろ？　返すぜ」

「え？　あ、いや、ちょっと待て！　いい！　返さなくていいっ！」

「まあまあ、遠えん慮りよすんなって」

　にたぁ、と邪じや気き丸出しで笑い、手に持った錨をボートに投げ落とす。

　錨はくるくると回転しながらボートに落下していき──絶ぜつ妙みような角度でボートの派は手でなボディーのど真ん中にぐさっ、と突つき刺ささった。

「あああーっ!?　俺の、俺のぉーっ！」

「ありがとなーっ。お疲つかれーっ」

「うるせーバッカヤロー！　くたばっちまえーっ！」

　元気の出る捨すて台詞ぜりふを残し、去り行くボート。

「……は～……さて、どうしてくれようかあの女……」

　呟つぶやき、トーヤは足場を支ささえる極ごく太ぶとの鎖くさりの先を見上げた。




　　　　＊




　刻こく一いつ刻こくと迫せまる最後の時を、女はただ何もせずじっと待っていた。

　空気を読むなどという気の利きいたことができるとも思えないし、黙だまっていろと言った覚えもないが、アディアも特に何かするでもなく直立して黙っている。何を考えているのかわからないへらっとした笑え顔がおは変わらないが。

　何もせず、とはいっても、本当に何も考えていない状じよう態たいを長時間維い持じするのは難むずかしい。望んでもいないのに、いろいろなことがつらつらと脳のう裏りに浮うかんでは消える。

　昔のこと──思い出す度たびに絶望という地じ獄ごくが甦よみがえってくる。心が拒きよ絶ぜつ反はん応のうを起こし、猛もう烈れつな吐はき気に現げん在ざいに引き戻もどされた。

　今の自分──大おお泥どろ棒ぼうマリア・シェアレインでも、ライリー運うん輸ゆ社員ホーリィ・ソニアでもない自分は、もう何者でもない。架か空くうの生を与あたえられた名前は、切り刻きざまれたＩＤとともに死んだ。本当の名前と言えるようなものはないが、そうして残った名前が一つだけある。だがそれも、呼よぶ者がいなければ無意味なものだ。

　これからのこと──そんなものはない。自分の『これから』など、せいぜい爆ばく弾だんに表ひよう示じされた残り時間だけだ。いや、もっと短いかもしれない。

　三人に金を払はらい忘わすれていることを思い出し、ネットを通してそれぞれの指定口こう座ざに手早く振ふり込こんでおく。

　乾かわいた眼球を潤うるおすために時々瞬まばたきする以外にはほとんど動かず、頭だけがぐるぐると同じ思考を繰くり返す。これは走そう馬ま灯とうとは違ちがうのだろうか……死ぬ前に見るものならば、まさに死を前にしている自分が見ないということはないのではないか？

　タンカーは自動航行で一万メートルを優ゆうに超こえる世界最深のイオニア海かい溝こうに向かうようにしてある。そして爆弾も、ちょうど目的地に到とう着ちやくする頃ころに爆発するよう設せつ定ていした。もう自分がすることは何もない。終わったのだ。

　使えない失敗作──組そ織しきは自分のことをそう評ひようしたが、その失敗作が企くわだてた復ふく讐しゆうによって、奴やつらは全すべてを失う。思い知ればいい。彼を殺し、利用したことを。そして自分を殺し損そこねたことを。

　膝ひざを抱かかえ、目だけが笑みの形を取る。そこには整った顔立ちからくる魅み力りよくなど微み塵じんもなく、ただ暗く冷たく、底知れない虚うつろだけがあった。

　早く爆発しないかな──そんなことを考えている。どことなくうきうきしているようにさえ見える。楽しみにしているというにはかなり歪ゆがんでいるが、心待ちにしているのは確かなようだ。

　多くのものを道連れに、彼女の精せい神しんは緩かん慢まんに死を迎むかえようとしていた。

　指先にこつんと触ふれたのは、小さな自動小しよう銃じゆう。ずっと昔に手に入れたもので、人を撃うったことはなかったが護ご身しんには随ずい分ぶんと役に立っていた。

　少し手を伸のばし、グリップに指を乗せる。

　何年も一いつ緒しよにいるのに馴な染じまない感かん触しよくを手で包み、ゆっくりと持ち上げる。

　衝しよう動どうに逆さからうこともなく、ゆっくりと撃げき鉄てつを起こし目の前に掲かかげる。

　そうだ、一足早く彼のところに行けばいい。爆発を待つ必要なんかない。何もしなくても、あとは時間が始末をつけてくれる。それに、これ以上考えるのも待つのも疲つかれたし、辛つらい。

　初めて撃った相手は自分、というのも皮肉が利きいてていいかもしれない。

（……長かったな……ここまで）

　耳の上に銃口を押おし当て、目を閉とじる。

（わたしも……そっちに行くよ、αアルフア……）

　引き金トリガーに細い指を引っかけ、そっと力を込めていく。

　小口径だが、命の灯ともし火びを吹ふき消すには充じゆう分ぶんだ。容た易やすく頭ず蓋がいを突き抜ぬけて脳を破は壊かいし、確かく実じつに自分の生体活動を停止させてくれるだろう。何度も踏ふみ止とどまってきた一線を、やっと踏み越こえる決心がついた。

　トリガーが落ちる。撃げき針しんが雷管プライマを叩たたき、炸さく薬やくに点火──

　パァン────！

　弾丸が射しや出しゆつされる瞬しゆん間かん、手のひらに響ひびく痺しびれに女ははっと目を見開いた。

　強い衝撃で銃が手から離はなれ、死があさってのほうへ飛んでいって火花に変わる。

　カシャン……

　乾いた音を立て、床ゆかを滑すべって暗がりに消える銃。

（…………………………）

　邪じや魔まが入った。どうして？　なぜ邪魔をする？　人知れず静かに死のうとしているだけなのに、そんなことにまで異いを唱えようというのか？　何が、誰だれが。

　予期せぬ妨ぼう害がい者しやの姿すがたを、どんよりと曇くもった瞳ひとみで見やる。

　サングラスに倉庫の明かりが映うつっていた。その奥おくにある輝かがやきを窺うかがい知ることはできない。ぴたりとこちらに銃を向けて、歩み寄よってくる。

　──ああそうそう、確たしかトーヤ・フェニックス。掃除人スイーパーだ。

「どーも話が見えねーんだが……止めたぜ、一いち応おう」

　なぜ彼がここにいるのだ？

「………………のよ」

「ん？」

「何しに来たのよ……」

　暗く抑よく揚ようのない声で問う女をよそにトーヤはコンテナの中を確かく認にんし、振ふり返る。

「言わなかったか？　あんたの目的がこういうのだったら、どんな手しゆ段だんを使ってでもぶっ壊こわしにいく、って」

　きょとんとしているアディアと目が合う。アディアは相変わらずの様子でへらっ、と笑い、ぺこりと頭を下げた。

「で、だ。ここに来るまではスゲェイラついて熱くなってたんだけどよ……なんか冷めちまった。そりゃそうだよな、来てみたらそいつは今にも死にそうになってんだから」

　たった今彼女の手から弾はじき落とした銃を見つけ、拾い上げる。

「……殺せば？　わたしのこと許ゆるせないでしょ？」

「別に。今いま更さら怒おこったり憎にくんだりする気になれねーよ」

「じゃあそれ返してさっさと出ていったら。ここにいたら死ぬわよ」

「らしいな」

　頷うなずき、女の目の前で立ち止まって銃のスライドに手をかける。

　カシャッ

　あっという間に分ぶん解かいされた銃はバラバラになって足元に散らばった。

「あ……」

　膝ひざをついて部品をかき集め、呆ぼう然ぜんとする。元通りに組み直せないのかもしれない。

「どうして……」

「返したらさっきの続きやるだろ。冗じよう談だんに見えなかった」

「あなたには関係ないでしょ！」

　声を荒あららげ、トーヤの胸むねを突つく。

「α……」

　唐とう突とつにトーヤの口から出た単語に、女は息を飲んでその顔を見上げた。

「あのでかいのはそう呼よばれてるらしいんだが……元はあれのオリジナルがそういう名前だったんだと」

「だから……何？」

「こいつはビジネスなんかじゃない……あんた、誰にも売る気なんかねーんだろ。全部跡あと形かたもなく吹っ飛ばすつもりだ。そこの爆ばく弾だんで」

　ん？　と確認するように目配せするトーヤに頷き返す。

　意外と素す直なおな返答。だが表ひよう情じようはなく、自動的に首が動いただけのようにも見えた。

「憎いから……壊すの。あいつらの造ったもの、全部……」

　ぼそぼそと独ひとり言のように呟つぶやく。

「憎い……か。オレらは結局、あんたの復ふく讐しゆうに協力させられてたわけだ。ギールを直ちよく接せつ潰つぶす役として」

「そう……よ」

「ギールは死んだぜ。ま、こいつはあんたの思おも惑わく通りかもしれねーけど」

「……あなたが？」

「オレじゃない。『透とう明めい人間』だよ。あっちに残った怪かい物ぶつが外に出て暴あばれて──生みの親も、ご主人様も、皆みな殺ごろしさ。破は滅めつしてお終しまい、文字通りな」

「そう……αが……」

　彼女の人形のような顔が一瞬和やわらいだような気がした。

　α。透明人間。彼女の中ではその二つがイコールで結ばれているらしい。

「なあ……αってのは、あんたにとってなんなんだ？」

「……………………？」

　顔を上げて無言で疑ぎ問もん符ふを投げてくる。

「なんにも興きよう味みはありませんって顔してるくせに、そこだけは変に反はん応のうするから」

「……仲間だったの。たった一人の」

　押し殺すような小声で言葉を紡つむぐ。

「でも、死んだ……あいつらに殺されたのよ……！」

　初めて声に感情らしいものが混まじった。

　研究者の言葉をそのまま信じるならば、αは遺い伝でん子し操そう作さを施ほどこされた特とく殊しゆな能のう力りよくを持つ人間だ。能力というのは恐おそらく例の透明化のことだろうが、そのαは組そ織しきから逃にげようとして死んだ。彼女がαの仲間だったということは、つまり──

「……あんたも、αと同じなんだな？」

　αは殺され、怪物に変えられた。だが彼女は逃げ延のびた。仲間を殺された、その憎ぞう悪おが彼女をここまで突き動かしてきたのだということは想そう像ぞうに難かたくない。

「……もういいでしょ。わたしに構かまわないで。ここにはもうあなたの用事はないはずよ」

「いや、まだあるぜ。αの敵かた討きうちはわかったけど、あんたの死ぬ理由にはなってない」

「どうでもいいじゃない！　そんなのわたしの勝手でしょっ！」

　我われ知らず大声を出し、よろよろと後ずさる。

「……死にたいの、あなた……」

「豪ごう勢せいな自殺だけど、そいつはご免めんだね。そうだな、しばらくここにいて、ギリギリになったらあんたを抱かかえて走るかな」

「いいかげんにして……浮うき輪でも抱かかえて飛び下おりでもなんでもすれば。とにかくここから出ていって、お願いだから」

　眉み間けんに手首を当て、前まえ髪がみをくしゃ、と摑つかむ。

「……最さい期ごくらい……好きにさせてよ……」

　そのままぺたりとその場に座すわり込こむと、膝ひざを抱えて顔を伏ふせてしまった。わかりやすい拒きよ絶ぜつの意思表ひよう示じだ。

（意外とガキっぽいんだな……）

　すらりと伸のびきった肢し体たいが、アンバランスさを際きわ立だたせていた。

「じゃあ……名前ぐらい教えろよ。いつまでも名も知れぬ誰かさんじゃ具合悪いだろ」

　無反応。聞こえないふりをしているようだ。

「……マリア・シェアレインはとっくの昔に死んでる。ええと……ホーリィなんとかってのは、ＩＤだけでそもそも存そん在ざいしない。じゃあ今オレの前にいる、あんたは誰だ？」

　爆弾トレーラーの端はしに腰こし掛かけ、ＩＤの切れ端を指先で動かしながら続ける。

「…………誰でもない」

「αがそうだったように、あんたにも自分を表す名前があったはずだろ？」

「ないって言ってるでしょ……わたしを表す名前なんか！」

「奴やつらに与あたえられた名前なんかいらないか？　じゃああんたが今でもαのことαって呼よぶのはなんでなんだよ。あんたにとって大切な奴の名前だったからだろ？　同じように、αが呼んでくれた名前があるんじゃねーのかよ！」

　きつい言い方だったか──と少し後こう悔かいしながら、首を回して爆ばく弾だんのタイマーを確かく認にんする。たっぷりとは言えないが、時間はまだ充じゆう分ぶんある。

　少しだけ頭を起こし、女は小さな唇くちびるを動かした。自分では一度も口にしなかった名前を、今初めて告げる。二日前に初めて会い、利用するだけのつもりだった男に。

「……μ……そう呼ばれてた……わたし……」

「ミュウ、ね……」

「やめて……！　それなら、噓うその名前で呼ばれるほうがずっといい……」

「わかったよ。なら今まで通り、マリアってことにする」

　またも塞ふさぎこんでしまう女に、トーヤは溜ため息いき混じりに言う。なんだか子こ供どもをあやしているみたいだ──そう思った。

「……わたしは……もういいの。これだけできれば、他ほかには何も……」

　囁ささやかれる言葉が、トーヤの耳には大きく響ひびく。何もかも諦あきらめ、捨すててしまった声は、聞いているこっちまでつい沈しずんでしまいそうになる。

「だから、人間らしい言葉なんかかけないで。そんな価か値ちないから」

　これほど大だい規き模ぼな復ふく讐しゆうを仕し掛かけるのは、並なみ大たい抵ていのことではなかったはずだ。

　五年か、十年か──何も持たず、誰にも頼たよれずずっと独りで生きてきたのだ。トーヤらが当たり前のように与えられてきた庇ひ護ごさえなく。

「生まれてから三年で、組織から逃げたわ……死んだように偽ぎ装そうして、顔も変えて──信じられる？　わたしまだ十三歳さいよ」

　生きるだけで精せい一いつ杯ぱいだったところから、ここまで積み上げてきた。まっとうな方法では不ふ可か能のうだ、人には言えないようなこともしてきただろう。女であれば、手っ取り早く金になる手しゆ段だんもある──それを訊きくのはさすがに憚はばかられたが。

「……やることは全部やった……いいことしたって思ったまま終わりたい」

　両りよう腕うでを抱だき、上下に擦さする。

「……わたしたちみたいな作り物でも、死んだらあの世に行けるかな……」

　サングラスの奥おくで、トーヤの目がきりきりと吊つり上がっていく。

「行けねーよ」

　僅わずかに開いた唇の間に、食いしばった歯が見え隠かくれする。

「……復讐だなんて言ってっけど……あんたはただ、こいつで自分を吹ふっ飛ばしたいだけじゃねーのか？」

　ばね仕掛けのように顔を上げたμ──マリアの瞳どう孔こうがきゅっと収しゆう縮しゆくした。

「……あ……あなたに何がわかるのよ!?」

「わからねえよ！　けどな、死ぬために生きてるような奴なんてオレは絶対に認みとめない。そんな奴が、あの世だのなんだの……甘あまえるんじゃねーよ」

　半分は、怒いかりから来た言葉だった。自ら死を選ぶという最悪の自じ己こ満足を前に、どうしても言わずにはいられなかったのだ。

「憎にくいから壊こわす──そいつは、自分のことを言ってたんだろ。兵器になるために造つくられた怪かい物ぶつ、他の何より、そんな自分が嫌いやで嫌でしょうがなかった。だから早いトコ死んで、αのところに行きたかったわけだ」

　パシッ！

　飛んできた手のひらに、トーヤの顔が横に弾はじかれた。見えていたが、避よけなかったのだ。

「……人間のあなたに、わたしのことなんか！」

「オレもな……ＩＳＯＮになってすぐの頃ころ、そういうこと考えたさ」

　叩たたかれた頰ほおをぽりぽりと搔かき、呼こ吸きゆうを乱みだすマリアから目を逸そらしながら言う。ティファの鉄てつ拳けんに比べれば、彼女の平手など虫刺さされ以下だ。

「そこらの奴が当たり前みてーに言ってるように……オレらＩＳＯＮは確たしかに化け物じみてるよ。言っちまえば、そこの怪物のほうに近いかもな。そんな化け物が生きてていいのか……オレが生まれたこと、意味があるのか──ってな。頭の軽い馬ば鹿かなガキが、生意気にもそんなことをうじうじ考えた訳わけだ」

　昨日ティファが言った言葉が思い出される。昔のことだが、それでティファと口こう論ろんになったこともある。自分のことで精一杯だった当時のこととはいえ、今思えば無む神しん経けいだったかとも思う。機会があれば、今度こそ真しん剣けんに聞けるし、話せるだろう。

「研究室のモルモットやりながら、それなりに悩なやんだよ。ほらこれ、自分確認の結果」

　コートの袖そでを捲まくり上げて右の上じよう腕わんを見せる。かなり薄うすれて見えにくくなっているが、小指の先ほどの小さな円形の傷きず痕あとが残っていた。

「独りブチ切れてペンでぶっ刺した傷。カッコ悪いだろ？」

　どう思い切ったものか、突つき刺さった痛いたみで強化された筋きん肉にくが収縮してなかなか抜ぬけなくなってしまったのだ。

「悩なやんで、暴あばれて、悩んで、また暴れて、それで……」

「それで？」

　袖を戻もどし、ひょいと肩かたをすくめる。

「馬鹿馬鹿しくなって、悩むのをやめちまった」

　疑ぎ問もんを顔に出すマリア。

「オレはオレだ。文もん句くあるか？　オレは自分の存そん在ざいを否ひ定ていしないし、化け物だからって否定される筋すじ合あいもない。在る意味なんてのは、自分で作るもんなんだよ」

　マリアの額ひたいに指先を向け、ばん、と撃うつ真ま似ねをしてみせる。

「ＩＳＯＮだろうが作り物だろうが……そういう人間には価か値ちがないなんてぬかす奴やつがいたら、頭吹き飛ばしてやるよ」

　トレーラーから降おり、沈ちん黙もくして足元に視し線せんを落とすマリアの横をすり抜けて解かい体たいされた銃じゆうの残ざん骸がいの傍そばでしゃがみこむ。

「αも、μも……兵器じゃない自分の意味が欲ほしくて、自由を求めて逃にげたんじゃないのか？　なのに……他ほかでもないそのμ自身が、いつまでも奴らに縛しばられてそれをフイにしようとしちまうんじゃあな……」

　分解した時以上に無む駄だの無い手つきで、たちまちマリアの銃が元の形を取り戻した。

「人間・αを肯こう定ていできるのは、もうμだけなんだぜ？　あんたが兵器のまま、奴らに付き合ってここでくたばっちまったら……」

　中ちゆう途と半はん端ぱにトーヤのほうを向いているマリアに近づき、μと呼よばれたことを訂てい正せいもせず俯うつむいている彼女に銃口を反転させてグリップを差し出す。

「α自身が望んでた、αの意味や価値……そういうもの、全部無くなっちまうんじゃねーのか？」

　唇くちびるが、半分だけ握にぎられた拳こぶしが小こ刻きざみみに震ふるえ、マリア──いや、μの頰に一筋の涙なみだが伝い落ちた。

「生おい立ちがどうだろうと……あんたのαへの気持ちは本物だよ。誰だれがそれを偽にせ物ものだなんて言える？　μっていう一人の人間を、ここまで奮ふるい立たせたその心が」

　μの顔は、くしゃくしゃに歪ゆがんでいた。噓うその名前、噓の表ひよう情じよう、あらゆる偽いつわってきたものが剝はがれ落ち、素す顔がおが現あらわれ始めていた。

「そういう涙、出るんじゃねーか」

　声もなくしゃくりあげ、両目からこぼれ落ちるものを手で受け止めようとするμの頭を、トーヤは静かに引き寄よせた。

「……あんたは人間だ。誰がなんと言おうとな」

　ずっと誰かに言って欲しかった言葉。ただ、自分がその一言を望んでいたことを自身で気づかなかっただけなのだ。

「ふぇっ…………」

　額をトーヤの胸むねに寄せ、μは子こ供どものように声を上げて泣き始めた。

（……こんなに小さかったかな、こいつ……）

　身に着けていた仮か面めんが、彼女を大きく見せていたのかもしれない。少し縮ちぢんだように感じるμの金きん髪ぱつを優やさしく撫なでる。

「お疲つかれ様……よく頑がん張ばったな」

「えっ……っく……う…………ひっく……」

　たっぷり一分ほども、泣きじゃくる彼女に付き合い──トーヤはふと、離はなれるタイミングを逸いつしていることに気づいた。

　泣き声は聞こえなくなったが、いつまでもこうしているのはさすがに辛つらいし気まずい。

　どうしたもんか──考えるより早く、周囲は動かざるを得ない状じよう況きようになっていた。

「なあ……今の聞こえただろ……」

「……何……？」

　顔を上げる。

　ガン────！

　今度はさすがに聞こえただろう。

　ガギギッ──！

　怪かい物ぶつの入った特別製せいのコンテナが、内側から叩たたかれへこまされ引っ搔かかれているのだ。

「な、何……？」

「……お目覚めのようだぜ」

　輸ゆ送そう中に覚かく醒せいして勝手に動き出すような兵器は、商品として成立しない。創そう造ぞう主しゆもさぞやあの世で慌あわてていることだろう。

「そんな、どうして……」

「元々、奴らの意のままに動く操あやつり人形なんかじゃなかったってことだろ」

　莫ばく大だいな時間と財ざいを費やして進めてきた研究の結果がこれである。創造主の好こう奇き心しんと欲よく望ぼうを糧かてに生まれたものは、破は壊かいと死だけをもたらすあらゆる生と相あい容いれない存在でしかなくなってしまった。

「……ここから出よう」

　逡しゆん巡じゆんするμの肩かたに両手を置き、顔をつき合わせる。

「このままじゃオレ達まで餌え食じきになっちまう。だけど、オレ一人の力じゃここから逃げられない。あんただけでも同じく。アディアだってそうだ。誰が欠けても駄目なんだ」

　ガキン！

　コンテナの鍵かぎが弾はじけ飛び、歪んだ扉とびらの隙すき間まから湿しめった黒い体毛の腕うでが生える。今にも外に出てきそうな勢いきおいだ。

「……だから、オレに手を貸かしてくれ。μの力が必要だ。生きるために」

　必要──わたしの力が。わたしの存そん在ざいを望んでくれている。

　必要とされる喜びなど、今まで誰も与あたえてくれなかった。だから、どうしようもなく嬉うれしかった。

「……うん」

　小さく頷うなずき、トレーラーの中に入ると刻こつ々こくとタイムリミットの迫せまる時じ限げん装そう置ちをぴっぴっと操そう作さし始める。

「おい、何やってんだよ！」

「待って、もう少し！……十分後に再さい設せつ定ていしたわ！　行きましょ！」

　秒単位で減げん少しようしていく表ひよう示じに合わせてトーヤも腕時計の計時をスタートする。残り時間、九分五十三秒。

「アディア、行く──きゃっ！」

　トレーラーから降おりてきたμの腰こしに腕を回し、トーヤはその肩にμの身体からだを担かつぎ上げた。

「ちょ、ちょっと……！」

「アディアー、遅おくれずにちゃんとついてこいよー」

「あ、はぁい」

　変わらない調子で返事し、足をばたつかせるμを粉こな袋ぶくろのように担いで駆かけ出すトーヤにぱたぱたと走って追いつく。

「楽しそうですねぇ」

「全然楽しくないー！」

「でもでも、統とう計けい的に見てもマリアさんの足で走るより時速にして約３キロも速度が上回ってますぅ。合理的だと思いますよぉ？」

　嚙かみ砕くだいて言えば、μの全力疾しつ走そうと比くらべてもμを抱かかえたトーヤの足のほうが速いということだ。だが、アディアの口調で『合理的』などと言われるとどうも説得力に欠ける。

「ちょ、もうっ、降ろしてよっ！」

「駄だ目め」

「やめてったら！　自分の足で走る！」

「だってオレ、『抱えて走る』って言ったし。それに、ゴーリテキなんだろ？」

　心なしか、μの口調が幼おさなくなっているような気がする。退たい行こうしたというより、こっちが素すだろう。無理もない、中身はまだ十三歳さいなのだから。からかってみると面おも白しろいかもしれない──思い、トーヤはμの見えないところでにっと笑った。

　ガシャンッ！

　閂かんぬきが外れて扉が外向きに弾かれ、中で暴あばれていた三体の獣けものが解とき放たれる。広い船倉に降り立った獣達は、すぐにここにいた自分達以外の生物の匂においを嗅かぎつけた。

　狩かりだ──本ほん能のうが告げるまま、彼らは行動を開始した。




　　　　＊




「はぁ、はぁ……はぁ……」

　結局、担いで運ばれるのを断だん固こ拒きよ否ひして自分の足で走り始めたμは、早くも息を切らしていた。

（なんだか……すごく不公平なものを感じるわ……）

　自分だって一いち応おうは人間外で人間以上になることを予定して造つくられたのだから、体力も標ひよう準じゆん以上のものを持っていていいはずだ。なのに、トーヤに合わせて走ることさえままならない。

　かといって、立ち止まって休むわけにもいかない。時間は待ってくれないのだ。

「……やっぱ、背せ負おってやろーか？」

「やだってば……！」

　ペースを落とし、トーヤが横に並ならんで言ってくる。

（わたしのリアクション見て楽しんでる……ヤな奴やつ……）

　立ち止まり、上がった息を整えてから、

「……わたしのことからかって、そんなに楽し──」

「ちょい待ち。静かに……」

　いきなりμの口を押おさえ、人差し指を立てて言葉を遮さえぎる。

「……休んでる場合じゃなさそうだぜ」

「え……何？」

「数が増ふえやがった。すぐそこまで来てる！」

　理り解かいを求める必要はない。先を示しめし、ぐいと背を押す。

「いいから走れ！　追いつかれるぞ！」

　なぜそんなことがわかるのかμにはわからなかったが、有う無むを言わせない勢いきおいにμは慌あわてて走り出した。アディアもそれに続く。

「自分らでコンテナ開けて仲間増やしたってのか……？」

　しんがりを走りながら、トーヤは拳けん銃じゆうに新しい弾倉を挿さし込こんだ。




　初めて外界の空気を吸すったα─11達は、指し示じを待つことなく勝手に動き出した。ただ本能を満たすためだけに。

　ギール邸ていで暴あばれたα─００シリーズに比くらべ、彼らは知ち能のうが低いとされていた。任にん務む遂すい行こう能力という意味では正しい評ひよう価かだろうが──生物として見れば充じゆう分ぶんで、動物的ではあるが恐おそろしく高い知能を持っているといえた。

　単たん純じゆんであるがゆえに、ムラのない均きん一いつな能力を持ち、同じ目的に向かって行動する共同体をごく自然に形成した。コンテナを開けて群むれの数を増ふやしたのも、効こう率りつよく狩りを行うためである。

　匂においを辿たどって疾しつ走そうする二十体余あまりの怪かい物ぶつの群れは、とうとう獲え物ものを視し界かい内に捉とらえた。




　後方から近づいてくる怪物の影かげを自前のレーダーで知覚し、トーヤは焦あせりを覚えた。これ以上μの足に合わせて走っていたら、捕つかまるのは時間の問題だ。少数ならば狭せまい通路に誘さそい込んで応おう戦せんもできようが、後ろには少なくとも二十体はいる。一体や二体倒たおしたところで焼け石に水、数で押し切られてしまうだろう。

　甲かん板ぱんまでがやけに遠く感じる。と、唐とう突とつにアディアが口を開いた。

「あのあの、わたしたちはあれから逃げ切ればいいんですよねぇ？」

　なんのつもりで走ってたんだ、と訊ききかけたが、自分の言ったことを思い出した。遅おくれずについてこいと言ったのだから、そういうつもりで走っていたのだろう。

「わたしここの通路に爆ばく弾だん置いたんですけどぉ、それで道ふさいだらどぉですかぁ？」

　能天気な言葉に、先に反応したのはμのほうだった。

「……どこに……？」

「四秒前に通り過すぎましたぁ」

　全力疾しつ走そうしながらμは器用に脱だつ力りよくする。

「もっと……早く気づく、べきだったわね……」

　狭い階段の手すりにへなっと寄よりかかり、ポケットを探さぐる。

「……番号はわかる？」

「Ａの03番ですぅ」

　滑なめらかに答えるアディア。タンカーのあちこちにばら撒まいた数十個に及およぶ爆弾の精せい確かくな位置と番号を全すべて記き憶おくしているらしい。アンドロイドの彼女にとっては造ぞう作さもないことかもしれないが。

「よくやったわ、アディア……」

　μの一言に、アディアはぱあっと満面の笑えみを浮うかべた。

　階かい段だんを一段一段踏ふみしめながら、肩かた越ごしにリモコンを操そう作さする。

　大挙して迫せまり来る獣けものの群れ。その足元にぽつんと置かれたプラスチック爆弾にレッドランプが点灯し──

　キュドォン！

　閉へい塞そく空間で威い力りよくを増した爆風が獣を一気に薙なぎ倒した。だが、獣達は何体か数を減げんじただけで、起き上がると何の躊躇ためらいもなく倒れた仲間や焼け焦こげた骸むくろを踏み越えてくる。恐きよう怖ふや仲間への情じようなど持ち合わせていないらしい。

　ドドドッ！

　トーヤが立て続けに撃うった徹Ａ甲Ｐ弾だんが、先頭の獣の胸むな板いたと額ひたいを精確に貫つらぬく。惰だ性せいで数歩前進した後、その獣は後続の仲間らの足に踏み潰つぶされて動かなくなった。

「なんて奴やつら……仲間のことなんざなんとも思ってねえ……」

　死を恐れない彼らは『攻こう撃げき』では止まらない。今は逃げるしかない。

　階段を駆け上がるμを追い、今度はその後ろにぴったり付く。

　グルル……

「嫌いやっ……！」

　上り切ったμの眼がん前ぜんに立ち塞ふさがった獣が、行く手を遮さえぎった。中にはこういう狡こう猾かつなタイプもいるのだろう。群れから離れて迂う回かいし、先回りしていたのだ。だが、彼らはトーヤの能力をわかっていない。トーヤはそれを随ずい分ぶん前から察知している。

　銃を手に後ずさるμの背せがトーヤに当たる。

「オレに不意討ちは通じないぜ。考えが浅かったな」

　獣が攻撃態たい勢せいになるより早く、μの顔の真横からにゅっとトーヤの腕うでが伸のびて携たずさえられた拳銃が轟ごう然ぜんと火を噴ふいた。

　至し近きん距きよ離りから徹Ａ甲Ｐ弾を受けた獣は、それでも最後の力を振り絞しぼって爪つめを振ふり下ろす──

　がっ！

　次の瞬しゆん間かんにはμとトーヤの身体からだがぐるんと入れ替かわり、電光石火のハイキックが獣の顔面に突き刺ささってその巨きよ体たいを押し戻した。

　μが尻しり餅もちをつくのと、獣が重い音を立てて仰あお向むけに倒れるのとはほぼ同時だった。

「よし、早く外に……」

　ひょい、と軽々引っ張り起こそうとするトーヤに、μはさすがに不ふ機き嫌げんな表情になった。

「ひとをぬいぐるみか何かみたいに……！」

「細かいことは気にするな」

「さっきので耳鳴りもするし！　ひどいじゃない！」

「そういう文もん句くは後で聞く！」

　振り返りざま、遅おくれて上がってくるアディアに摑つかみかかろうとする獣の額を撃うち抜き、μと出口に向かうよう促うながす。

　外へのドアまで、もう邪じや魔まするものはない。撃ち倒した獣を階段から蹴け落おとし、

「そっちは安全だ！　行け！」

　急せかし、自分はぎりぎりまで下の様子を窺うかがい先の二人がドアを開けるのを待ってから踵きびすを返す。

「急いで！」

　ドアの向こうから顔を出し手て招まねきするμ。

（『行け』って意味が良くわかってないみたいだな……）

　走りながら溜ため息いき一つし、ドアの隙すき間まにするりと滑すべり込む。

　ガンッ！

　閉しめようとしたドアの間にトーヤの間近まで迫っていた獣の腕うでが挟はさまり、空を摑む。

「こっの……！」

　ドン！　ドン！　ドン！

　腕を挟んだドアを足で押さえ、ドア越しに全弾を撃ち込む。高初速、大口径の徹Ａ甲Ｐ弾は分ぶ厚あつい鉄板を易やす々やすと貫かん通つうし、獣の身体からだをも突き貫ぬけた。

「……こっからは、ヘリにご搭とう乗じようの方以外立ち入り禁きん止しだ！」

　足を緩ゆるめ、腕が引っ込んだ瞬間乱らん暴ぼうにドアを蹴って閉じる。

「なんでさっさと行かねーんだよっ！」

「……あなたを置いて行けるわけないでしょ！」

　腕を振りながら叫さけぶ。

「オレが一いつ緒しよに行ったら、誰だれがこいつらの足止めすんだよ」

「だって……」

　待つのは恐こわい。あの時と同じ──独りになるのはもう嫌いやだ。

「……オレは自分のできることをやってる。あんたのできること、やるべきことはなんだ？」

「わたしの……」

　トーヤの横で、アディアも懸けん命めいにドアを押さえている。戦せん闘とう仕様ではなくとも、彼女の電でん磁じ筋きん肉にくは最大で成人男性の数倍の出力を持つ。彼女なりに自分のできることを考え、行動しているのだ。

　わたしができることは──ここにはない。わたしがやるべきことは──片かた道みち切きつ符ぷのつもりだったヘリをもう一度飛ばすことだ。退たい路ろを用意して彼らを迎むかえることだ。

　そのために必要ならば、躊躇ためらうまい。たとえ、それが奴やつらに与あたえられた忌いまわしい力だとしても。わたしはわたしだ。自分を憎にくむのはもうやめた。

「まかせて……！」

「ああ、頼たのんだぜ！」

　強く頷うなずき、μは甲かん板ばんを蹴った。

　ゴォン！

　ドアの鉄板が激はげしく歪ゆがみ、衝しよう撃げきがトーヤの背せを打つ。

「っつ……くそー、なんて馬ば鹿か力だよ……！」

　特とく殊しゆ合金のコンテナさえ破は壊かいする力だ、ただの鉄のドアが保もっていること自体奇き跡せきに近い。最後の徹Ａ甲Ｐ弾だんの弾倉マガジンを銃に叩たたき込む。

「なあ、アディア……」

「はい？　なんですかぁ？」

　うんうんとドアを押おさえながら、首だけをこちらに向ける。

「彼女のこと、どう思ってる？」

「マリアさんのことですかぁ？」

「ああ。マリアじゃなくて今はμだけどな」

「……よく、わからないですぅ。でもぉ、μさんの役に立ちたいしぃ、少しでも手助けになれたらぁ、なんだか嬉うれしいなぁって思いますぅ」

　──それが、プログラム上そうなのか、それともμと一緒に過すごしながら自分で培つちかってきたものなのか──トーヤにはわからない。ただ、μに尽つくし、たった一言の『ありがとう』を聞くことが、彼女の存そん在ざい意い義ぎだということがその言葉から感じ取れた。

「……そか。ならよかった」

「え～？　なんなんですかぁ？」

「いずれわかるって。いいか、それならお前は彼女の傍そばにいなきゃならない。彼女の身が危あぶない時は、お前が身体を張はって守るんだ。わかるか？」

「はいぃ。つまりぃ、叩いたり蹴っ飛ばしたりすればいいんですねぇ？」

「そういうこと。……１、２、３で手を離す。そしたらお前は、全速力で彼女のとこに行け。振り返るなよ」

「りょーかいですぅ」

「いい返事だ。いくぞ……１、２」

　だんっ！　と後ろに跳とび、銃のスライドを引く。

「３っ！」

　ガシャァッ！

　支ささえがなくなった途と端たん、ドアが内側から弾はじけ飛ぶ。

　ゴッ！　ゴッ！

「走れ！」

　トーヤの弾丸がドアを破やぶった獣けものを貫つらぬき、アディアが駆かけ出す。

　まずは最も近い標的に攻こう撃げきするようになっているらしく、真正面に一人立ち塞ふさがるトーヤに二体が同時に襲おそいかかった。

　先を争っているだけで、連れん携けいも何もない。その動きはトーヤの目にはむしろゆっくりにさえ見え、そこにある僅わずかな攻撃タイミングのずれの間にトーヤは自ら踏ふみ込こんだ。

　瞬しゆん時じに思い描えがいた通り身体を沈しずめて一撃目の爪つめを紙かみ一ひと重えで躱かわし、二撃目は爪の軌き道どうを見切って斬ざん線せんの内に入りカウンターで肘ひじを顔面に突き刺す。

　トーヤの体たい術じゆつはティファのそれと違ちがって必殺の破は壊かい力はない。せいぜい怯ひるませる程てい度どだが、それを補おぎなうために銃じゆうがある。肘を放った手には、腰こしにあったはずの愛銃が既すでに握にぎられている。

　タタタッタタタッ

　三連点射スリーシヨツト・バーストが二度。口の中に突き入れた銃が一気に六発の弾丸を吐はき出し、脳のう髄ずいを完全に破壊する。

　不用意にトーヤを飛び越こえてアディアを追おうとした獣の背中に徹Ａ甲Ｐ弾だんを撃ち込み、初撃を外して振り返った獣の側頭部をその腕ごと貫く。

　一瞬で三体を屠ほふったトーヤに、死を恐おそれないはずの獣らの動きが鈍にぶった。本能的に危き険けんを感じたのだ。獲え物ものだと思っていたこの生物は、群むれの存そん在ざいを脅おびやかす恐るべき怪かい物ぶつだと。だが、逃にげるという選せん択たく肢しはなかった。不幸なことに、刷すり込まれた破壊衝動が身を守ろうとする本能をほとんど塗ぬり潰つぶしていたのだ。
















　彼らは初めて明めい確かくな『敵てき』の存在を設せつ定ていし、トーヤという未知の脅きよう威いに対たい峙じした。




　一いつ切さいの無む駄だのない手順で準じゆん備びを整え、イグニッションをぐっと押す。

　自身と一体化したヘリに活力が満ち、エンジンの振しん動どうを全身で感じる。燃ねん料りようも充じゆう分ぶん、コンディションは万全だ。最も、この自分が整備した機体だ、万全でないことなどありえないが。天あま駆かける翼つばさも力強く回転し、二人が来ればいつでも飛び立てる。

　かちかちと歯の鳴る音を聞き、初めて自分が震ふるえていることに気づく。

　考えている時間も無くここまで来てしまったが、今になって恐怖がこみ上げてきた。

　また、怯おびえながら待っているだけだ。わたしのために誰かが危険の中に身を投じ、そして──死んでしまう。わたし一人だけを残して。

　不ふ吉きつな思いが胸むねを支し配はいする。彼もまた、αと同じ運命を辿たどってしまうのではないかと。

「μさぁん！」

　聞き慣なれた緊きん張ちよう感のない声に、びくっと肩かたを震わせる。

　ぱたぱたと駆けてきたアディアが、機内にころんと転がり込んだ。

「彼は!?」

「まだですぅ。あのあの、わたしぃ、μさんのこと身体からだ張はって守れぇって言われたんですけどぉ」

　まだ。自分はもう飛べるようにしているのに。

「なんでよ……何考えてるのよ……！」

　座すわっているシートを痛いたくなるほど叩たたき、手のひらで顔を覆おおう。

「ごっ、ごめんなさいぃ……」

　μの声こわ音ねに怒おこられたと思ったのか、アディアが縮ちぢみ上がる。

「あなたじゃないわ……馬ば鹿かなのはあの男のほうよ！　わたしを何もできないひ弱な子こ供どもだと思ってる！」

　あの時、わたしは本当に待っていることしかできなかったか？　彼に──αに頼たよってばかりでなく、ほんの少しだけでも勇気を出していれば、運命は別の方向に流れていたかもしれない。

　同じ思いをするのは──悪あく夢むを見るのはもう嫌いやだ。

　ぐっと唇くちびるを嚙かみ、μは機体を浮ふ上じようさせた。




　びりっ

　死角からの連撃を難なんなく躱かわしたトーヤは、引き金トリガーにかかる指先に小さな痺しびれを感じた。

　ドン！　ドン！

　反転して撃った徹Ａ甲Ｐ弾が同時に二体の獣の胸を貫くが、急所を外したのか僅かに傾かしいだだけで攻撃の手を休めない。

　先頭の獣の身体が後続の獣の攻撃を妨さまたげる形になるように誘ゆう導どうしているので一度に相手するのは二、三体だが、なにしろ攻撃に切れ間が無い。先頭が倒たおれればすぐ次が追加されてしまう。こっちの相手を倒す速度が少しでも遅おくれたら、一気に押し込まれる。

　何体の息の根を止めただろうか。十か、二十か……それは錯さつ覚かくだろう。だが、何体倒しても全然減へった気がしない。

「いいかげんにしとけよな……」

　自分の声が頭の中で反はん響きようする。

　頭上から打ち下ろされる爪つめをバックステップで避よけ、狂きよう気きに歪ゆがむ顔の中心に最後の徹Ａ甲Ｐ弾だんを撃うち込んでその半分を吹ふき飛ばす。

　徹Ａ甲Ｐ弾が切れた。そろそろ潮しお時どきだろう。転進して甲かん板ぱんの端はしに向かって走りつつ空弾倉マガジンを落とし、ポーチから通つう常じよう弾の弾倉マガジンを取り出し挿さし入れる。

　μとアディアを乗せたヘリは、今動き出した。これでとりあえずは安心だ。あとは自分がうまく乗り込みさえすれば──

　ぎしっ

　一いつ瞬しゆん全身の筋きん肉にくが攣つったように強こわばり、ぐにゃりと視し界かいが歪む。

（っと……こいつは……本気でやべぇ……）

　膝ひざをつきそうになる身体に喝かつを入れ、足を止めないように気合を入れる。

　全力で動きすぎたのだ。元々、トーヤの身体は常じよう人じんより少しは優すぐれている程てい度どでしかない。ＩＳＯＮとしては貧ひん弱じやくなほうだと言ってしまってもいい。異い常じような反はん応のう速度に肉体が限界以上の動きを強しいられることになり、身体のほうが追いつかなくなってしまうのだ。

　いくら身体を鍛きたえても、トーヤの神しん経けいはそれに余あまる。これはティファのような強きよう靭じんな肉体が合わさってこそ、最大の力を発はつ揮きするのだ。

　さらに、超ちよう神経に伴ともなう鋭えい敏びんな感覚は、外界からの刺し激げきを逐ちく一いち敏感に感じ取ってしまう。銃を撃った時の反動、受けた傷きずの痛み、あらゆる皮ひ膚ふ感覚が大おお袈げ裟さに伝わってくるのだ。

　そういった刺激をいちいち受け取るから、強化された神経でも疲ひ労ろうが半はん端ぱではない。だが、七年以上も付き合っていれば、この難なん儀ぎな自分の御ぎよし方も心得ている。単たん純じゆんだ、気にしなければいい──言い換かえれば、少し鈍どん感かんに、散さん漫まんになればいいのだ。トーヤとて、始終かように神経を張り詰つめているわけではないのだから。

　ただ、今のこの状じよう態たいでそれを実行してしまったら──最大の武ぶ器きたる超神経を自ら封ふうじてしまったら、激しい筋肉痛を訴うつたえるだけの常人以下の身体しか残らない。そうなったら最後、群むらがる獣けもの達に瞬時に引き裂さかれてしまうだろう。

「もう少しぐらい耐たえろよ、だらしねえ……！」

　脳のう裏りに響ひびく自分の声さえもうるさく感じる。

　様子がおかしいことを見て取ったか、トーヤの背に追いついた獣が大きく跳ちよう躍やくした。

「……っせえんだよ！」

　トーヤの眼めがぎらりと輝かがやき、空を裂いて疾はしった足が飛来する黒い影かげを逆に蹴けり落とす。

　みしっ……！

　爆ばく発はつ的な瞬発力を発揮したトーヤの足が悲鳴を上げた。肉体限げん界かいを超こえた高速で疾った蹴りの衝撃は一トンを超え、倍以上重い獣の身体からだを吹き飛ばすが、反動でトーヤの身体も後方に飛ばされる。

「ぐ……！」

　ごろごろと転がったトーヤは、甲板の端に激しく背中をぶつけた。

　倍化して伝わった痛みが、トーヤの意い識しきをさらに加速させる。無自覚に漏もれた笑えみは、目の前に鏡がないことを幸運に思うほど狂的なものだった。

「……ろしてやるよ……」

　意識の暴走──極度の興こう奮ふん状態に陥おちいったらしい。

「大変……」

　倒れたトーヤの様子を上空から見、μは機体を急きゆう降こう下かさせた。

　このヘリには火器が付いていないから、援えん護ごはできない。トーヤだけを拾って上がるのも、今の状じよう況きようでは不ふ可か能のうだろう。

　だが、トーヤが追い詰められた今だからこそできることはある。

　彼に、αの後は追わせない。今度はわたしが彼を守る番だ。

　落下防ぼう止しの柵さくを手て掛がかりに、トーヤはふらつく足で立ち上がると爪を振りかざす獣の額ひたいにぴたりと銃じゆう口こうを定める。

　ドン──！

　着弾。大口径といえど、普ふ通つうの強装弾ホツト・ロード一発では決定打にならない。

　ドン！　ドン！

　二発、三発と続けて銃声が響き、一発目が着弾したのとほとんど同じ位置に撃ち込まれた弾丸は、獣の頭ず蓋がいに突き刺さり脳のうを致ち命めい的にシェイクする。

　倒れた獣を盾たてに、次が襲おそって来る。背後は遥はるか下に海──囲まれているからもう逃げられない。いいさ、徹底的に相手してやる──そう思った時、

「トーヤ！　伏ふせてっ！」

　ヘリを旋せん回かいさせてきたμは、外部スピーカーのマイクに今まで出したことのないような大声で叫さけんだ。

　頭こうべを廻めぐらせるトーヤの眼がん前ぜんに、機体を擦こすりつけるほどタンカーに密みつ着ちやくしたヘリのローターが迫せまっていた。

　ゴッ──！

　不幸にも柵さく際ぎわにいた獣が、高速で回転するブレードに胸きよう部ぶを抉えぐり斬きられた。

　血と肉にく片へんを撒まき散らして声もなく吹き飛んだ獣に、トーヤははっと我われに返る。

　同じ運命を辿たどるのは勘かん弁べん願いたい。迫る獣に向き直り、そのまますとんと腰こしを落とす。

　低姿し勢せいで飛びかかり、トーヤに覆おおい被かぶさる獣の顎あごに踵かかとを当て、爪が振ふるわれるより早く懐ふところに入り込こんだ。喉のど元もとに銃口を突きつけ、そのままぐいと上向かせる。ちょうどその頭上に風を切る回転音が通つう過かしていく。

「おたくは伏せなくていいんだよ」

　ドンッ！　ドンッ！

　漆しつ黒こくの獣は衝撃で大きく仰のけ反ぞり──

　ボジュッ──！

　回かい転てん翼よくに突っ込んだ頭が粉々に砕くだけ散った。

「──走って！」

　興奮から覚めた耳に、μの甲かん高だかい声が届とどく。

　トーヤの進むべき進路上の獣を同じようにブレードで薙なぎ払い、船首に向かいながら高度を少し上げる。ドアが開き、アディアが顔を出した。

「……無む茶ちやなことやりやがんの……」

　疲ひ労ろうの影かげを欠片かけらも見せずへへっ、と笑い、ぼろぼろの身体に鞭むち打うってヘリの後を追う。

　追いすがってくる獣らには構かまわず、行く手に立ち塞ふさがろうとした獣が繰くり出した腕うでを駆かけ上がり後頭部を蹴けって跳ちよう躍やく。

　自分が行かなければ、あのお子様はまた馬ば鹿かなことを考えてしまうだろう。それを思うと、身体がどうのなどと言ってはいられない。それが、偉えらそうに似に合あわないことを言った自分の責せき任にん──

「──ってもんだよな……ここで死ぬなんて野や暮ぼやったらカッコ悪すぎだし」

　空中で一回転し、着地してさらに走る。

　一歩一歩が、どうしようもなく遅おそく感じる。意識に追いつかない、ままならない身体をもどかしく思いながらも、着実に前に進んでいく──

　この時、トーヤは気づいていなかった。自身が肉体に劇げき的てきな強化を施ほどこされたはずの獣をも凌りよう駕がするほどの動きを見せたことを。トーヤに合わせて飛んでいて慌あわてて加速したμだけが、その一部始終を見ていた。

　船首へ──言葉を交かわすことなく、トーヤは駆け、μは飛んだ。まるでそうするよう決めていたかのように二人の意思はそこへ向かっていく。

　吠ほえる獣けもの達を置き去りにして甲かん板ぱんを駆け抜けたトーヤの靴くつ底ぞこが船首の柵を蹴り、μの駆る機体がこの上ない最高のタイミングで旋回する。

　両者は空中で見事に交こう錯さくし、トーヤは目の前に用意されたヘリの足を両の手でしっかりと摑つかんだ。

「くっ……！」

　上じよう昇しようするヘリにぶら下がったことで、自分の体重以上の重みが腕に集中した。

　手に力が入らず、だんだん痺しびれてくる。過か剰じように加速させた神しん経けいを急に元に戻もどしたせいで、意識も泥どろに沈しずむように朦もう朧ろうとしていき……

　ぱしっ

　今にも滑すべりそうになっていたトーヤの手を、アディアが辛かろうじて──というか、相変わらずの笑え顔がおで──摑んでいた。

「おかえりなさぁい」

　血の通っていないはずの彼女の手が、なぜか暖あたたかく感じる。その手に引かれてトーヤはなんとか機内に乗り込んだ。

「……迎むかえに来て、くれたんだな」

「待ってるのが……恐こわかったの」

　操そう縦じゆう席に座すわる金色の後頭部が揺ゆれる。

「オレが行かなきゃ、ずっと待ってるような気がしてたけどな」

「えっ……」

　既視感デジヤヴユ──

「ん？　どした」

「……なんでもない……うん。なんでもない」

　彼が言い遺のこした不ふ吉きつな言葉が脳のう裏りに甦よみがえってくる。だが、過か去こは繰くり返さなかった。頰ほおの切り傷きず以外は、怪け我がらしい怪我もしていないように見える。

「？……なんでもなけりゃ、ヘリが傾かたむくほど動どう揺ようすんなよ」

「……行くよ……」

　スロットルを傾け、ヘリは抜けるような青空へ向かっていく。

「バイバイ……α……」

　眼めの端はしに浮うかんだ雫しずくを、μは軽く曲げた指で拭ぬぐった。

「……５、４、３、２……」

　時計に視し線せんを落としたトーヤのカウントダウンだけが、静かに機内の空気を揺らしていた……




　ピッ、ピッ、ピッ、ピッ…………

　しんと静まりかえった船倉に、だんだん間かん隔かくを短くしていく電子音だけが鳴り響く。

　隔かく壁へきが外れ、赤と白の想そう像ぞうを絶ぜつする破は壊かい力を秘ひめた液えき体たいが、筒つつの中で次し第だいに混まざり合っていく。もう止められない。止める者は誰だれもいない。

　それに連動して、船内の至いたるところにばら撒まかれた爆ばく弾だんにもスイッチが入る。

　ドォォン……！

　数十に及ぶ爆弾が一いつ斉せいに爆発し、タンカーの巨きよ体たいを揺るがす。大量に積まれた石油に引火し、甲板にたむろしていた獣達を爆発的に吹き上がった炎ほのおが包む。

　ピ──────ッ

　同時に、完全に混ざり合った薄赤の爆薬が起爆した。

　ゴッ────！

　最大の爆発が周囲の全すべてを平等に押おし退のけ、出口を求めて膨ふくれ上がった高熱のガスが甲板を吹き飛ばし数百メートルに及およぶ火柱を吹き上げ衝撃波が海面に円状の波を描えがく。

　鋼はがねの甲板とともに宙ちゆうに巻まき上げられた獣達は、何が起きたのかもわからず、状じよう況きようを理り解かいする間も与あたえられずバラバラに四散した。

　真ん中から真っ二つにへし折れたタンカーは、炎に包まれたまま体内に流れ込む海水を一時も留とどめる術すべを持たず、みるみる海面から姿すがたを消していく。

　後には、海面を漂ただよって燃もえ続ける石油の染しみだけが残る──




　ビリビリビリビリ……

　爆音が大気を震ふるわせ、小型のヘリを振しん動どうさせる。

　海底に引き寄よせられるタンカーから漏れた石油が、未練を残すまいとするかのように激しく燃えて黒こく煙えんを立ち昇のぼらせている。

　沈ちん没ぼつしたタンカーは、人の手の届かない一万三〇〇〇メートルの深海に消えることになる。獣と化したα達と──彼らの中に眠ねむる（と思いたい）オリジナルのαの魂たましいが安息できる決して汚けがされぬ墓ぼ標ひようとして。

「……今は、泣いとけよ」

　美しいとは言えない金きん髪ぱつを、トーヤの手がぐりぐりと撫なでる。

「……後にする……やめてよ」

　首を左右に振り、頭を包む手を振り落とす。

「──ありがとな……って」

「え、何？」

　何か他に、感かん謝しやされるようなことをしただろうか──μは首を傾かしげた。

「いや……なんとなく、言わなきゃいけないような気がして」

「……ヘンなの」

　ちらりと横目で見たトーヤの横顔が、一いつ瞬しゆんαと重なって見えた。まさか、と思い、ぶるぶると頭を振る。彼はこんなにがさつでも意地悪でもなかった。

「……おい、なんかそのリアクションはスゲェ失礼なような気がするぞ？」

「気にしないで。それより、どこに行けばいい？　送るわよ」
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　覇は気きのない半開きの目がこちらをじっと見ていた。物心ついた頃ころからずっと付き合ってきた顔だ、それがどういう時の顔かもわかりきっている。起き抜ぬけの顔だ。

　眼鏡めがねを装そう着ちやくしてようやく外界とのピントが合い、少しはましな顔になった気がした。

　しばし鏡像と顔をつき合わせ、頰ほおを見やる。傷きずもすっかり消えたようだ。

　──事件から一週間が経たとうとしている。あの後、μミユーはトーヤをアジトに送ってそのまま姿を消した。それきり、なんの音おと沙さ汰たもない。まああの女のことだから、心配しても詮せんないことかもしれないが。

　ギール邸ていの惨さん劇げきと、発覚した生物兵器の存そん在ざいに関しては──トーヤらは知らぬ存ぜぬで通した。実じつ際さい詳くわしいことは何も知らないのだから、噓うそは言っていない。

　研究施し設せつの破壊も、フレイド・カンパニー所有のタンカー沈没も、トーヤらとはまったく無関係のこととして処しよ理りされた。タンカーの件けんは乗組員の証しよう言げんから若わかい女（μ）の単たん独どく犯はん行こう、地下の研究施設は跡あと形かたも無く吹き飛び、ジョウのじょの字も出ず単なる爆ばく発はつ事じ故こという以上の事件性は見いだせなかったらしい。

　客観的に見たトーヤ達の行動は、『掃除人スイーパーだから』で全すべて説明がついた。トーヤもティファも事件とはそれほど深く関かかわっておらず、たまたまギール・フレイドの掃そう除じに行った先で『偶ぐう然ぜん』事件に巻まき込こまれ、怪かい物ぶつに襲おそわれて命からがら逃にげ出してきた──現場の惨状がこのうえない説得力を持って二人の証言をサポートしたのだ。

「っ……眩まぶしっ……」

　カーテンを開けると、強きよう烈れつな日差しが眼を刺し激げきした。視界が真っ白になり、船ふな酔よいのような感覚に襲われる。

　起きたばかりだというのに、気分が悪くなった。何か今日はろくでもないことがありそうな気がする……。




　　　　＊




　トーヤが遅おそい朝を迎むかえる少し前──

　開店直後のＤ・Ｓ銃じゆ砲ほう店てん前に、一台の紅あかいスポーツカーが停車した。

　ドアが開き、服の上からでも形の良さが見て取れるすらりとした足が覗く。白い指先を引っかけるようにして軽くドアを閉しめると、その女は靴くつ音おとも軽かろやかにＤ・Ｓ銃砲店のドアをくぐった。

「……いらっしゃい」

　ステンレス製せいのリボルバーを磨みがく手を休め、ダンがそれを見やる。

「こんにちは」

　薄うすいブルーのサングラスを外し、女は熊くまのような無ぶ骨こつな大男に愛あい想そ良よく微ほほ笑えんだ。

「……ここはあんたみたいなお嬢じようさんが来るような店じゃないぜ」

　22口径を撃うってもひっくり返りそうな、色白で華きや奢しやな女に、ダンは見た目通りのごりっとした声で告げる。

「わたしもそう思うわ。でもごめんなさい、買い物に来たわけじゃないの。実は……」




　　　　＊




「よし。冬物はこれで全部っと」

　きゅっ、と付ふ箋せんにマジックで書き込み、圧あつ縮しゆく袋ぶくろに入れて小さくした服をぎっしり詰つめたケースに貼はり付ける。

　三日前までは強ごう盗とうが入ったのかと思うほど散らかった部屋で寝ね起おきしていたが、それもほとんど片かた付づいた。玄げん関かんそばに積み上げられたケースは、七割わりに趣しゆ味みのアクセサリー・小物と書かれた付箋が付いている。

　誰が見てもわかるだろうが、引っ越こしの準じゆん備びである。前々から部屋が狭せまいと思っていたので、まとまったお金も入ったことだし近所に最近できたマンションに引っ越すことにしたのだ。少し高いが、広さは一人暮ぐらしには申し分ないし、綺き麗れいで新しい。それに、トーヤの家Ｄ・Ｓ銃砲店との距きよ離りが少し近くなるのがいい。

　掃そう除じ機きをかけようとして──やめた。午後からにする。

　キッチンも片付けてしまったので、今日は朝から外食だ。昼はミーティングも兼かねてトーヤと食べに行こう。

　トーヤのことだ、明るくなっても吸血鬼バンパイアみたいに真っ暗な部屋で寝てるに違ちがいない。起こしてあげないと。

　窓まどを開け、ベランダから燦さん々さんと降ふり注ぐ日光を浴びる。カラッと晴れて、今日は洗せん濯たく物もよく乾かわく。こんなに気持ちいいのに、どうしてトーヤは気分が悪くなったりするんだろう、不健康だなあ──手を組んで大きく伸のびをし、すっきりした屋内に戻る。

　ティファは白いリボンでいつもの位置に髪かみをまとめ、玄関に転がったスニーカーに足を突っ込んだ。

　今日はなんだかいいことがありそうな気がする……。




　　　　＊




　シャツを着き替がえたトーヤは、下──店のほうで話し声がするのに気づいた。わざわざ下りなくとも、聞こうと思えばここからでも充じゆう分ぶん聞こえるが、そこまで不ぶ精しようすることもなかろう。腰こしの後ろに銃じゆうを突っ込み、階かい段だんを下りていく。

　基き本ほん的に客足も少なく暇ひまを持て余あました店だし、来たとしてもダンとこんなに和わ気き藹あい々あいと話すような客は本当に稀まれだ。ダンには失礼だが、少々警けい戒かいもしてしまった。

　カウンターで何者かと話し込んでいたダンがこちらに気づき、

「間借りの分ぶん際ざいでこんな時間に起きやがって、いい度ど胸きようだなコラ」

「うっせーな。ジジイの早起きに付き合えるかよ」

　いつもの毒の吐はき合いもそこそこに、ダンの向かい側にいるはずの人物を気にかける。

「誰か知り合いでも来てんのか？」

「アホ、お前にだ」

「は？　オレにって一体誰──」

　ひょいと顔を出したトーヤと、その女の視し線せんがぶつかった。

「……あ～……よ、よう。元気、そうだな」

　朗ほがらかに手を振るμに、トーヤは平静を装よそおって言う。

　気まずそうに後頭部を搔かくトーヤ。ダンがすれ違いざまにぽんとトーヤの肩かたを叩たたいた。

「……詳くわしい事情は聞かん。だが、ちゃんと認にん知ちしてやれよ」

「はぁっ!?」

　何を言われたのか知らないが、どうやら勘かん違ちがいしているようだ。

「お前も男なら、しっかり話し合って責せき任にんを取れ。いいな」

「なっ、なんの話だよっ！」

　もう一度トーヤの肩を叩き、さっさと奥おくに入ってしまう。

「聞けって！　オレは全然身に覚えがない……」

「酷ひどいわね。わたしにあんなことまでしておいて、身に覚えがないだなんて」

　ダンを追って手を伸ばすトーヤだったが、反対の手を引っ張られてそれ以上進めなくなった。ほっそりとした冷たい手がトーヤの腕うでを摑つかんでいる。

「…………ちょっと来いっ！」

　腕を摑んでいた手を取り、店の外に連れ出した。

「……どういうことだ、えっ!?」

「どうって……聞いた通りだけど？」

「オレが何かやったか？」

「したわ。……ううん、これからしてもらうためにこうして来たんじゃない」

「なんなんだよ……何が言いたい？　オレの責任ってなんだよ？」

　μはさっと髪に手て櫛ぐしを入れ、嘆たん息そくする。

「……わたしを生かしたわ。言い換かえれば、わたしの人生をこの上なく狂くるわせてくれたことになるわよね？」

「生かしたって、あれはお前が……」

　誤ご解かいを招まねくようなことをわざとらしく大声で、

「釣つった魚には餌えさあげないのね。こういう男が女を不幸にむ」

「待て待て待てっ！　人聞きの悪いこと言うんじゃねぇっ！　どこで覚えたんだそんな言葉っ！」

　慌あわててμに詰つめ寄より、口を塞ふさぐトーヤ。

「……とりあえずあなたの妹ってことで扶ふ養よう家族の届とどけ出もしておいたから、ちゃんと面めん倒どう見てね」

「冗じよう談だんじゃねぇ！　お前めちゃめちゃ金持ってたんじゃねーのかよっ！」

「あれで全部使い切ったのよ。ヘリも処分しちゃったし……残ったのはこれだけ」

　輝かがやく紅あかいボディを指でなぞり、儚はかなげに微ほほ笑えむ。

「お前なぁ……！」

「ミュウって呼よんで。特とく技ぎは操そう縦じゆう、車から戦せん闘とう機きまでなんでも。絶ぜつ対たい役に立つから、ね？」

「勝手なことを……」

「真しん剣けんな話、わたし他に行くところがないの。だからお願い！」

「トーヤ。何してるの？」

　最悪のタイミング。ろくでもないことの予感は何度もあったが、これは極きわめつけだ。よりにもよって、ここで彼女が来るとは。

　店の前にマウンテンバイクを停とめ、トーヤとミュウを交こう互ごに見やる。

「……なんの話？　ていうか、なんで彼女がここにいるわけ？」

「こんにちは、ティファさん。お久ひさしぶり」

「別になんでもないんだ。さっき偶ぐう然ぜん遭あったとこで……」

「彼に責任取ってもらいに来たの。それなのに彼、身に覚えがないなんて酷いこと言ってわたしを追い返そうと……」

　ティファの刺さすような視線がトーヤを突く。

「せ、せきにん？　トーヤ、まさか……」

「待てティファ、誤解すんなよ？　何考えたか知らねーけど、何もないからな」

「本当？」

　疑うたがいの眼まな差ざしをミュウに投げかける。

「わたしが必要って言ってくれたのに……あれはあの時だけだったの？　結局あなたも用が済すんだら女をポイ捨すてする男？　ひどいっ！」

　その言葉にトーヤは凍こおりついた。噓は言っていないが、如い何か様ようにも拡かく大だい解かい釈しやくできる言い方だ。これで疑ぎ惑わくの天てん秤びんは一気にトーヤの側に傾かたむいた。

「な……あの時って何!?　トーヤ一体何したのよ！」

　顔を覆おおって泣き出すミュウを庇かばうようにしてトーヤに嚙かみ付くティファに、ミュウは止とどめの一言を口にした。

「……ひっく……ご想そう像ぞうに、お任まかせしますっ……うっ……」

　ティファの見ていないところで──指と指の間から、ミュウがぺろっと舌したを出して笑っているのが見えた。この女ウソ泣きしてやがる……！

　ごきっ

　ティファのリアクションは恐おそろしくわかりやすいものだった。半分握にぎられた両の拳こぶしが軋きしんで音を立てたのだ。

「……そっか……女の敵てきね……」

「待てって！　ちゃんと説明すっから話を聞……」

「問・答・無・用」

　目が笑っていない。

　ぶるぶると肩かたを震ふるわせるティファの横をそっと通り過すぎ、ミュウの両手をその顔から引っぺがした。

「……えへっ」

　泣いていた形けい跡せきなどまったく無い。

「……オレが殺される前に、警けい察さつを──いや、軍隊を呼べ。本気のあいつを止めるにはミサイルが要いる」

「は、はあ……」

　ぽん、とトーヤの肩に手が置かれた。既すでに軽く指がくい込んでいる。

「あたしの目の前で、堂々と秘ひめ事……」

「うわああああああっ！」

　ばっ！　とティファの手を振ふり解ほどき、トーヤは脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。

「十分しか持たんっ！　早く呼べぇーっ！」
















「トーヤの……」

　もはや彼女の目には逃げるトーヤしか映うつっていない。

「馬ば鹿かぁーっ！　待ちなさーいっ！　吊つるすっ！　絶ぜつ対たい吊るすーっ！」

　爆ばく発はつするような非ひ常じよう識しきな音を立てて、ティファも猛もう然ぜんと地を蹴ける。

　あとには、きょとんとするミュウが残された。

「……あ、そうそう、明後日にはアディアも戻ってくることになってるからね！」

　思い出したように言うが、聞こえちゃいないだろう。

「……まあ、あのダブル単たん純じゆんバカはほっといて……」

　店からひょっこりとダンが顔を出す。

「……いいの？　ほっといても」

「死にゃしねえだろ。今のうちに荷物運んじまいな。トーヤの部屋の向かいが空いてる」

「あ、はいっ。お世話になります」

　物もの凄すごいスピードで小さくなっていく二人の後ろ姿にはそれきり一いち瞥べつもくれず、ミュウは小さなスーツケースを後部座ざ席せきから引っぱり出すとダンについて店内に入っていった。

　その後、無傷だがひどくやつれてぐったりしているトーヤを引きずるようにしてティファが戻ってきたが──小一時間に亘わたる壮そう絶ぜつな追跡劇の間に一体何があったのか、トーヤは一いつ切さい語ろうとしなかった。ただ一言、『人間死ぬ気になりゃ限げん界かいの一つや二つ超こえられるもんだなぁ……』と妙みように悟さとった顔で呟つぶやいたのだった。




　　　　＊




　──後日。少々柄がらの良くない客も多数集まるＤ・Ｓ銃じゆう砲ほう店にはやはり置いてはおけないということで、ティファの新しん居きよに同居するのが良いのではということになった。最後まで嫌いやそうにしていたティファも、話を聞いて同情したのか渋しぶ々しぶだが認みとめた。

『だって放っとくわけにもいかないじゃない』という言葉に、彼女を目の届くところに置いておかないと何をしでかすか気が気じゃないから、という本音が潜ひそんでいたが、それはまあティファの中だけのことだ。トーヤが心配したのは、ティファが意地の悪い小こ姑じゆうとのようになりはしないかといった程てい度どのことだった。

　しかし、ただ仲間が増ふえたと単純に喜べないこともある。ややこしく一ひと筋すじ縄なわではいかない女が二倍に増え、気苦労と溜ため息いきの数がそれ以上に増えた。

　──大変なのはこれからだ。





《ＥＮＤ》









　あとがき




　えー、皆様初めまして、一いち乃の勢せまやです。

　いきなりですが、あとがき（隠かくしタイトル『はじめてのあとがき。』）始めます。




　それは四月のある日（しかも食事中）のこと。富士見書房のＫ氏（担たん当とう様）から、『─Ｉ─Ｓ─Ｏ─Ｎ─（旧きゆう題だい）』がＦ長編小説大賞の最終選考に残ったとの連れん絡らくが。今年から選考スピードが大おお幅はばにＵＰしたことなど当時は知る由よしもないですから、不ふ意い打うちもいいところでした。

　結果は『佳か作さく』──評ひよう価かはともかく（いや、重要なことなのでしょうが）、こうして本となっている以上、まずは関係者各位への感かん謝しやとともに『書き続けた』自分へのご褒ほう美びと思うことにしましょう。

　ベタな言い方ですが、『書くことを諦あきらめなかった（ポジティブシンキング）』、これが大きな力になったのだと思います。投とう稿こうした作品がかすりもしなかったから何？　経けい験けんはリセットできないんだから、一作ごとに成長して上う手まくなってるはず。だったらやめるのもったいないよねぇ──とまあ、ずっとこんな調子でやってました。誰だれ某なにがしより頑がん張ばった、とかそういうことではなく、わたしの場合単に『ゆっくりでも止まらなかった』だけ。努ど力りよくじゃなく、楽しかったから。

　スタート地点ここに来られたのはたまたま。ここからカッコ良くスタートダッシュ決められるか、そして走り続けられるかは自分次し第だい。というわけで頑張れ自分（熱いねby担）。




　自分へのエールはこれぐらいにして、少し本編に触ふれましょう。

　そうだ、アクションを書こう。

　これまでわたしが小説を書いてきた上で（もちろん未発表ですが）大きなウェイトを占しめていた『アクション』という要素を、どこまで『メインらしく』書けるか一度試ためしてみよう。そんな開き直りにも似にた感情から、この作品はスタートしました。

　漠ばく然ぜんとした脳のう内ないプロットしかないまま、ひたすら『動き』にこだわって書いていった結果、彼らは思っていた以上にしっかり動いてくれました。文字という媒ばい体たいを通して繰り広げられるパワフルかつスタイリッシュなアクションをご堪たん能のうあれ。

　さて、主役を張るトーヤとティファですが、ことトーヤに関しては『カッコよくいこう』という意い識しきはさほどありませんでした。逆に『カッコ悪い』エッセンスは各所に散ちりばめてきたような気がしますが……イラストラフ見たり原稿読み直したりしていたら……あれ、いつのまにか魅み力りよく的なキャラに変身してしまったようで。『もしかしてこいつカッコイイの？』というのが本音ですね。

　そうして魅力を再さい認にん識しきすると、むくむく湧わいてくるのが愛あい着ちやくというもの（現金でしょうか？）。もっと動かしたい、この気持ちのいい奴ヤツらともっと付き合っていきたい、などと思ったりしてしまう暑い夏の日でございます。




　では最後に──

　この作品に限かぎらず、わたしが小説を書いていく上で有ゆう形けい無む形けいの支し援えんをしてくれた両親、祖そ父ふ母ぼ、いっこ上の姉あね貴き。温ぬるかったり冷ややかだったり、さまざまな目で見守ってくれた友人〔　　　〕（→心当たりのある人、ここへご自分のお名前をどうぞ）。評価してくださった審しん査さ員いんの先生方。担当のＫ氏＆Ｋ氏いわく『若わかく才能溢あふれる好青年ナイスガイ（うろ覚え）』ことイラストレーターの宮みや沢ざわ波なみ宏ひろさん。他、出版に関わった多くの方々。そしてこの本を手にとってくれた、或あるいは読んでくれた読者のあなた。

　本当に、ありがとう！


二〇〇三年　八月初頭　　　一乃勢まや









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部　　






　男な小説にドキドキします。

　かっこいい男──自分の信念に従って生きる男ってのは、同性から見ても魅力的（別にそういう趣味ではないですよ）。容よう姿しとかでもないし、生き様とかそんな大げさなものでもない。情けなかったり、かっこ悪かったりしてもいいし、オヤジとかでもむしろアリ。でも、一いつ瞬しゆんだけのその男が見せるエネルギーの迸ほとばしりに魅せられたとき。

　こいつは、いい！　って素す直なおに思ってしまう。




　そんな、「男ガイ」が生きている物語。それが、「ＩＳＯＮ─イソン─」です。




　いまの地球より少し文明レベルの高い惑わく星せい「ネオアース」。どこか土臭くさく、ほこりっぽい街並み。石いし畳だたみをかけぬける少しクラシックな車やバイク。開かい拓たく地ちが持つ特有の開放感のある明るい空気。一方で、多発する犯はん罪ざいや紛ふん争そう。人の心の持つ闇やみの部分──。

　そんな舞ぶ台たいをところ狭せましと暴あばれまくるのが本編の主人公・フリーの掃除人スイーパートーヤとティファのコンビです。

　最終選考では、気持ちの良いアクションと主人公たちの格かつ好こう良よさが充じゆう分ぶんに評価されて佳作の受賞となりました。しかし、一方で脳内プロット（笑）に基もとづいて描えがかれているため、いくつかの構こう成せいの甘あまさが指し摘てきされました。その部分の改稿も含ふくめて、２時間のすかっとするアクション映画のテイストを目指しブラッシュアップを重ねました。結果、銃弾と肉弾メイン＋少し汗あせくさい（ポイントね）作品にしあがったと思います。もちろん、ヒロイン含めて大小な女性ガールズも忘わすれていませんし、魅力的なキャラクターもそろっています。

　ですが、やはりメインはトーヤ・フェニックス。少しやる気のない二は十た歳ちすぎ、ガンマンなのに近きん眼がん。でも本気になると意外や意外──な彼のあばれっぷりを素直に楽しんでもらえればダイジョーブ。読み終わった時には、彼の虜とりこになっているハズです。

　女性も男性も（いや、だからそういう意味じゃなくて）。

　一乃勢まやも、トーヤもまだ駆け出したばかり、これからの可か能のう性せいを決めるのはあなたです。続きを読みたいとか感想や応援のお手紙お待ちしております。
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